

































































本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　青い空！　白い雲！　目にも眩まぶしい真っ赤な太陽！

　夏だ。グランフェリアにとうとう夏がやってきた。今日から七月、夏らしい空を見上げ、俺は自宅の屋上で大きく息を吸っていた。

「ふは～！」

　大きく吸って、大きく吐はく。

　それだけで季節が切り替かわるような気分だった。

　春の内に溜ため込んだ、温ぬくもりや淀よどみ、もやもやが抜ぬけていくような──。

　そう感じられるほどの爽さわやかさがここにはあった。日本のジメジメした夏とは違ちがい、王都の夏はどこまでも爽そう快かいだった。

（まあ、日向ひなたにいるとジリジリ暑いけどな）

　それも一興とばかりに、俺は照りつける太陽を見上げていた。

「さーて、どうするかねー」

　とろんと暖かな春は去った。

　これから数ヶ月続くのは、気持ちがいいほどに暑い夏だ。

　物ぐさな俺でも海や山に出かけたくなる季節。そんな季節の訪おとずれに、俺はもう、仕事なんてする気は一いつ切さいなかった。

「そうと決まれば！」

　店は臨時休業ってことで、ちょっくら外に出てこよう！

　春の間は真面目まじめにせっせと働いたんだ。これくらいの勝手は許されるだろう。

　あいつに見つかったら止められるだろうけど、見つからなければいいだけの話で──。

「……ご主人さま？」

「うっ!?」

　見つかった。いきなり見つかった。

　今まさに飛び立とうとする瞬しゆん間かん、俺の背後に冷たい気配が感じられた。

　夏らしからぬ凍こごえた空気だ。俺はたまらず凍こおりつき、首だけを微び妙みように後ろへ向けた。

「ユ、ユミィ」

「……はい」

「は、早起きなんだな？」

「……ご主人さまこそ。今日は早起きなのですね」

「目、目が覚めたんだ。いや、ははっ、暑くってさ」

「……そうですね。七月らしい日差しです」

　世間話のようでそうじゃない。こんな白々しい会話、俺は世間話だとは認めない。

　その証しよう拠こにほら、ユミエルの手に武骨なモーニングスターが握にぎられている。

（新作かな？）

　新作でしょうね。生活必ひつ需じゆ品にはとても見えない。

　つまりあれはおしおき用。俺がここから逃にげ出せば、あいつはあれを持って追いかけてくるはずだった。

「……ご主人さま。もうすぐ開店の時間ですよ」

「うううぅ」

「……早くご飯を食べて、身だしなみも整えましょう」

「ううううう」

「……さあ、下に下りましょう。美味おいしいスープができていますよ」

「ううううううう！」

　優やさしい。天使のような声も、背中に添そえられる手も、何もかもが優しい。

　こいつは俺のためを思って動いてくれている。手を替え、品を替えたおしおきも、きっと全部俺のためなんだろう。

　だが！　だが、しかし！　ようやく夏がやってきたんだ！　待ちに待った夏なんだ。

　夏は休んでどこかへ行くもの。未いまだに学生気分が抜けない俺は、夏休みが待ち切れない子どものように駄だ々だをこねた。

「嫌いやだ嫌だ！　仕事だけの人生は嫌だ！」

「……そう申されましても」

「そろそろ長い休みを取ろう！　俺たちふたり、働きっぱなしじゃないか！」

「……毎週二日、しっかり休んでいますが」

「うっ……!!」

　そこを突つかれると痛い。週休二日制なんて、この辺りじゃうちだけだもんな。

　大物専門の冒ぼう険けん者は、年に数回戦って、あとはずっと休みだって話もあるけど──。

（うちはそういうのとは違うもんなあ）

　店を構えている以上、平日はせっせと働くのが筋というものだ。

　分かっちゃいたけど認めたくなかった。俺はもう、夏休みのある学生じゃないんだな。

「はあ……」

　観念し、肩かたを落として階下に向かう。

　そんな俺のあとに続き、ユミエルも屋上をあとにしようとして──。

「……構いませんよ」

「えっ？」

「……ご主人さまが望まれるのでしたら、そのうち、長い休みを取りましょう」

「えっ？　ええっ!?」

　あの仕事の鬼おに、ワーカホリックのメイドの口から、信じられないような言葉が出た。

　長い休みを取っていい？　長い休みを取りましょうって？　お前、それ、本気で言っているのか!?

「……聞けば、そのような文化があるそうですね。暑い時期はしっかり休む。何週間と時間をかけて休養を取る。それがイースィンド流だそうです」

「え？　そ、そうなの？」

「……ご存じなかったのですか？」

「いや、言われてみれば、そんな感じだったような……？」

　この国に来てから二年くらい。馴な染じんだようで知らないことも多い毎日だ。

（去年の夏は「働け、働け」で、一昨年おととしの夏は「探せ、探せ」だったからなあ）

　周りに目を向ける余よ裕ゆうがまったくなかった。

　仕方のないことではあるのだけど、なんか、もったいないことしちゃったなあ。

「よし！　じゃあ、今年は夏休みを取るか！」

「……はい」

「お前もしっかり休めよ？　何週間と時間を作るから！」

「……かしこまりました」

　こいつにも大たい概がい苦労をかけてるからな。

　骨休めという言葉もあるくらいだし、ここでしっかりと休んでもらおう。

「さ～て、そうと決まれば早さつ速そく休日だ！」

「……？」

「予行演習だよ！　バカンスの前借りというか」

「……？」

「うん、調子に乗ってたね？　ごめんなさいね？」

　不思議そうな顔で、俺のあごにモーニングスターを突きつけてくるユミエル。

　それが渾こん身しんの力で叩たたき込まれる前に、俺はさっさと白旗を揚あげた。

「わーったよ、ちくしょー。真面目に働きますよ！」

「……その意気です。休みは仕事を済ませてからですよ？」

「はいはい。分かってますよー」

　ぶつくさ言いながら階段を下りる。

　そのあとをしずしずとユミエルがついてくる。

（どっちが店主か分かったもんじゃないが）

　そこまで悪い気はしなかった。

（まあ、こんな関係がちょうどいいんだろうな）

　俺が不真面目な分、相方は生き真面目なくらいがちょうどいいんだろう。

　夏の始まり、七月の初週に、俺はそんなことを考えながら自宅の階段を下りていった。
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　王都では一年中、新しん鮮せんな魚ぎよ介かい類るいを口にすることができる。

　秋は青魚が美味しい季節。滴したたらんばかりに脂あぶらがのった青魚に塩をふりかけ、強火の遠火でじっくりと炙あぶれば、脂がじゅわじゅわ、ぱちぱちと弾はじけ、辺りにふわりと香こうばしい匂においが漂ただよいだす。この熱々にかぶりつき、すかさずビールを流し込めば、神の祝福すら感じられること請うけ合いだ。

　冬はスープ、赤魚のスープだ。ニンジン、玉ねぎ、セロリにトマト。塩や乾かん燥そうハーブ、それに肝かん心じん要かなめの赤魚。これら全部を鍋なべに入れ、暖だん炉ろの火を使ってじっくりと煮に込こむ。すると、具材のうまみが溶とけ込んだ、何とも優しい味のスープができるんだ。凍えた体には何より嬉うれしい一品で、うちでもしょっちゅう同じものを作っている。

　春は何といっても白身魚だ。ムニエルによし、香こう草そう焼きによし、マリネによし。毎年、塩しお釜がま焼きを楽しみにしている貴族もいれば、パイ包みを食べなきゃ春を迎むかえられないと言う庶しよ民みんもいる。初春の夕暮れ、街を歩けば、そこかしこで白身魚をバターで焼く匂いを嗅かぐことができるんだ。

　そして、夏は──。

「特にこれといったものがないんだよな」

「だよね。何でも美味しいし」

　昼を過ぎた《まんぷく亭》で、俺とカオルは芋いもの皮をむきながら世間話に興じていた。

　話題はもちろん、「夏はどんな魚が美味うまいか？」。エビや貝を挙げてもいい。とにかくこれだというものを決めようとしたが、なかなかひとつに絞しぼれなかった。

「夏の魚介かあ。夏はムール貝もあるし、タコも美味しいよね」

「魚もいいぞ。特に川魚がいい。あっさりしてて美味いよな、あれ」

「海の魚とは風味も違ちがうよね。さすがに何日も続くと飽あきるけど、思い出したらまた食べたくなってきたなあ」

「田舎いなかは内陸部にあるんだっけ？」

「そうそう。海から遠く離はなれたジパニア村。川も池も沼ぬまもあったから、魚やエビはしょっちゅう食べてたけど……」

　なんて話をしながら、するすると芋の皮をむいていく。

　そんなカオルを見つめながら、俺はふと、その変化に気がついていた。

（随ずい分ぶんと手慣れたもんだ）

　口も動かすが手も動かす。

　下ごしらえとはいえ、ますます腕うでが上がったようで何よりだ。

　最初の頃ころは素人しろうとの域を出なかったが、ここで数をこなして上達したんだろう。

（思えばこの店も一周年か）

　継けい続ぞくは力なりだな。ここまで短いようで長かった。

　そんなことを思い浮うかべながら、俺はぼんやりとカオルの手元を見つめていた。

「あれ？　なに？　じっと見て」

「いや、腕が上がったなと思ってさ」

「ええ～!?　そ、そうかなあ？」

「ああ。見てて気持ちがいいくらいだ」

「そ、それは言い過ぎだよ～」

「いやいや、なかなかいいぞ。いかにもプロって感じの手つきだ」

「うっ……なんか、じっと見られると照れる……」

「なんでだよ」

　笑いながら芋をむく。カオルも頰ほおを赤くし、それでもまた動き出す。

　和なごやかな雰ふん囲い気きだった。居い心ごこ地ちのいい空気だった。俺はそれを満まん更ざらでもないと思ってしまい──。

　だからだろう。奴やつらの接近を許してしまった。

「へっへっへっ。お兄さんたち、楽しそうじゃないの？」

「おうおう、いいねえ、若いもんは」

「あやかりたいなあ～！　あやかりたいねえ！」

「ここはひとつ、オレたちも交ぜてくんなよ！」

《まんぷく亭》のフロアに、不ふ逞ていの輩やからがふたり、入り込んできた。

　ひとりは赤毛の中年女だ。両手をポケットに突っ込んだ彼女は、意地が悪そうにニヤニヤと笑い、俺の脚あしをコツコツとつま先で蹴けり始める。もうひとりは黒くろ髪かみの巨きよ漢かんだ。平べったくゴツゴツとした顔は、いかにも荒あらくれ者といった風ふう貌ぼうだが、その顔にはやはり、俺たちをからかうような軽けい薄はくな笑えみが浮かんでいた。

「オラッ、キスをしろ！　情熱的で刺し激げき的な口づけを交かわせ！」

「ボヤボヤしてっと、焼き入れるぞ焼きぃ！」

　悪漢たちは、俺とカオルにキスをするよう指示をした。

　何たる悪逆非道の行い。何たる破は廉れん恥ちな言葉か。これにはカオルも真顔になって、すぐにも怒いかりを爆ばく発はつさせた。

「お父さん！　お母さん！　何やってるの!?」

「わ～!?」

「家うちの娘むすめが怒おこった～！」

　怒ど声せい一発、悪漢たちはぴゅうと厨ちゆう房ぼうに逃にげていった。

　なんてことはない、アカツキとケイトだ。あの夫ふう婦ふは、いい歳としして小学生みたいなところがあった。

「まったくもー、うちの両親ときたら」

「なんか大変そうだな」

「そうなの……夏になると余計にテンションが上がっちゃって」

「たまにうちの方まで笑い声が聞こえてくるもんな」

「うう……恥はずかしい……」

　とうとう顔を手で覆おおったカオル。その肩かたにぽんと手を置いて励はげましてやる。

「まあ、頑がん張ばれ。無理そうならうちに来りゃいいからさ」

「タカヒロ……」

　カオルが涙なみだ目めで見上げてくる。

　その肩を二度、三度とぽんぽんしていると──。

【カオルは応おう援えん効果を得た！　攻こう撃げき力、防ぼう御ぎよ力、乙おと女め力、１０％アップ！】

「「ええっ!?」」

　突とつ然ぜんのバフ効果に、俺たちは揃そろって驚おどろきの声を上げた。

　カオルの体から、何やらピンク色のオーラが立ち上っている。

　そしてそれは厨房の方へと続いていて、そちらの方に目を向けると──。

　なんかいい笑顔のケイトさんがいた。

「これぞ秘ひ奥おう義ぎ【母の愛】。カオルちゃん、頑張って！」

　親指をグッと立て、白い歯を見せて笑っているケイトさん。

　その顔を、カオルはしばし見つめていたかと思うと、

「何よ、そのしたり顔はーーーっ!?」

　突然怒声を放ち、お盆ぼんを力いっぱい投げつけるのだった。
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　その夜、《まんぷく亭》にはドッと客が押し寄せていた。

　王都の人は夏でも食しよく欲よく旺おう盛せいだ。肉だ魚だビールだ酒だと、思いつくままに注文しては、貪むさぼるようにしてそのすべてを平らげる。見てて気持ちがいいくらいの食べっぷり、飲みっぷりではあるんだが──。

　調理と配はい膳ぜんがとてもじゃないが追いつかない。

　そのための俺、そのための《フリーライフ》への依い頼らいだった。

「羊の岩塩焼きと茹ゆでダコレモン！」

「それにシャキシャキポテトもお願いねー！」

「あいよー！」

　カオルが叫ぶ。ケイトさんも叫ぶ。

　それに俺も叫び返し、素す早ばやく材料を揃えていった。

（タコは茹でる！　羊は焼くだけ！　どちらの皿にもレモンを添そえて、夏だから気持ち塩気は強めにする！）

　下ごしらえは済んでいるから、調理自体は手短に済む。

　しかしこの忙いそがしさ、厨房にこもる熱気、どちらもなかなかに応こたえて──。

「今度はちょっと多いよ！　お魚コロッケが１０！　カルパッチョが３！　羊の串くし焼やきが１０！　オススメ焼き魚が８！　そんでもって、ビールは樽たるジョッキで２０！」

「えええっ!?」

「おおう、任せろ！　ガハハ！」

　アカツキの笑い声が響ひびく。さすが本職といったところか、その声にはまだまだ余よ裕ゆうがありそうだ。いや、しかし、この調子があと何時間も続いたら！

「タカヒロ！　注文！　追加注文！」

「こっちも注文よ～！　バンバン作って！」

「あー、もー、やってやらあああああああああっ!!」

　もう何も考えないことにした。

　切る、焼く、刺さす、揚あげる。怒ど涛とうの調理の始まりに、お客がおっと目を見張る。

　見る見る内に注文の品が出来上がり、カオルやケイトがせっせとそれらを運んでいく。その勢いに、隣となりのアカツキまでもが燃え上がり始める。

「そうだタカヒロ！　もっともっと熱くなれーっ!!」

「おおおおおおおおおおおっ!!」

「がーはははははははははははっ!!」

「あああああああああああああああっ!!」

「がーはははははははははははははははっ!!」

「ズダダダダーン！」とか「ジャカジャカジャーン！」とか、およそ調理に似つかわしくない音が響き始めた。カオルは独楽こまのように店内を回り、ケイトさんはビールの大樽をゴロゴロと転がし始める。

（よし、この調子なら何とか！）

　今夜も無事に終わりそうだ。

　そう思いながら、盛大に鍋なべを回していると──。

「しかし何だな。夏らしいメニューがないな」

「ん？」

「塩焼きなんかは、どこでも食えるもんだしなあ」

「んん？」

　カウンター席の端はし、ふたりの男がぼやいているのが見えた。

　どちらも常連の船大工だ。酒を飲んで飯を食って、ちょうど人心地ついたところか。

　いい気分で雑談する。それ自体は別に構いやしないのだけど、

「なーんかマンネリだなあ」

　なんてことを堂々と言われると、店側としては困るわけで──。

「ちょっとちょっとお客さん！」

「聞き捨てならねえなあ！　ここの料理の何が不満だい！」

「安くて美味うまくて量がある！　ありがたいことじゃねえか！」

「はあ？　いちいち嚙かみつくなよ」

「新しん鮮せん味みがないのは事実だろ」

「なにぃぃぃぃぃ!?」

「ぐぬうううううう……!!」

（あ～あ……）

　案の定、ケイトさんがブチ切れたよ。

　周りのお客さんも青筋を立てて怒ど鳴なり込んでいる。

　これで相手が気弱なら、即そく座ざに白旗を揚げて降参しようものだけど、

「悔くやしかったら新メニューを出せよ」

「夏らしくて珍めずらしいもんだぞ」

　これだ。下町の人間はとかく肝きもが据すわっていて、それが時にこういったトラブルを招いていた。

「きぃぃぃぃっ！　あなた～！　何とかして～！」

「おっ？　なんだ？　オレに言ってるのか？」

「そうよ！　目にもの見せてあげて！」

「ガハハハハ！　自じ慢まんじゃないが、オレはアドリブに弱いぞ～!!」

「あなたあああああああっ！」

　肝かん心じんの店主は頼たよりにできそうにない。ケイトさんは悔しそうに叫ぶばかりだ。

　問題の男たちは、それ見たことかとドヤ顔をしていて──。

「はあ。しょうがねえなあ」

「タカヒロ？」

「夏らしくて珍しいメニューだろ？　ちゃっちゃと作るからそこで待ってろ」

「ええ!?　だ、大だい丈じよう夫ぶなの？」

「任せろ」

　片手を挙げてカオルに答える。俺はそのまま厨房の奥に引っ込んで、生け簀すの中からぴちぴちの魚を取り出していた。

「なんだよ、魚料理か？」

「そんなの食い飽あきてるんだよ。煮にても焼いても魚は魚だろ？」

「揚げるのもナシだぞ～？　昼に食ったんだ」

「オレは酢す漬づけにしたのを食った！」

　後ろから聞こえる笑い声。

　そしてみんなの視線を感じながら、俺は素早く包丁を走らせる。

　俺が作るのはあれだ。カオルと話したあとにふと思い出した料理。見た目にも豪ごう華かなあれを出せば、きっとあいつらも黙だまるはず！

「はあああっ！」

　と一声上げて、俺が一いつ気き呵か成せいに作り上げたものとは！

「できた！」

「こ、これは……!?」

「活いけ造りだっ!!」

　カウンターに置かれた大皿。そこには言葉通りの活け造りが載のっていた。

　魚はぴくぴくと細かく震ふるえ、その目にはまだ命の輝かがやきが宿っている。活殺自在、超ちよう常じようの技術が生んだ芸術品だ。これ以上活きのいい魚料理はなく、これ以上珍しい魚料理も他ほかになかった。

「どうだ！　目にも涼すずしげな一品だろう？」

　自慢げに胸を反らす。いや、我われながらいい出で来き栄ばえだ。

　皿に敷しいた氷は玉たま砂じや利りのよう。ちりばめたハーブは若草のよう。

　見ただけで涼りようを感じる活け造りに、集まっていたお客さんたちは──!!

　盛大に反吐へどをぶちまけていた。

「「「おえええええええ……!!」」」

　酔すい客きやく用に用意されたバケツ、そこに群がるお客さんたち。

　例の男たちは吐はいたり喚わめいたりはしなかったが、それでも目を白黒させている。

「あ、あれ？」

　なんか俺、間ま違ちがえたか？

「なんなのタカヒロ、この料理!?」

「いや、普ふ通つうに活け造りだって。刺さし身みの超新鮮バージョン」

「前衛芸術とか、そういうのじゃなくて!?」

「そ、そういうのじゃなくてだな。普通に食えるぞ？」

「なあ？」と一声魚にかける。すると魚は尾おで応え、客の間から悲鳴が上がった。

「まあ、とりあえず食ってみろって。美味いぞ？」

「わ、わたしじゃなくてお客さんのだから！」

「ああ、そうだった、そうだった。じゃあお客さん、どうぞ」

「いいっ!?」「ええっ!?」

「結構イケますよ、これ。注文通りの品ですし」

「い、い、いや、そうだけど」

「そうでは、あるけれど」

「何事も慣れですよ。俺の故郷じゃ一いつ般ぱん的な料理でしたよ？」

「なんだよそれぇ!?」

「バーバリアンの集落かよ……!?」

　なんて言葉を交かわしながら、ずいっと料理を差し出す俺。

　そんな俺と男たちを見て、他のお客さんも元の調子を取り戻もどしつつある。

　泣きが入るか意地でも食うか、それはまだ分からなかったが──。

（まあ、今日はどうにかなりそうだな）

　ピークも過ぎたしトラブルも片づけた。

　それで良しと評価をつけて、俺は厨ちゆう房ぼうの奥で手帳を取り出す。

（さーて、明日あしたの依頼はっと）

　結構過密なスケジュール、そこに書かれていたのは──。
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「ふん、ふん、ふーん」

「わん、わん、わーん♪」

「ふん、ふん、ふーん」

「わん、わん、わーん♪」

　鼻歌交じりに街を行く夏。

　俺は今、クルミアと一いつ緒しよに中級区の通りを歩いていた。

　青い空には薄うす雲ぐもがかかり、そよ吹ふく風には湿しめり気もない。そんな爽さわやかな七月の朝に、俺たちは郵便鞄かばんを提さげて方々を回る。そう、今日の仕事は郵便配達だ。手紙が多い、人手が足りない、そんな時にちょくちょく回されてくる仕事だな。

（ぶっちゃけ実入りは少ないんだけど）

　街を歩きたい時にはちょうどいい仕事だ。

　新人クルミアに道を覚えさせる必要もあったし、それならばと、今日は連れ立って郵便配達に出かけていた。

「ああ、そこだ。そこにこれを入れてくれ」

「はーい！」

「次はあっちだ。今度は二通な」

「わうー！」

　道の途と中ちゆう、立ち止まってはクルミアに指示を出す。

　その度たびにわんこは「ビューン！」と走り、ポストに投とう函かんしては「ダーッ！」とこちらに戻ってくる。俺はその場で見守るだけで、特にこれといったことはしていない。

（いやいや、監かん督とく役、監督役）

　ついでに街の案内役でもある。

　うちには配達の仕事も結構あるし、主だった住所ぐらいは教えなきゃな。

「行ってきたよっ！」

「うわっ!?」

「次は？　次は？」

「あ、あー。次は向こうだな。向こうの通りだ」

「わかった！　じゃあ、行こっ！」

「待てって」

　勢いよく戻ってきては、そのままの速度で俺に抱だき着いてくるクルミア。大きなわんこに引っ張られながら、俺はもぞもぞと手帳の中を確かく認にんする。

（うん、やっぱり向こうの通りだな）

　ここら辺の手紙は配り終わったようだ。

　それをきちんと確認し、俺はクルミアを連れて通りを歩いた。

「早く行こ？　早く、早く！」

「そんなに急ぐなって。のんびり行こうぜ」

「わう～！　あう～！」

「耳を嚙むな！　ああ、も～、腕うでを引っ張るんじゃないの」

　体が大きいとはいえ十歳児。

　クルミアは少し興奮すると、なかなか元に戻ってこない。

　そこがこいつのいいところだと、院長先生は言ったりするんだけど──。

（もう少し落ち着きが必要かもな）

　いや、無理か。

　元気にはしゃぐクルミアを見て、まあ、気長に待とうと思う俺だった。

「わん、わん、わーん♪」

「なあ、クルミア」

「わう？」

「仕事にはもう慣れたか？」

　歩きがてら、俺はクルミアにそんな話を投げかけてみた。

　この春から勤め始めて三ヶ月、そろそろ色々と見えてくる頃ころだ。

「この仕事は自分に合わない」だとか、「これは思ったより向いてそう」だとか、そういったことが見えてくるのが三ヶ月後だ。何でもやりたいクルミアのため、あれやこれやと何でもさせてみたけど──。

（向き不向きぐらいは見つかったか？）

　どんな仕事にも現実リアルというものがある。そういったものに触ふれて、それでもやりたいなら向いているのかもしれなかった。

「郵便配達はどうだ？　楽しいか？」

「うん！　楽しいよ」

「ポーション作りはどうだ？　やりがいはあるか？」

「うん！　もっと作りたい！」

「でも、さすがに掃そう除じは面めん倒どうだろ？　道とか屋や敷しきとかのさ」

「ううん、楽しいよ。お掃除、けっこう好き！」

「あれ？」

　全部笑え顔がおで返されたぞ？

　一個くらいは微び妙みようそうな顔をしてもいいのにな。

「もしかして、どんな仕事も楽しんでやってる？」

「うん」

「面倒だったり、辛つらかったりしない？」

「お仕事、楽しいよ？」

「お、おお……」

　ま、まさか、そんな人種がこの世に存在するとは！

　俺は驚おどろきのあまりわなわなと震え、それをクルミアがきょとんと見ているようだった。

「うーん、でも」

「ん？」

「こういうのがしたい！　っていうのは、あるかも」

「そうなのか？」

　ちょっと意外に思えた。

　やっぱりこいつに向き不向きはないんだな、何でも楽しんでやれるんだな。

　そんな風に思っていたところでこれだ。いやまあ、当たり前の話ではあるんだけど、

（クルミアのやりたい仕事？）

　さて、それは一体何なんだろうか──。

「やっぱり動物関係の仕事か？」

「ううん。あっ、うん、かも？」

「どっちだよ」

「うーん……えっとね」

「うん」

「人のよろこんでくれる仕事が、したいかなって」

「ああ……」

　そこまで言われてようやく腑ふに落ちた。

　つまりこいつは人の笑顔が見たいんだな。よくやったぞと褒ほめてもらって、ついでに笑顔を向けられたいんだ。

（クルミアらしいというか、なんというか）

　だけどそれが一番いい道だと思えた。

「なるほど、人を喜ばせたいか」

「うん」

「それじゃ、この手紙も頑がん張ばって届けないとな」

「うん！」

　見えないところにも笑顔はある。

　これを届ければ喜んでくれる人がきっといる。

　それがクルミアにも分かっているんだろう、大きなわんこは大きな笑顔で、一層力強く歩き出した。

　そして──。

「わうっ？」

　前を向いたところで動きが止まった。

　なんだ？　一体どうしたんだ？　俺が不思議に思ってクルミアを見ると、

「ん？　なんだその子？」

　横の路地から飛び出してきたんだろうか？

　いつの間にやらクルミアの足元には、十歳ぐらいの女の子が尻しりもちをついていた。

「あー、すまん。立てるか？」

「う、うん」

「ほら、手ぇ出せ。よいしょっと」

「わっ……」

　なんてことはない、どこにでもいる町まち娘むすめだ。

　茶色い瞳ひとみの赤毛の娘。そいつは辺りをきょろきょろ見ると、それから俺たちの方へと顔を向けた。何か言いたいことでもあるんだろうか？　おどおどした様子ながらも、何か言いたそうにもじもじと体を揺ゆらしている。

「どうした？　何かあんのか？」

「う、ううん。でも、あの」

「迷まい子ごか？　親おや御ごさんとはぐれたのか？」

「ううん。お家うち、すぐそこだから」

　いまいち要領を得ない相手だった。

　話したいけど話せない。何を伝えたいのか分かっていないってとこか？

　いや、これはただ混乱しているだけだな。この子の焦あせりを落ち着けるため、俺たちは腰こしを屈かがめて続きを待った。

　すると少女はつっかえながらも、やがて大事なことを話し始めて──。

「あのね、うちの猫ねこがね……」

「猫？」

「うん。ノワールっていうの」

「そのノワールちゃんが、どうしたの？」

「いなくなったの……もう三日もお家に帰ってこなくて……」

「うん……」

「呼んだのに帰ってこなくて……捜さがしても見つからなくて……」

「あっ、あーあー、泣くなって！　お、おい」

　俺とクルミアが話を聞いていると、少女は次し第だいに涙なみだ目めになっていった。

　ぽろぽろと零こぼれる涙、それを拭ぬぐいながら少女はぐずつく。

「ノワールが帰ってこないの……」

　そう言ったきり、あとはもう涙、涙の展開だ。

　ぐずぐずと湿しめった鼻声、流れる涙に、俺はもう困り果ててしまう。

（ペットの迷子はよくある話だけど）

　脱だつ走そうの末に野垂れ死ぬのもよくある話だ。

　俺の脳のう裏りに不ふ吉きつなイメージがよぎる。馬車に轢ひかれた猫。喧けん嘩かで深手を負った猫。

　道に迷って帰れなくなった、というケースもある。そのまま飢うえて動けなくなり、誰だれにも見つからずに死体となって──。

（いやいや！　そうとは限らないだろ！）

　生きている場合ももちろんあった。

　だけどこの時の俺は、咄とつ嗟さに安やす請うけ合いすることができずにいて──。

「あたしが、見つけてあげる！」

「え？」

「猫ちゃん、あたしが見つけてきてあげる」

「ええっ？」

　驚きの声は少女からも上がった。

　俺と少女は目を丸くして、突とつ然ぜん立ち上がったクルミアを見た。

　何か目算でもあるんだろうか？　呆ぼう然ぜんとする俺たちに対し、クルミアは、

「それ、猫ちゃんのおもちゃだよね？」

「う、うん。ノワールが好きな、ネズミのぬいぐるみ……」

「それと同じ匂におい、さっき嗅かいだよ。新しい匂いだった」

「ほんとっ!?」

「うん。今日の朝に、ついた匂いかも？」

「ノワール、生きてるんだ……!!」

　やっぱり不安に思っていたんだな。

　少女は目を輝かがやかせると、バネ仕じ掛かけのようにシャンと背筋を伸のばして言った。

「お、お願いします！　うちの猫、捜してください！」

「いいよ。さっきも言ったけど、猫ちゃん、見つけるよ」

「あ、ありがとう、ございます！」

　勢いよく頭を下げて、ようやく笑みを浮うかべる少女。

　その輝く笑顔に微笑ほほえみ返し、クルミアは俺の方へと顔を向けて、

「あっ」

「うん？」

「えっ、えっと……お仕事中、だから」

「あー……」

　そう、俺たちは今、郵便配達をしている最中だ。

　人助けをしているヒマなどない。午前中にはこれを配らないといけないんだ。

　だけどノワールの事情も切せつ羽ぱ詰つまっている。脱走から三日、もしかすると飢えと渇かわきに苦しんでいるかもしれない。今まさに助けを必要としているかも──。

「あう～!?」

　クルミアは冷や汗あせを浮かべて固まっていた。

　優先順位をつけられなかったんだろう。そういうところはまだまだ子どもだ。

　だけど少女を助けたいと言った心。それが俺には、何だか嬉うれしいことのように思えた。

「いいよ。猫を捜そうぜ」

「い、いいの？」

「いいの。ほら、行くぞ。俺も手伝うからさ」

「う、うん！」

　これで今日もハードワーク決定だ。

　残った手紙は分身してでも届けようか。頭の中で計算しながら、俺はクルミアと一いつ緒しよに駆かけ出していく。

「お、お願いしまーす！」

「ああ」

「猫ちゃん、絶対、見つけるからね～！」

　その場に残った少女に手を振ふって、俺たちは改めて前を向いた。

　人もまばらな小さな通り。立ち並ぶ建物、その合間からのぞく太陽。

（そろそろ暑くなってきたな）

　そんな七月の午前十時、俺たちは額に汗を浮かべて走っていった。
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　話には聞いていたが、実際に見るのは初めてだった。

　王立図書館のメンテナンス、それに伴ともなう盛大な虫干し。

　俺は今、図書館のバルコニーから、中庭に並べられた何千冊もの本を見下ろしていた。

「はー、これは……」

　圧巻とはこのことだろう。

　芝しば生ふの上に大きな麻あさ布ぬのが広げられ、そこにページを開いた本が置かれている。

　見み渡わたす限かぎりに本、本、本。青空の下、運動場ほどもある中庭には、所ところ狭せましと様々な本が並べられていた。

「ふふっ、サヤマさん、見入ってますね？」

「あ、ああ。セリエか」

「はい。お邪じや魔までしたか？」

　突然の声に振り返ると、そこにはセリエの姿があった。

　少し小こ柄がらな司書見習いの女の子。すっかり顔見知りになった彼女は、微笑みながらスッと俺の隣となりに並んだ。

「気持ちは分かります。わたしはこれで二度目なんですけど、やっぱりここに来て見入っちゃって……」

「やっぱり凄すごいよな？　なんというか、スケールが段だん違ちがいで」

「これほどの蔵書量、大陸広しといえどもここだけですもんね！　しかもこの作業は三日に渡って行われて……！」

「ど、どうどう。どうどう」

　ふんふんと鼻息荒あらく、セリエがグッと身を乗り出してきた。

　これだけの光景、本好きには一層たまらないだろうな。セリエはすぐに我われに返り、恥はずかしそうに身を引いたけれど──。

（気持ちは分からなくもないな）

　再び中庭に目をやりながら、俺はそんなことを考えていた。

「ところで、俺の仕事はまだか？　手伝いが必要ってことで来たけど」
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「あっ、は、はい！　準備が整いました！」

「それで呼びに来たんですよ」と、セリエはズレたベレー帽ぼうを直しながら先導する。

　今日の仕事は本の虫干し、その手伝いをして欲しいとのことだ。それはてっきり本の運うん搬ぱんだとか、それこそ本を干す作業そのものだと思っていたんだが、どうやら俺がやることは別に用意してあるらしい。

『本を扱あつかうにも技術が必要なので』

　とはベテラン司書さんの言葉だ。

　その技術がない俺とセリエは、さて、何をやらされるのやら。

「さて、着きました。ここが今日の作業場です」

「うん？　ここは……」

「はい。空になった第一書庫です！」

　大きくうなずくセリエの背後に、見上げるような本ほん棚だなが何列にも渡って並んでいた。

　閲えつ覧らん室とはまた違う、本を保管しておくための場所だ。そこにあったはずの本は虫干しされて、本棚はすべて筒つつ抜ぬけ、風通しのいい状態になっている。

「これからここを掃そう除じして、燻くん蒸じよう処理をするんですよ」

「燻蒸？　ああ、燻いぶして虫よけにするのか」

「その通りです。虫は本の大敵ですからね！」

　胸の前で小さくガッツポーズ。セリエは何やら闘とう志しを燃やしているようだ。

　まあ、大事な本が虫に食われた！　なんて話は俺でも耳にするくらいだからな。そのための虫干しであって、そのための大掃除、燻蒸処理であると言えた。

「よし、分かった。掃除道具は？」

「これです。サヤマさんには身軽さを活いかして、上からほこりを落としていただいて」

「それを他ほかのやつらでかき集めるわけだな？　了りよう解かい」

　渡された毛ばたきを右手に持って、俺は早さつ速そく、ひょいと本棚の上に跳とび上がった。

　王立図書館の本棚はさすがにしっかりとしている。重じゆう厚こうな板、その安定感に感心しながら、俺はサッサと素す早ばやくほこりを払はらっていく。

「ひゃーっ!?」

　降り注ぐほこりに、セリエが悲鳴を上げて逃にげていったが──。

　いや、これはなかなか面おも白しろい。はたきに魔法がかかっているのか、サッと払っただけでほこりがまとまって落ちていく。落ちたほこりが立ち込めることもないみたいだし、これは思い切って動いてみても良さそうだな。

「よし、それじゃ【ミラージュ・エッジ】」

　スキル発動の宣言と共に、五本のはたきが新たに生まれた。それはゆらゆらと空中で踊おどり、俺の手の動きに合わせて本棚をなぞっていく。

「これで効率は六倍だな」

　にやりと笑って書庫を見回す。

　そしてひと呼吸置いて──俺は本格的に掃除を開始した。

「うわーっ!?」

「な、なんだ!?」

「書庫の中で竜たつ巻まきが……!?」

　元から書庫にいた司書たち、そしてその場を通りかかった司書たちも、みんなが声を上げて驚おどろいていた。

（ちょっとやり過ぎたか？）

　いやいや、これでいいはずだ。

　時間をかけてもだるいだけだからな。便利な道具もあることだし、それなら俺がまとめてやっても問題ないだろう。

「うっ!?　ほこりが一ヶ所に……!?」

「まとまって、ゴミ袋ぶくろの中に入るだと!?」

「神かみ業わざか……!!」

　いつしか書庫の入り口には人だかりが出来ていた。

　それを横目で見ながら、俺は更さらに掃除の速度を上げていく。

（軽かろやかに！　そして繊せん細さいに！）

　我ながらちょっとテンションがおかしいな。

　だけどやっぱり掃除が楽しく、俺は舞まい踊る毛ばたきと共に、書庫の隅すみから隅まで綺き麗れいにしていくのだった。

　そして──。

「ふー……こんなところか」

　やがて掃除も終わる頃ころ、書庫は見違えるようにピカピカになっていた。

　本棚の天板をなぞってみても、毛先ほどの汚よごれも指につかない。それを満足げに確かく認にんして、俺はひらりと書庫の入り口へと飛び降りた。

「「「おおお～～～……！」」」

　俺を出で迎むかえるように、まばらな拍はく手しゆがパチパチと鳴った。

　多くの職員は感心しきりといった様子だ。拍手をすることもなく、啞あ然ぜんとした顔で俺の顔や手元を見ている。

「いや、お見それしました」

「司書長さん」

「例年は、ここから掃はき掃除が始まるのですが……その必要もないようですね」

　高こう齢れいの女性司書である司書長さんも手放しで褒ほめてくれた。

　いや、クルミアじゃないけど、人に喜んでもらうのは気持ちがいいな。たまには全力を出すのもいいことだ。

　俺がそんなことを考えていると──。

「ところでサヤマさん」

「あっ、はい」

「その見事な腕うでを見込んで、ひとつ、お願いがあるのですが」

「はあ、なんでしょう？」

　なんだ？　第二書庫も掃除してくれって言うのか？

　何を言われるのか、俺はいくつか予想を立ててみたが──。

　実際のお願いは、そのどれとも違うものだった。




　王立図書館には魔物が住まう。

　そう言われるようになって、何年が経たったというのか。

　今では噂うわさは通説となり、より生々しい実体を伴って語られるようになった。

「王立図書館には魔物が住まう」

　いや、正しくは──。

「王立図書館の地下には、黒い魔女が住んでいるのだ」




「というわけで、サヤマさんには黒い魔女を追い出してもらいます」

　連れて来られた地下一階、立ち入り禁止区画の前でそう言われた。

　うーん、何が「というわけ」なのか分からないぞ？　本当は分かるんだけど、何も分からないふりをしてこの場から立ち去りたい。

「ええと、エルゥがまた何か……？」

　恐おそる恐る口を開く。ああ！　あいつの名前を口にしてしまった！　これで後には戻もどれないが、放ほうっておくのも何やら怖こわい。そんな心理状態が招いた行動だった。

（ひょっとしなくてもあいつ関係の話だよなあ……）

　エルゥ。エルゥ・ミル・ウルルさん二十八歳。「図書館の魔女」の異名を持つ黒くろ髪かみのエルフは、天才なんだけど頭のネジが外れているというか、人としての常識が備わっていないというか──。

　とにかくトラブルメーカーなことに定評があって、そしてそれは抗あらがえないもの、対処できない厄やく災さいのように語られていた。そんなエルゥを御ぎよせるとあって、俺は司書たちから一目も二目も置かれているようだ。

（だからって、積極的に関かかわりたくはないんだけどな）

　出来ればこのままにしておきたいと言いますか。下手に藪やぶを突つつかずに、もうこのまま閉じ込めておきたいな。駄だ目め？　駄目か。

「実はですね、エルゥさんが引きこもってしまいまして」

「あー、はいはい」

「虫干しなんて不要、燻蒸も不要、職員全員近寄るなと言っておりまして」

「はいはい」

「サヤマさんにはこれを説得していただいて、不可能であれば実力行使で外に出していただければと……」

「委細承知でございます」

　まあ、そんなことだろうとは思った。

　あいつは俺以上に掃除が嫌きらいなタイプだからな。おまけに勝手に片づけて欲しくないタイプで、そのせいでいつ行っても部屋の中がぐちゃぐちゃだ。それをどうにかしたくて俺を呼んだんだろうけど──。

「元からこれが目当てで依い頼らいを出したでしょ？」

　司書長もセリエもサッと目を背そむけた。

（まったく……）

　虫干しの手伝いって名目だったんだけどな。

（まあいい。どうせここまで来たんだ）

　さっさと終わらせることにして、俺は腹をくくって奥へと進んだ。

「おーい、エルゥ！　いるんだろ！　出て来い！」

　立ち入り禁止区画に入ってすぐ、そこにはエルゥの私室があった。

　いや、研究室だったか、備品置き場だったか。ごちゃごちゃしててよく分からない、そんな部屋にやつは住んでるはずだった。

「居留守を使うな！　気配で分かるぞ！」

　職員は誤ご魔ま化かせても、斥せつ候こう職である俺の感覚は誤魔化せない。

　中から微かすかに吐と息いきが聞こえる。わずかな衣きぬ擦ずれと、おまけに椅い子すがきしむ音もする。

　鍵かぎをかけ、息を潜ひそめただけで隠かくれられると思うなよ？　俺は扉とびらを叩たたきながら、引き続きエルゥへの呼びかけを行った。

「出て来い！　それとも引きずり出されたいか！」

　多少強めな言葉であるけど、これでも足りないような気がする。

　なおも扉を叩きながら、もういっそ鍵をこじ開けようと思ったところで、

『立ち去れ……立ち去れ……』

　問題のエルゥの声が聞こえてきた。

『立ち去れ……立ち去れ、人間……私は出ないぞ、ここから出ない……』

「何言ってんだ、お前。ほら、虫干しするんだよ」

『不要だ……!!　自前の薬で防虫はできる……!!』

「汚れやほこりがあるだろうが。全部掃そう除じして綺麗にするぞ」

『嫌いやだ！　ここは今のままでいいのだ！　掃除など時間の無む駄だでしかない！』

「んなこと言ってもなあ。お前も職員なら命令に従えよ」

『残念だったな！　私は確かに図書館所属の研究員だが、同時に独立性も保持していて、不必要な業務命令は拒きよ否ひすることも可能であり……』

「…………」

『こらっ！　人の話を聞け！　無言で鍵開けを試ためすな！』

　ちっ、気づいたか。

　俺は鍵穴からピックを引き抜ぬいて、降参とばかりに両手を上げた。

『ふふん、どうやら気づいたようだね？』

「ああ」

『君が来ることは想定済みさ。だから私は内鍵を用意した。なに、単純なことなのだがね。外敵の侵しん入にゆうを防ぐためには、これがなかなか効果的であり……』

「…………」

『小声で鍵開け魔法をかけるな！』

「ちっ」

　やっぱり聞かれていたか。

　技術じゃなくて魔法の力で鍵を開ける。そんなスキルを試していたんだがな。

　これで開かないということは、内鍵をかけたうえにロープで縛しばるか何かをしているんだろう。この扉は物理的な力で閉とざされている。これを無む理り矢や理り開けるとなると、もう力ちから尽ずくの方法しか思い浮うかばなかった。

「なあ、そんなに嫌なのか？」

『虫干しのことかい？　ああ、嫌に決まっているね！』

「なんでそんなに嫌なんだ？」

『ここには古文書が多くあるんだ！　取り扱あつかいの難しい魔法書も山ほどある。それを虫干しだからと表に出して、雑に扱って駄目にして欲しくないだけなんだよ』

「でもさあ。掃除しなくても本が傷いたむんじゃないか？」

『うっ……！　いや、そこは対策を考えているから大だい丈じよう夫ぶだ！　保護魔法と防虫剤ざいがあれば、本の劣れつ化かを抑おさえることができて……』

（駄目だこりゃ）

　俺も大たい概がいだけど、こいつは筋金入りだな。

　本を傷つけたくないってのは本心だろうが、それ以上に物ぐさな性格が見え隠れしている。研究のためなら身なりに構わず、寝しん食しよくすら忘れてしまうようなやつだからな。こういった行事に参加したくない気持ち、不本意ながら分かってしまう。

　だけど──。

「で、ですがっ」

「ん？」

「みんなで虫干しをするのは、大事なことだと思うんです……！」

　なんだろう。俺の思考を遮さえぎって、セリエが何やら話し始めた。

　俺は一歩後ろに引いて、静かに話の続きを待った。

「エルゥさんが立派な研究者だということは知っています。わたしたちみんな集めても、きっと敵かなわないくらいすごい人だと思っています。だけど、それでも、ひとりでずっと籠こもっているのは、きっとさびしいことだと思うんです……！」

『…………』

「わたしだけじゃありません。みんないつも、エルゥさんのことを気にかけています。だ、だから、その、少しだけでもいいので、みんなと、その」

『…………』

「ええと……」

　無言に耐たえ兼かね、早くも勢いが落ちてしまったな。

　自分でも何が言いたいのか分かっていなかったんだろう。だけど俺には何となく分かるし、賢かしこいあいつならもっとちゃんと理解出来ているはずだった。

「あっ……！」

　中からごそごそと音がして、すぐにも扉が静かに開いた。

　現れたのはバツが悪そうな顔をしたエルゥだ。乱れた頭をバリバリとかいて、エルゥはそっぽを向いて話し始める。

「別に私は一人でも平気なのだがね」

「えっ？」

「集団に属していないと不安になる。仲間から疎そ外がいされて心を病やむ。どれも私には縁えん遠どおい事こと柄がらだ。そもそもこの図書館に勤めているのも、ここの環かん境きようが魅み力りよく的なだけであってだね。館長の人柄に惹ひかれただとか、アットホームな雰ふん囲い気きに感じ入っただとか、そういったことではないのだよ。それは分かるね？」

「ええと、その……はい……？」

「よろしい。しかし、君が言うことにも一理あることは認めよう。このままでは人間関係に軋あつ轢れきが生じ、無用なトラブルを招いてしまう。君はそう主張し、そうなる前に油を差せと警告してくれたのだね？」

「は、はいぃ……！」

「理解したよ。しかしながら私にも私のやり方があり、それを知ってもらうためにも少々時間をもらうことになるが」

「照れ隠しくらい手短に済ませろ」

「あああーっ!?」

　エルゥの頭にアイアンクロー。そのままギリギリ絞しぼってポイッと放る。

　あまりにもあんまりな天才の扱いに、司書長もセリエも目を丸くして見ていたが、

「これくらいでいいんですって」

　悶もだえるエルゥの襟えり首くびをつかみ、俺は一階を目指して歩いていく。

　奇き才さい、秀しゆう才さい、孤こ高こうの天才、こいつを示す言葉は多々あるけれど──。

　なんだかんだで人間社会で生きているんだ。心配をされているうちが華はなとも言うし、ある程度は周りと接点を持っていないとな。そう思ったからこそ、エルゥも部屋から出てきたんだろうし、虫干しにもこうして参加して──。




「あっ、ああああああ～～～～～～っ！」

「熱い！　熱い!?　太陽光線があああああああっ!!」

「ひいいいいっ！　日ひ陰かげはどこだっ!?　日陰、日陰えええええっ！」

「ああああああああああああああああああ～～～～～～っ！」




「駄目だこりゃ」

　ちょっと早過ぎたみたいですね。

　最近引きこもっていたエルゥさん、炎えん天てん下かのミミズのように悶えていらっしゃる。

「アンデッドかよ」

　中庭に敷しかれた麻あさ布ぬの、その下に潜もぐり込むエルゥに悲鳴が上がる。

　雰囲気はまるでパニックホラーだ。夏の爽さわやかな行事だとか、にこやかな懇こん親しん会だとか、そういった要素はまるでない。司書長も気を利きかせてエルゥを呼んだんだろうけど、早くも後こう悔かいでぐったりとした顔をしている。

「やっぱり早過ぎたか……」

　仲良きことは美しきかな、なんて言葉はあるけどさ。

　場合によりけり。急がば回れ。そんな言葉も浮かんでくる俺だった。




　　　　‐４‐




　視界がゆらゆらと揺ゆれている。

　霞かすみがかかった麦色の中、時おり黒い影かげが遠くを横切る。

　あれは飛ひ竜りゆうか、それとも海鳥か。どっちでもいいし、どうでもいいな。

　潮の香かおりに包まれながら、俺はぼんやりとそんなことを考えていて──。

「お～い、兄ちゃんや」

「んあ？」

「そろそろ休きゆう憩けいも終わりだよ」

「ああ……」

　肩かたを揺すられて目が覚める。顔に載のせていた麦わら帽ぼう子しをむんずとつかみ、俺は船の上でのっそりと体を起こした。

「ふわ～ああ」

「はは、大きなあくびだあ」

「よく寝ねていたねえ」

　笑いかけてくる老ろう夫ふう婦ふ。そしてその後ろに見える陸地の王都。

　ここはグランフェリアから少し離はなれた海の上、岬みさきの近くにある岩がん礁しよう地帯だ。そこに付かず離れずで船を浮かべ、俺たちは朝から釣つり漁に勤いそしんでいる。

　何でも、貴族から大口の注文が入ったそうだ。パーティーに使う魚が足りないということで、俺を臨時で雇やとってまでスズキなんかを釣っている。

　しかし、それにしてはのんびりとした雰囲気で、昼には飯を食った後の休憩時間まであった。それを使って少し眠ねむらせてもらったわけだが──。

（こんなペースで大丈夫なのか？）

　船の生け簀すにあるのは五匹ひき、六匹のスズキ。あとは名前も分からないような雑ざ魚こばかりだった。

「あー、やっぱり増えてないし」

　なんか違い和わ感かんあるなと思ったら、俺が寝る前からほとんど魚が増えてなかった。

　爺じいさん婆ばあさんもしっかり休憩を取ったんだな。それは別に構わないけど、納品の方は間に合うのか？　これで？

「もっと釣らなくていいんですか？」

「いいのよお」

「焦あせって釣れるもんでもなし、ぼちぼちやるさあ」

「雇い主がそれでいいなら、俺はいいんですけど……」

　なおも暗い顔をする俺に、爺さんは禿はげ頭をつるりと撫なでて言った。

「必死こいて釣ったら、次からはそれが基準になるからなあ。無理せず焦らず、のんびり行こうや、兄ちゃん」

「ふーむ」

　そんなものかと思った。

　まあ、確かにその方がいいのかもな。必死の頑がん張ばりが当たり前になったら、若い俺でも体を壊こわしてしまいそうだ。のんびり釣って、そこそこの量を納める。これがこの人たちには合っているんだろう。

（なんか勉強になるなあ）

　俺も最近、頑張り過ぎていたかもしれない。

　バカンスのためだと仕事を詰つめ過ぎていたからな。朝から晩まで一いつ生しよう懸けん命めい働いて、そんなのは俺らしくないと少し思っていたところだ。今回の依い頼らいをいい機会だと思って、少し息いき抜ぬきさせてもらおうかな？

「それじゃ俺も、のんびり釣らせてもらいます！」

「おお、その調子だあ！」

「私はお茶でも淹いれましょうかね」

　婆さんがいそいそと船室に引っ込む。爺さんは麦わら帽子をかぶり直し、俺はゆるゆると釣り糸を垂らす。

「ま、気楽にやればいいさあ」

「はーい」

「なんなら女の子を呼んでもいいぞ？」

「いや、さすがにそれは」

　はしゃぎ過ぎだろう。そう苦笑いをしたところで──。

「おや、でも、あれはあんたの知り合いじゃないかい？」

「え？」

　船室から顔を出した婆さん、その視線の先を辿たどってみると、

「ルートゥー!?」

　なんか、パタパタと飛んでくる龍りゆう人じん少女の姿が見えた。

「お～い、タカヒロ～」

「タカヒロ～、我われだ～」

「我が手伝いに来てやったぞ～」

（えええ……）

　見み紛まがうことなくルートゥーだ。

　ゴスロリ服に龍の翼つばさ、人に化けた混こん沌とん龍りゆうさんが飛んできていらっしゃる。

（見ないふりをしたいなあ）

　そうは思っても無む駄だなことだ。

　あいつの気まぐれ、思いつきを、これまで防げたことはほとんどなかった。

　今回も同じことのようで、ルートゥーは見る間に近づいてきたかと思うと、

「ど～ん！」

　そんな声を上げながら、俺の胸の中に子こ猫ねこのように飛び込んできた。

「あらまあ、かわいいこと。お友だち？」

「うむ！　友だち以上の友だちなのだ！」

「はは、そいつはいい。その友だちが手伝いに来たって？」

「その通りだ！　我は釣りも得意だからな！」

「いや、でも、お前はうちの従業員じゃ……」

「固いことを言うな！　お前の苦労は我の苦労、お前の仕事は我の仕事だ」

　お姫ひめ様抱だっこの姿勢のまま、じゃれるように首に手を回してくるドラゴンさん。

　んなこと言って、これまで仕事を手伝ってくれたことがありましたかね？　いや、あったんだけど、逆に苦労が増したような記き憶おくが──。

「ほら、釣り竿ざおだ」

「うむ！」

（あ～あ～、あ～あ～）

　もう受け入れ態勢が整っているよ。

　しょうがない。ここは手伝ってもらうしかないんだろうな。

「まあ、メリッサがいないだけマシ」

「呼んだ？」

「うおおおおっ!?」

　白黒コンビの片割れが来た！

　いや、「出た！」の方が正しいか？　船室の角からひょっこり現れ、ぽてぽてと足音を鳴らして近づいてくる。やつの名前はメリッサ。教会の人工聖女だ。それは見れば分かるんだけど、こいつがなんでここにいるのかが分からない。

「転移魔ま法ほうで飛んできたんだ」

「心の声を読むのは止やめろ！」

　読心術まで身につけたのか！

　実際ありそうな話でとても怖こわく、俺はドキドキしながらメリッサのことを見ていた。

「あら、この子もお友だち？」

「はい！　メリッサ・コルテーゼって言います！」

「この子も元気がいいなあ。はは、にぎやかになっていい」

「す、すみません、なんかもう、ほんとに突とつ然ぜんで……」

「長い人生、そういうこともあらあな。ほら、釣り竿」

「ありがとうございます！」

　焦っているのは俺だけで、爺さんは「わあ！」とも「ひゃあ！」とも言っていない。ただ笑って釣り竿を出し、それを闖ちん入にゆう者に渡わたしている。

　寛かん容ようというか何というか、年相応の落ち着きや余よ裕ゆうを感じるな。俺ももうすぐ二十一歳、そろそろああなるべきなんだろうか──。

「はあ。まあいいや。邪じや魔まだけはするなよ？」

「うん！　頑張って釣るね？」

　分かっているのかいないのか、メリッサはにっこり笑ってそう言った。

　そしてめちゃくちゃ不ふ機き嫌げんそうに睨にらむルートゥーをさらりと流して、その隣となりで悠ゆう々ゆうと釣り糸を垂らし始めた。

「おい、小こ娘むすめ。何をしている？」

「何って、お手伝いだよ？　タカヒロくんの仕事のお手伝い」

「それは我の仕事だ！　部外者は黙だまって立ち去るがいい！」

「ルートゥーちゃんも部外者じゃないかな？　《フリーライフ》の従業員じゃないし」

「我はタカヒロの身内のようなものだ！　だから手伝いくらいは当たり前にだな！」

「あっ、引いてるよ？」

「ぬが～～～～～～～っ!!」

　カッカしながら釣り竿を立てる。

　そのままリールを巻いて、まずは一匹、ルートゥーの釣ちよう果かだ。

「見ろ！　我は釣りも上手うまいのだ！　生なま臭ぐさ聖女ではこうはいくまい？」

「むっ……わ、わたしだって出来るもん！　ほら！」

「なっ……!?　なんというしなり……!?　い、いや、これではな！」

「う～ん！　う～ん！　よいしょ～！」

「負けるかーーーーっ!!」

　どうやらメリッサの竿に大物がかかったらしい。それを見て顔色を変えたルートゥーは、自分が釣った魚を放ほうって、新たな獲え物ものを求め始めた。

「フィーッシュ！」

「こちらもだーっ！」

　白黒コンビが小さなお尻しりで押し合い圧へし合いリールを巻いている。

　その後ろで魚を拾い上げながら、俺はため息交じりに頭を下げた。

「いや、もう、マジですみません……」

「いやいや、さっきも言ったがにぎやかでいいよ」

「いつもはお爺さんとふたり、静かに釣つりをしていますからね」

「たまに若いのが来てくれないと、そのままぽっくり逝いっちまいそうなんだあ」

　老人ジョークをぶちかまし、爺さんと婆さんは大きな声でからからと笑った。

　この調子だとほどほどに釣るのは難しそうだ。張り合うように釣ってるから、予想の二倍や三倍は釣れてしまうだろう。だけどそれも良し、それも一興だという態度に、俺も毒気を抜かれたように微笑ほほえんで──。

「あれ？」

「ん？　どうした？」

　魚を生け簀すに入れていると、後ろでメリッサが軽く声を上げていた。

　振ふり返ってみると、そこには釣り糸をつかんだメリッサと、頭だけになって揺ゆれるスズキの残ざん骸がいがあった。

「なんだ？　サメにでも食われたのか？」

「分かんない。なんか、急に手ごたえがなくなってね」

　あたふたと慌あわてるメリッサに、ルートゥーまでもが不思議そうな顔で手を止めていた。

　そのまま俺たちが「スズキだったもの」を囲み、ああでもない、こうでもないと、持論を交かわそうとしたところで──。

「なんだ？」

　今度は不ふ穏おんな気配を感じた。

　そっと船から顔を出すと、岩がん礁しようとは反対の方、沖おき合あいに大きく黒い影かげが見えた。

「あれは……？」

　クジラか？　それともシャチか？

　メリッサやルートゥーも寄ってきて、三人で影を見ていると──。

　爺じいさんがおもむろに口を開いた。

「これも因果か……」

「え？」

　振り返ると、爺さんがおもむろに上着を脱ぬいでいた。

　細身ながらも引き締しまった体。そこには無数の傷が刻まれている。

「まさか、やつが生きていたとはな」

「え？　え？」

「やつって……？」

「婆ばあさん！」

「ええ、分かっていますよ」

　婆さんもシリアスな顔をしている！

　船の中にあったんだろう、長い包みを抱かかえた婆さんは、それをしゅるしゅると音を立てて解ほどいていく。そして出てきたのは長い銛もりだ。えげつない返しがついた、身の丈たけを超こえるほどの大銛。それを爺さんに手渡しながら、婆さんは静かに十字を切った。

「息子むすこの仇かたき。嫁よめの仇。今度こそ引導を渡すんですよ！」

「任せろ婆さん！　こいつを脳天に突つき刺さして、海を真っ赤に染めてやるぁ！」

　ごう！　と唸うなりを上げて銛が立った。

　それに合わせて船が動き、俺たちは黒い影の方へと向かっていく。

『キェェェェェェェェェッ!!』

「なにあれ!?　なにあれ!?」

「シャチの化け物かーっ!?」

「うわああああ!?　じ、爺さん！　俺たちだけでも降ろして」

「もうここはやつの領域テリトリーだ！　逃にげられると思うなっ!!」

「お爺さん、来ますっ!!」

「っ！　はあああああああああああああああっ！」

　いつの間にやら太陽は隠かくれ、俺たちの上空には黒い雲が渦うず巻まいていた。

　そして始まる一大決戦。大だい海かい獣じゆう対ジジイとババア。

　俺たちはその空気に吞のみ込まれ、ただ黙ってそれを見守ることしか出来なかった。
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「ぐえー」

　ふらつく足で玄げん関かんをくぐり、ドアを閉めたらそのままバターン！

　床ゆかに倒たおれた俺は、うつ伏ぶせのまま「あー」だの「うー」だの言っていた。

「今週はハードだった……」

　休みを取るためだと、少し頑がん張ばり過ぎたかもしれない。疲ひ労ろう困こん憊ぱい、心身疲ひ弊へい、もう立ち上がる気力さえ湧わいてこない。だけどその甲斐かいもあって、目ぼしい依い頼らいは全部、全部、片づいたんだ。あとは流れで仕事を済ませ、そのままバカンスに突とつ入にゆうするだけだった。

「はー、やれやれ。何とかなったか」

　ごろりと寝ね返がえり、今度は仰あお向むけで息をつく。

　もうしばらくこうしていようか。それともこのまま寝てしまおうか。

　ぼんやりと考えながら、なおもうだうだとしていると──。

「……ご主人さま」

「あん？」

「……お帰りなさいませ」

「あー、ユミィか」

　てくてくと足音がしたかと思ったら、リビングからうちのメイドが現れた。

　晩飯でも作ってくれていたんだろう。焼いたパンの匂においがするユミエルは、寝転がる俺をじっと見つめている。

「……お疲つかれのようですね。今日の仕事は大変でしたか？」

「ああ、もう大変も大変、超ちよう大変だった」

「……そうですか。本当にお疲れさまでした」

　スッとしゃがんで膝ひざ枕まくらをしてくれる。

　そのまま頭を撫なでられて、俺は少しくすぐったいような気持ちがした。

（でもまあ、気持ちいいな）

　優やさしい手つきに、一日の疲れがスーッと抜ぬけていくかのようだ。

　しばらくされるがままの状態となり、俺は静かに目を閉じていた。

「これで今週も終わりだな」

「……はい」

「来週はそんなに仕事もない。学園なんかはもうすぐ夏休みだ」

「……そうですね」

「バカンス、どこに行こうかなあ」

「…………」

「海とかどうだ？　それとも温泉とかさ」

「……ご主人さまのお好きなように」

　膝枕のままで、ユミエルと取り留めのない話を続ける。

　気分は半分バカンスだ。明日あした明後日あさつては土日で休みだし、なんかもう、気分がゆったりするなあ──。

「……そういえばご主人さま」

「ん？」

「……持ち込まれた依頼の中に、少し特とく殊しゆなものがありました」

「特殊なもの？」

「……はい。これなのですが」

　エプロンのポケットから依頼書を取り出すユミエル。

　よっぽど変な依頼なんだろう。どう対処していいのか分からない、そんな気持ちが伝わってくる。

「どれどれ」

　手書きの書類に目を落とす。

　果たして、そこに記されていたのは──。

「黒くろ騎き士しに会いたい？」

「黒騎士を捜さがして欲しい？」

「黒騎士の正体が知りたいだって？」

　どれも黒騎士に関するもので、俺は困こん惑わくの表情を浮うかべるのだった。
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　夜の街をひとりの男が走っていた。

　薄うす汚ぎたない男だ。柄がらの悪さがそのまま顔に表れている。

　彼は荒あらい息を吐はき出しながら、懸けん命めいに通りを走り続けている。何をそんなに恐おそれているのか、何度も振ふり返り、前を向いてはまた走り──。

「はあっ！　はあっ！　はあっ！」

　酒臭くさい息があふれる。しかし酔よいなど残ってはいない。

　あるのはただ恐きよう怖ふのみ。黒い恐怖。暗い恐怖。彼は急いで逃にげなければならない。

　追いつかれる。追いつかれてしまう！　姿はなく、影かげも形も見えないが、男は追つい跡せき者の気配をすぐそこに感じていた。

「なんだってんだ！」

　その日はいつも通りの日のはずだった。

　いつも通りに獲え物ものを定め、いつも通りに金品を巻き上げる。その足で酒場に向かい、仲間と楽しく飲み食いをする予定だった。

　それなのになぜ、こんなところを必死になって走っているのか。人ひと気けのない通りで、男は今にも泣き出しそうな気持ちでいた。

『逃がさんぞ、悪党』

「ひいいっ!?」

　ふと立ち止まった瞬しゆん間かん、街灯の上から声が聞こえた。

　いる。あいつがいる。弾はじかれたように走り出し、男は路地の中へと逃げ込んでいく。

『罪なき者を凶きよう器きで脅おどし、強請ゆすり集たかりを平気で行う』

『それがお前のやり方か？　これまでずっと、そうやって生きてきたのか？』

『信じがたい愚ぐ劣れつさだ。見み逃のがすことなどとてもできない』

『罰ばつしなければならない。断じなければならない』

『花の都に、害虫はいらない』

「あああっ！　あああああっ！　許してくれーっ!!」

　泣き喚わめく男。しかし、絡からみつくような声は消えない。

　それどころかますます近く、もはや耳元で暗く乾かわいた声がした。

『駄だ目めだ。お前は罰する』

「……っ！」

『正義の怒いかりを思い知れ』

　闇やみの中で煌きらめく白はく刃じん。路地の先、暗がりの中から、漆しつ黒こくの騎き士しが姿を見せた。

　そしてそれは、抜ぬき身の剣けんをゆらりと高く持ち上げると──。

『天てん誅ちゆう』

　そう言って、悪党の体に振り下ろすのだった。
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「先生！」

「先生は黒騎士についてどう思われますか？」

　七月中ちゆう旬じゆん、よく晴れた月曜日。

　週に一度の講師の日、俺はいつも通りに出勤したんだが──。

　そこで投げかけられた言葉がこれだ。挨あい拶さつもそこそこに、教室にいた女生徒たちが俺の下もとへと集まってくる。

「なんだ、藪やぶから棒に。また黒騎士の話か？」

「はい！」

「だって、先生。昨夜もまた、黒騎士が現れたのですよ？」

「もう私、気になって気になって」

　二年Ｓ組の女子たちが、きゃあきゃあと黄色い声を上げている。

　どうやらお嬢じよう様さまにとっても、この話題はセンセーショナルのようだな。

（依い頼らいにも来たし……）

　そちらは全部断ったが、この調子だと他ほかからもまた頼たのまれそうだった。

（しかし、黒騎士ねえ）

　改めて「またか」と思った。「また黒騎士が出たのか」と。

　俺が黒騎士となり、カオスドラゴンと死し闘とうを演じてから四ヶ月余り。

　王都は未いまだにその話題で持ちきりで、街のあちこちでその名前を聞くことができた。

　黒騎士の正体とは？　男なのか、それとも女なのか？　レベルはやはり２５０？　彼は新しい勇者なのか？　それとも流る浪ろうの英えい雄ゆうなのか？

　分からない。何ひとつ明らかにはなっていない。しかし分からないからこそ、人々は大いに黒騎士を語るんだ。口々に持論を述べて、他者と意見をぶつけ合い、謎なぞの騎士の正体について迫せまろうとする。

（まあ俺なんだけどな）

　それを知らない人々は、熱に浮うかされたかのように語っていた。身振り手振りを交え、ああでもない、こうでもないと、無限に空想を膨ふくらませていった。そういった考察や議論そのものが楽しいんだろう。答えを得ることが目的じゃない。神秘について語り合うことに、人は楽しさ、面おも白しろさを見み出いだすようだった。

「昨晩は、他国の密みつ偵ていを捕つかまえたそうですわね？」

「私は悪党を取り締しまったと聞きました！」

「なんでも、ならず者をなで斬ぎりにしたとか」

「まさか！　黒騎士様は不ふ殺せつの方でしょう？」

「そうですよ。これまでに捕まった悪党も、打ち据すえられるだけで済んでいます」

「罪を憎にくんで人を憎まず！」

「黒い鎧よろいをまといつつも、その心には騎士道精神が宿っている……」

「「「ああ～！」」」

「「「たまりませんわ～！」」」

　やっぱり話すこと、それ自体が楽しいみたいだ。女子たちは俺のことなど忘れたかのように、またもきゃあきゃあと黄色い声を上げていた。

「あら、先生。おはようございます」

「ん？　ああ、フランソワか」

　少しぼんやりとしていると、後ろから涼すずやかな声がかかった。

　振り返った先、教室の入り口には、金きん髪ぱつ縦ロールのお嬢様が立っていた。

「おー、おはよう。今朝は遅おそいんだな？」

「お城で朝食会がありまして……」

「朝食会？　朝から会合？　貴族ってやっぱ大変そうだな」

「いえいえ。何事も慣れです。朝食会も、楽しいひと時でしたわ」

　フランソワはいつも通りのフランソワのようだった。

　黒騎士のくの字もまったく出さず、楚そ々そと余よ裕ゆうをもって微笑ほほえんでいる。

「お前は気にならないのか？」

「何がですか？」

「ほら、黒騎士のことだよ。なんか昨夜も出たんだって」

「ああ……そのようですわね」

「なんだ、特に興味はない感じか？」

「いえ、人並みにはあると思います。このような本もいただきましたし」

「本？」

　鞄かばんを漁あさるフランソワ、彼女がそこから取り出したものは──。

「黒騎士物語」

「はい」

　結構分厚めのハードカバーだった。

　金糸銀糸で装そう飾しよくされたその本は、ずしりと重たい質感も伴ともなっている。

「え？　な、なにこれ？」

「読んで字のごとく黒騎士についての物語です」

「ど、どういう内容なんだ？」

「はい、それはですね……」

　黒騎士物語。それは孤こ独どくな騎士の英雄譚たん。

　彼の生おい立ちをまとめた序章から始まり、血湧わき肉躍おどるような冒ぼう険けんが続き、そして最後はカオスドラゴンとの対決で締めくくられる。その物語では、黒騎士の正体は亡国の王子とされていた。混こん沌とん龍りゆうに国を滅ほろぼされた恨うらみから、悪あく魔まと化した漆黒の王子。彼は魔物に転じてまで戦い続ける悲しき復ふく讐しゆう者なのだ。

　彼を待ち受ける運命。異形の姿から生じる葛かつ藤とう。愛する人とのロマンスや仲間とのすれ違ちがい、そして友情！　盛りだくさんの５００ページ、お値段なんと金貨十枚。

「廉れん価か版がそのうち貸し本屋にも出回りますわ」

「へ、へえ」

「これはきっとベストセラーになりますわよ。朝食会もその話で持ちきりでした」

「ふ、ふう～ん」

　マジで？　そんな見るからに脚きやく色しよくまみれの本が？

　いや、でも、むしろその方がウケるのかもな。面白おかしくフィクションにした方が、読み手の欲よつ求きゆうに合がつ致ちするというか、何というか──。

「だけど王子ってのは盛り過ぎ」

「あっ、始業の鐘かねです！　失礼しますわ、先生」

　黒騎士物語をサッとしまい、自分の席に向かっていくフランソワ。

　その背中に中ちゆう途と半はん端ぱに手を伸のばしながら、

（やっぱりなんか、釈しやく然ぜんとしないな！）

　俺はそう思うのだった。




「なーんか、イメージが先行してるというか、脚色が過ぎるというか……」

　放課後、俺は校内をぶつぶつ言いながら歩いていた。

　考えているのは件くだんの本と、それも合わせた黒騎士関係の話だ。

「なんかどんどん凄すごい英雄になってるような……」

　噂うわさになるだろうな、話題になるだろうなと覚かく悟ごはしていたが、まさかここまでとは。

　あのあと軽く本を読ませてもらったけど、確かく認にんできただけでも目を疑うような追加設定が山盛りだった。

「なんなの【暗黒龍りゆう斬ざん剣けん】って。【黒騎士滅めつ殺さつ龍りゆう閃せん光こう】みたいな技わざもあったし」

　どっちも聞いたことがないような技だ。しかし本の中の黒騎士は、仰ぎよう々ぎようしい名前のスキルをもって、混沌龍の眷けん属ぞくを次々と屠ほふっていた。

「なんかヤバいな……装備捨てようかな……」

　ここのところ、人助けのために黒騎士に扮ふんすることもあったけど──。

　それがかえって良くない結果を生むかもしれない。絶対無敵の正義の味方、そんなのは現実には存在しないんだ。

（なんか模も倣ほう犯もいるって聞くし）

　黒騎士装備を使い回すのも、そろそろ止やめにすべきかな──。

「サヤマ先生」

「はい？　ああ、レオン先生」

　いつの間にか足が完全に止まっていた。

　廊ろう下かにボケッと突つっ立っている俺に、２Ｓの新担任が声をかけてくる。

「どうしたんですか？　何か用事でも？」

「ええ。来週の修学旅行の件についてお話があります」

「ああ、はいはい。みんなで南の方に行くんでしたっけ？」

「はい。地中海沿岸を巡めぐって見聞を広めます。つきましてはその旅行に、サヤマ先生も同行されてはどうかという話が出ていまして……」

「いや、何度か断りましたが、俺は遠えん慮りよさせてもらいますよ」

「そうですか？　予算は学園が受け持ちますが」

「ありがたい話ですけど、ごめんなさい。なんか肩かたが凝こりそうで」

「しかし生徒たちから、根強い声が上がっていまして……」

　やけに事務的なお固い声。

　機械にも似たレオン先生の淡たん白ぱくさが、今は非常にありがたかった。

（なんせ黒くろ騎き士し、黒騎士、黒騎士だもんな）

　気分はすっかりファンタジー世界の住人だ。

（いやまあ、その通りなんだけど）

　だけど、日常生活までふわふわした話は聞きたくない。

　アンドロイドのようなレオン先生の顔、それを頼もしくさえ思いながら、俺は心が癒いやされていくのを感じていた。

「ところでレオン先生」

「はい」

「先生は黒騎士について……どう思われますか？」

「くだらんですな」

「おおっ！」

「夜よ闇やみを駆かける漆しつ黒こくの騎士、ですか。まるで童話の勇者ですね。いかにも子どもや庶しよ民みんが喜びそうな題材です」

（く～！　これだよ、これ！）

　この冷たさがいいなあ。他ほかの人ももうちょっとこんな感じならなあ。

「龍殺しの英雄ですが、しょせんは身元不明の無ぶ頼らい漢かんです。過度に英雄視して、その正体を見誤っては危険でしょう」

「ですよね！　ですよね！」

「黒騎士はまだ何も語ってはいません。それなのに憶おく測そくで彼のことを語るのは、いささか浅せん慮りよが過ぎるのではと思います」

　そうだよ。これが正しい意見だよ。

　黒騎士なんて怪あやしげなやつ、いつまでも英雄視している方がおかしいんだ。

　実際、俺が鎧を着て活動した回数は、両手の指の数にも満たないからな。だというのにこの熱ねつ狂きようぶりは、異常だとも言えた。

「偽にせ者ものの数も随ずい分ぶんと増えましたし……」

「うんうん」

「先週の時点で、黒騎士は三十余名も確認されたそうです」

「そうなんですか……」

（………………………………）

　あれ？

「え、えっと？　レオン先生、今、なんて言いました？」

「偽黒騎士の数ですか？」

「そう、それ！」

「先週の時点で三十を超こえたと言いました」

「マジですか……!?」

　偽者がいるとは聞いていたが、まさかそんなに存在するとは！

　王都は広いがひとつの街だ。そんなところに黒騎士が何十人もいたら、きっと物凄い騒さわぎになるんじゃないか!?

（いや、もうなってるのか!?）

　お固いレオン先生まで知っているくらいだ。

　もしかしたら、どっかで事件が起きていて、それは増加傾けい向こうにあったりして──。

「す、すみません、レオン先生！　俺はこれで！」

「えっ？　修学旅行の件は？」

「やっぱりなしでお願いします～！」

　それだけ言い残し、俺は学園の外へと飛び出していく。

　もうすぐ日が暮れる。黒騎士が現れると言われる時間だ。

　もしかしたら今日は出ないかもしれないが──。

（いや、何十人もいるんだぞ、何十人も!?）

　そいつらが騒ぎを起こし、それが俺のせいになる前に、全員縛しばり上げて警けい邏ら隊の詰つめ所にぶち込まなくちゃいけない！

「くそ～！　とんだ残業だ！」

　すでに辺りは薄うす暗ぐらく、街灯には明かりが灯ともり始めていた。
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　家で着き替がえをサッと済ませ、俺は夜の街へと繰くり出していた。

　目当ては黒騎士、三十余名の黒騎士だ。ゴキブリのごとき増ぞう殖しよくを見せている偽黒騎士を、これからバッタバッタと倒たおして回るわけだけど、

（やっぱり顔は隠かくした方がいいよな？）

　表向きはリタイアした冒険者、ただの何でも屋として通っているんだ。

　そんな俺が偽黒騎士を捕つかまえて回るだなんて、また違う意味で悪目立ちしそうだ。

（いや、だけど、この装備をつけたらなあ……）

　俺も黒騎士軍団の一員になってしまうわけで。

（いやでも、「黒騎士のふりをすると黒騎士に懲こらしめられる」って噂になるから、かえっていいのか？）

　いや、しかし、だけど──。

　ああでもない、こうでもないと悩なやみながら、人通りの多い通りを進んでいく。

　まずは繁はん華か街がいについてから考えよう。そこに確か、偽黒騎士がいるって話が、

「きゃーっ!?」

「く、黒騎士よーっ!?」

（うわーお）

　いきなり出たよ。幸さい先さきがいいのか悪いのか分からないな。

（ちっ……）

　俺は軽く舌打ちし、素す早ばやく路地へと潜もぐり込む。

　そこで誰だれもいないのを確認し、建物の上へと跳とび上がって声のした方を見つめる。

　すると視線の先には、確かに真っ黒な鎧よろいの騎士がいて──。

「げへへへへ！　どうだ！　俺様が黒騎士だーっ！」

「黒い！　確かに黒いぞ！」

「こんなところで会えるだなんて……!!」

「ああっ！　黒騎士様！　握あく手しゆをしてください！」

（………………………………………………）

　まあ、うん。いいんだけどね？

　コスプレぐらいは楽しめばいいし、それでいい気分に浸ひたるのもいいだろう。

　だけど馬車の上に登ったり、女の手をいやらしく触さわったりすんなよ。ひょっとしたら俺の仕し業わざになるかもしれないんだぞ？　黒騎士は下品で女好きとか、そんな噂が立ったら恥はずかしくて街を歩けなくなるわ！

「あ～、も～！」

　ぼやいて即そく座ざに装備を変へん更こう。アイテム欄らんの操作によって、俺はすぐにも黒騎士に変わっていた。

　そして跳ちよう躍やく、偽者の背後にだ。

　音もなく現れた俺に、群衆は一いつ瞬しゆん、静まり返るが──。

「ていっ」

「あうん！」

　最後の最後まで、彼らは呆あつ気けに取られたままだった。

　偽黒騎士は俺の存在に気づいてすらいなかった。そんなやつから兜かぶとを奪うばい、それを道の端はしへと放ほうり捨てる。

「えっ!?」

「あれっ!?」

「こいつ、黒騎士じゃないぞ!?」

「鍛冶かじ屋やのトマスだーっ!?」

　そうかそうか、そういう名前か。

　露あらわになった間ま抜ぬけ顔、その面つらをちらりと見て、俺はさっさとその場をあとにした。

「ああっ!?」

「黒騎士が跳んだっ!?」

「あっちは本物!?　あっちは本物!?」

「さ、さあ……？」

　ワンテンポ遅おくれてざわつき始める群衆。

　仕事帰りの人でにぎわう、何の変へん哲てつもない中級区の通りは、今や「偽者と本物の黒騎士が現れた場所」と化していた。

　しかしそんなものは序の口だ。俺は探たん索さく系スキルを張り巡らせて、偽黒騎士が出た場所を次々と襲しゆう撃げきしていった。

「ていっ」

「あおん！」

「ていっ」

「あひん！」

「ていっ」

「あふん！」

「ていっ」

「きゃひん！」

　街の広場から自然公園まで、黒騎士を見つけては当て身を食くらわせる。

　気絶した偽者から兜をはいで、その顔を衆目にさらしては次の黒騎士を捜さがして走る。

　ちょっと捜しただけであっさり偽者は見つかって、その数はすでに十人を超えようとしていた。三十余名というのは、多分、事件を起こしたやつの数だな。仮装だけなら掃はいて捨てるほどいて、中には女性も交ざっていて驚おどろかされた。

（黒騎士は女説ってのもあるからなあ……）

　子どもだって説もある。本人としてはそんなわけないよと思いながら、俺はまた夜の王都を跳び回ったんだが──。

「終わる気配がねえ！」

　偽にせ者もの狩がりを始めて二時間。成果は上々といったところだが、偽者を狩り尽つくしたとはとても言いがたい。

（これでも迷めい惑わくをかけそうなやつ、下心のありそうなやつに絞しぼったんだけどな）

　俺の思った以上にブームが来ていて、街にはまだまだ黒くろ騎き士しが潜ひそんでいそうだった。

「ったく、ゴキブリかよ」

　一いつ匹ぴき見たら何十匹いるってあれだ。

　その黒光りっぷりを思い出しながら、俺はうんざりした顔でため息をついていた。

（まあ、一度に全部片づける必要はないか）

　王都は広い。じっくりやろう。ある程度片づけてしまえば、俺に狩られるのを恐おそれて仮装を止やめるやつも出てきそうだ。

　今夜はもう十分狩ったし、これくらいにしてもいいかもしれない。そう思った俺はアイテム欄に鎧と兜をしまうと、屋根の上から路地の中へと飛び降りた。

「は～……飯でも食って帰るか」

　俺が足を止めた場所は、ちょうど繁華街の中心付近だった。

　近くには馴な染じみの酒場もある。そこで一いつ杯ぱいひっかけて帰るのもいいだろう。

「そうと決まれば……」

　こんな薄うす汚ぎたない路地は出てしまおう。

　ゲロが普ふ通つうに残ってるような、そんな暗がりから通りに向けて、俺はスタスタと歩いていって──。

　ぽよん。

　何やら、柔やわらかいものとぶつかった。

「あん♪」

「うん？」

　この感かん触しよく、この柔らかさ。そして今聞こえた嬉うれしそうな声は──。

「イヴェッタさん？」

「は～い、イヴェッタさんで～す♪」

　案の定、淫いん魔ま娼しよう婦ふのイヴェッタさんだった。

「どうしたの、タカヒロちゃん？　我が慢まんできなくなっちゃった？」

「そんなんじゃないです。偶ぐう然ぜんですって、偶然」

「またまた～♪　お店に行く？　それとも家うちに来る？」

「行きませんって」

　悪い人じゃないんだがなあ。淫魔だからか、基本的に彼女はエロい。

　男子中学生かってくらい脳みその中がピンク色だからな。長い尻しつ尾ぽをくねくねと揺ゆらしながら、イヴェッタさんはなおも俺に抱だき着いてくる。

「お姉さん、君と気持ちよく汗あせをかきたいなあ……♪」

「ひとりでスクワットでもしてろ！」

　直球をぶつけてくる淫魔に対し、俺はすげなく腕うでを解ほどいた。

　放っておくと際限なく下ネタに走るんだ。まったく、これだからエロエロ星のエロエロ星人は──。

「ん？」

「…………」

「あれ？」

　今、この瞬間に気がついた。

　なんでかそばにアルティがいる。燃えるような目で俺を見ている。

　いや、違ちがうな。色は赤いが冷めた目だ。小こ柄がらで勝ち気な冒ぼう険けん者さんは、にぎやかな通りを背にして、俺をゴミでも見るような目で見つめていた。

「まあ、いいけどよ」

「な、なにが？」

「馴染みの娼婦くらい、ひとりやふたりいるもんだ。みんなそう言ってるぜ」

「いや、待て！　誤解だ！　さっきのやり取り見てただろ！」

「ああ、見てたよ。お前が胸の谷間に突つっ込んでいくところからな」

「ああ～！」

　腕を組んで鼻を鳴らし、何やらご機き嫌げん斜ななめそうなアルティさん。

　こいつも年とし頃ごろ、多感な時期だからなあ。変な場面を見せてしまったか。

「遠えん慮りよすんなよ。男ってのはでかい胸が好きなんだろ？　オレのことなんて放っておいて、したいことをすればいい」

「いや、だからな？」

　説明しようとしたが、それはなかなか難易度が高そうだった。なんて言えばいいんだ？　まるで分からない。そもそもこいつに説明する必要はあるのか。

「だいたい、なんでこんなところにいるんだよ？　ふたりとも知り合いだったのか？」

　整理できないまま考えを口にしてみる。言ってみてから気づいたんだが、確かにこの組み合わせは珍めずらしい。

　女淫魔と女冒険者、プライベートでは友だちか何かだったんだろうか？　それにしては見えない接点に、俺は疑ぎ問もん符ふを浮うかべていた。

「いや、仕事だよ、仕事」

「そうなの。この子はわたしの護衛なのよ」

「え？　護衛？　なんか事件でもあったんですか？」

「あったと言えばあったんだけど……」

「ほら、最近、黒騎士が暴れてるだろ？　娼婦を襲おそうやつも出てきたんだよ」

「ええっ!?」

「直接的な被ひ害がいは出てないんだけどね？」

「心配だからって、商会長から依い頼らいが来たんだよ。手すきの冒険者は、なるべく繁はん華か街がいを見守って欲しいって」

「それでお前もここにいたのか」

「ああ！　ギルド長の娘むすめだからって、オレは依頼の選より好みはしねえんだ！　仲間も大勢連れて、今夜もちゃんと見回りに来たぜ！」

「ふうん」

　なるほど、そういうことだったのか。

　確かにアルティの背後、道行く者の中には、ギルドで見たような面が何人分もある。

　いずれも娼婦に付き添そって歩き、中には肩かたを抱いて歩くようなやつまでいた。

（あの程度は役得か）

　緩ゆるんだ顔は指し摘てきせず、あえてスルーで視線を外す。

　警けい邏ら隊に加えて冒険者がいたら、きっと娼婦も安全だな。うんうん。

「黒騎士なんて、出たらオレがぶっ飛ばしてやる！」

「わあ～♪　頼たのもしい～♪」

　パチパチと送られる拍はく手しゆ。実際アルティは頼もしく、若手の中では随ずい一いちの実力者と言っていいだろう。偽黒騎士じゃ相手にもならず、暴漢、酔すい漢かんが出ても大だい丈じよう夫ぶなはずだ。

（荒あらくれ具合じゃ冒険者の方がよっぽど上だろうし）

　ここは任せても良さそうだな。

　荒事に慣れている少女、赤毛のアルティに信しん頼らいを置いて、俺はその場をあとにしようとした。しかし──。

「おい、ちょっと」

　去ろうとした俺を引き留めるアルティ。

　やつは俺の胸むな倉ぐらをつかみ、そっと顔を寄せてくる。

「なあ、黒騎士ってお前なんだろ？」

「えっ!?」

「何となく分かるよ。あの時、オレもあの場にいたもんな」

「そういえば……」

「他ほかに龍りゆうを倒たおせるやつなんて知らねえ。お前がやったんだろ、あれ？」

「まあ、な」

　ぎこちないながらもうなずく。

　そういやそうだった。こいつは俺のレベルを知っていた。

　おまけに砦とりでで話もしたんだ。俺が直後に消えていることに気づいて、そこから黒騎士の正体を察するのは容易たやすいだろう。他にはエルゥやセリエ辺りが知っていそうか。あの二人にも俺の秘密を話したもんな。

「おい、このことは」

「しゃべる気はねえよ。オレの口はそんなに軽くねえ」

「そうだろうけど」

「それよりお前、気をつけろよ？」

「ん？」

「この黒騎士騒そう動どうに紛まぎれて、マジでやべえやつが動いてる」

「えっ!?」

「マジもんの犯罪組織だ。金持ちを襲って、それをお前の仕し業わざにしようとしてるんだよ」

「やっぱりか……!!」

「うちの親おや父じも動いてる。今日明日にも、なんか騒動が起きるぞ」

「うう……!!」

　思った以上に大事だった。これは早めに片づけないと、枕まくらを高くして眠ねむれないな。

（仕方ない。飯も酒も後回しだ）

　携けい帯たい食料でもかじって頑がん張ばろう。

　そう決めた俺は、アルティの肩をぽんぽんと叩たたいた。

「ありがとうな、教えてくれて」

「なっ……!?」

「俺の方でも探さぐってみるよ」

「こ……これで借り一つ、返したからな！」

　なんか顔を赤くして、アルティは足早に去っていった。

　あ、かと思ったら戻もどってきた。イヴェッタさんの手を引いて、また去っていく。

「じゃあね、タカヒロちゃん♪」

　終始笑え顔がおだったイヴェッタさん。彼女ら娼婦は冒険者ギルドに任せていいだろう。

　他の模も倣ほう犯も街の警邏に任せていいはずだ。問題はやはり犯罪者、それもとびっきりの悪くてヤバそうな連中だな。

「……よし」

　明確な目標が決まった。

　今夜中にそいつらを見つける。そいつらを見つけて叩き潰つぶす。

　それが何よりの見せしめになるだろう。真似まねをしようとする悪党もいなくなるはずだ。

「裸はだかにむいて、城じよう壁へきの上から吊つるすかな」

　より効果的な方法を考えつつ、俺はまた路地の暗がりへと戻っていった。
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「【レーダー】、起動」

「【スキャン】、【サーチ】」

「【鷹たかの目】だ。上空から地下まで捜さがすぞ」

　生ぬるい風を感じていた。

　王都の中心地、そこから少し離はなれた場所にある時と計けい塔とう。

　その先せん端たんで探たん索さく系スキルを発動しながら、俺は周囲に目を走らせていた。

「いるな。分かりにくいけど、確かにいる」

　目の前に広がる視界に。透すけて見える建造物の陰かげに。怪あやしいやつらの暗あん躍やくを感じる。

　動きがどうも不自然だ。あれは恐おそらく斥せつ候こうで、商人の動きを探っては、逐ちく一いちどこかに連れん絡らくしているのだろう。

「複数の候補がいるみたいだな」

　その中で最も隙すきが多く、かつ美味うまそうな獲え物ものを狙ねらうのか。

　手て堅がたくはあるんだろうけど──。

　その手堅さが裏目に出たな。

「よし。分かった。本隊は……あそこか」

　斥候の動き、わずかな挙動、視線の向きから見えてくる。

　何人かがたまに、どこか遠くを見つめていた。【コール】の最中にだ。やつらは何を気にしていたんだ？　その目の先に何を見ていた？

　決まっている。本隊の位置だ。そこと連絡を取る際に、斥候は本隊の方を向いたんだ。

　これは斥候に付き物の癖くせみたいなもので、上級者であっても思わずしてしまうような輩やからが多い。話し相手がいる方を向くんだな。そうすればより鮮せん明めいに声が聞こえるって理由もある。だけどそれは間ま違ちがいで、その動き、そのしぐさから、連絡先があっさりバレてしまうケースがままある。斥候たちも気をつけてはいたんだろうが──。

（あいにく、全部お見通しだ）

　一いつ瞬しゆんの隙、わずかな動きさえあれば、それで俺には十分だった。

「さーてと。ここが問題のアジトか」

　場所を移し、改めて【レーダー】を発動させる。俺の目には生体反応を示す光点がいくつも映り、それらはすべて、とある建物を中心に集まっていた。

（貸し倉庫？　またいかにもって場所を）

　思わず鼻で笑ってしまった。まさに悪党の集会場だ。ドラマでも見ないような隠かくれ家を、俺は向かいの店てん舗ぽ、その屋上から眺ながめている。

（ここに偽黒くろ騎き士しがいるんだな）

　おふざけじゃない、ごっこ遊びでもない、黒騎士の名を騙かたった犯罪組織。

　そいつらの巣そう窟くつをしばらく観察し、俺は行動を開始していった。

「かっ！」

「うっ!?」

　まずは見張りを素す早ばやく倒す。大きな倉庫の屋上や周り、そこに配置された男たちを眠らせる。道具は得意の眠り針だ。【スリープ・ニードル】を次々と投げ、しかし、騒さわぎにならないような順番で片づけていく。

「あれ？　おい、お前ら」

「…………」

「むぐっ!?」

　イレギュラーにも対応する。煙草たばこを吸いに出てきた男、その背後に回って眠り薬を嗅かがせる。その際に出たわずかな音、それに反応したやつにも眠り針を放つ。

　誰だれにも気づかれず、じわじわと周辺から削けずり取っていく。それこそが俺の得意分野であり、斥候職の独どく壇だん場じようだった。

「こんなもんか」

　わずか数分で見張りは全部片づけた。残りは中の主力だけか。それもわずか十人足らず、俺は思い切って姿を見せることにした。

「やあやあ、こんばんは」

「は？」

「誰だよ、おい」

「黒騎士でーす」

「ミックか？　ボルドか？」

「もう一式、用意できたのかよ？」

　木箱が積まれた倉庫の中に、俺は正面からスタスタと入っていく。

　軽く手を挙げる俺に、荒くれたちは怪け訝げんそうな表情を浮うかべていた。

「おい、黒騎士はひとりで十分だろうが」

「うん？」

「二人もいたら、話がややこしくなるんだよ！」

　ランプが照らす倉庫の奥、木箱の上に座った男。

　こいつがボスか。いかにも悪そうなひげもじゃの戦士。黒い鎧よろいを身につけながら、男は俺に向かってひび割れたような声を上げた。

「調子に乗るんじゃねえぞ！　大仕事の前だ、気合い入れろ、気合いぃ！」

　腕うでっぷしはありそうだが、おつむの方が足りないみたいだな。

　まだ異変に気づかないボス、そいつに向かって俺はまっすぐに近づいていく。

「お、おい？」

「お前……？」

　さすがに不ふ審しんに思った取り巻きが、一人、二人と手を伸のばしてくる。

　そいつらに当て身を食くらわせながら、俺はなおも前へと進む。

「こいつ!?」

「ま、まさか、本物か!?」

　今いま頃ごろ気がついたのか。慌あわてて武器を手に取るやつらに、俺は素早い動きで拳こぶしや蹴けりを放っていく。うめき声を上げて倒れる悪党。しかし全部は倒さない。こいつらは証人であり、黒騎士の怒いかりを示す広告塔だ。「黒騎士の真似をするとどうなるか」「悪だくみをするとどうなるか」。じっくりその目に刻んでいって、詰つめ所や牢ろう屋やで話して欲しい。

「というわけだ。ちょっと痛いが、覚かく悟ごしろよ？」

「わああっ!?」

「ひいいいいっ!?」

　弾はじかれたように逃にげ出す男たち。倉庫は一時騒そう然ぜんとなった。

　しかしそれもここまでだ。なるべく記き憶おくに残るように、大おお仰ぎような動きでやつらの仲間を倒たおしていく。

「黒騎士だーっ！　黒騎士だーっ!!」

「お前ら、来い！　全員集まれーっ!!」

「どうした！　なんで来ない!?」

「ま、まさか……!?」

　男たちは青ざめていたが──。

　そのまさかだ。外に仲間は残っておらず、増ぞう援えんが来るにも時間がかかる。

　倉庫内にいるやつらも倒れていって、その数はもう二、三人しか残っていない。

「まあ、年ねん貢ぐの納め時ってやつだ。大人しく捕つかまってくれ」

「うう、ううう……!!」

「その前に、一発ぐらいは殴なぐらせてもらうけどな」

　スッと拳を持ち上げて、ふうと大きく息を吹ふきつける。

　そういったジェスチャーにも悪党たちは震ふるえ、今にも気絶しそうなほどに顔を青ざめさせていたが──。

「ん？　お、おいっ!?」

　最後の最後でボスが悪あがきを見せた。

　煙えん幕まくを張りながら、やつは部下を突つき飛ばしてまで出口に走る。

「くそがああああっ！　こっちに来るんじゃねええええっ!!」

　なりふり構わない全力の逃とう走そう。木箱の山を崩くずしながら走られて、俺は一瞬、ボスの姿を見失ってしまう。その隙にボスは出口へと近づいて、そこから脱だつ兎とのごとく逃げ出そうとしていた。

「あああああああっ！」

「ちょっ……!?」

　血走った目で飛び出すボス。

　俺はその背に右手を伸ばして──。

　そしてそこで凍こおりついてしまった。

「え……？」

　笑みさえ浮かべていたひげもじゃの荒あらくれ。

　そいつは出口でぴたりと止まったかと思うと──。

　ずるずると崩れるように倒れていった。顔は依い然ぜんとして笑顔のままで、しかし、蠟ろう人にん形ぎようのように固まってしまっている。一体何があったのだろうか。警けい戒かいする俺の前に、ボスの向こう、夜の暗がりから、何者かが現れて──。

「なっ!?」

　そこにいたのは黒騎士だった。

　仮装や変装の安っぽい作りじゃない。本格的なあしらえの、見るも美しい鎧をまとった人物が、剣けんの柄つかを突き出したまま固まっている。

　さっきはあれでボスの胸を突いたのか。みぞおちを打たれたボスは、あまりの衝しよう撃げきに意識さえも飛ばしていた。

「お前は……？」

　まさか隠し球、こいつらの増援ってことはないだろう。

　明らかに悪党たちとは敵対していた。ボスに対する気き遣づかいだとか、仲間に対する心配だとか、そういった配はい慮りよがあいつからは感じられない。

　新しい黒騎士はただ黙だまったまま、剣を腰こしに戻もどしたかと思うと──。

　懐ふところから抜ぬき放ったナイフ、それをこちらに目がけて投とう擲てきした！

「ぐっ!?」

「がっ!?」

　次の瞬間、俺の後ろで上がる声。

　なんのことはない、さっきボスに突き飛ばされたやつらだ。そいつらの肩かたにそれぞれナイフが突き刺ささり、それは【眠ねむり】の効果を荒くれたちに与あたえていた。

（助けてくれたのか……？）

　その気持ちはありがたく、俺はとにかくもお礼を述べることにした。

「いや、助かったよ。助すけ太刀だち感謝する」

『…………』

「貴君も黒騎士なのか？　私もそうだ。正しよう真しん正しよう銘めいの黒騎士だ」

『………………』

「模も倣ほう者ばかりで辟へき易えきとしていたが、どうやら貴君は違うようだな。見事な腕前だった。改めて感謝するよ、黒騎士殿どの」

『……………………』

「え、ええと……」

　なんかしゃべれよ！　さもなきゃなんかジェスチャーで返せ！

　まるで彫ちよう像ぞうかロボットのように、ただ倉庫に立ち尽つくす黒騎士。頼たよりない明かりの下で、俺たちはしばらく対たい峙じしていた。

（なんだ？）

　意図が分からない。こいつは何がしたいんだ？

　なおも立ち尽くす黒騎士は、ここから何分待っても動きそうになかった。

（じゃあ……帰っていいのかな？）

　そう思って、俺が倉庫の出口に向かうと、

「おおっ!?」

　片手を挙げて立ち塞ふさがり、黒くろ騎き士しはゆらりとこちらを向いた。

『貴方あなたが黒騎士なのか？』

「え？」

『貴方が本物の黒騎士なのかと聞いている』

「あ、ああ。そうだ。私が黒騎士だ」

『偽にせ者ものではないな？　あの龍りゆう殺しの黒騎士だな？』

「そ、そうだが……」

　こいつも俺のように、兜かぶとにボイスチェンジ機能をつけている。

　くぐもった声で、しかし、矢や継つぎ早に質問を繰くり出す黒騎士。やつの態度は前のめりで、そこからは静かな圧力が感じられた。

『少しの間だが、貴方の動きは見せてもらった。一いつ切さいの無む駄だがない流りゆう麗れいな動き。まるで柳やなぎの枝のような、しなやかさと力強さが感じられた』

「は、はあ」

『やはり貴方が黒騎士なのだな。貴方が本物の黒騎士だ。間ま違ちがいない。私の前に、今、本物の黒騎士がいる』

「ううん？」

　途と中ちゆうから、なんか独り言に変わってないか？

　ぶつぶつと小さな声でつぶやいて、黒騎士は何やらうつむき、震えている。

　感かん極きわまっているんだろうか？　もしかして熱心なフォロワーだとか？　あの装備にも相当金がかかってそうだし、ひょっとして黒騎士２号になりたいのかも──。

「って、おいっ!?　えええっ!?」

　ふと意識を逸そらした瞬しゆん間かん、気がつくと黒騎士は剣を抜いていた。

　腰の鞘さやからロングソードを抜き放ち、大上段に構え始めた黒騎士。その意図するところがまるで分からず、焦あせって両手を前に突き出した。

「ちょっ、待てって！　なんでいきなり殺気全開なんだ!?」

『おおおっ!!』

「なんか言えって!!」

　問答無用で斬きりかかってきた黒騎士を、俺は蹴り飛ばして後退させた。

　やっぱり質がいいんだろう。俺の蹴りでも大したダメージにはならず、黒騎士は再度踏ふみ込むとすぐさま突とつ進しんをしかけてきた。

「だからっ！　お前は何がしたいんだよ！」

　俺がこうも焦っているのは、抜き身の刃やいばを前にしたからじゃない。

　意思の疎そ通つうが図はかれないこと、そこに気味の悪さを感じたからだ。

『【マグネ・セイバー】。【フレイム・ブレイド】』

「魔ま法ほう剣けんまで使うのか！」

　淡たん々たんと宣言されるスキルの発動。どうやら相手は魔法剣士のようだ。

　磁力の力で加速する剣と、刀身から炎ほのおを吹き上げる剣。どちらも魔法剣士職で習得できるスキルであり、純じゆん粋すいな剣技とは一味違った効果を見せる。

『【ウイング・ソード】。【マグネ・セイバー】』

「くそっ……！」

　炎の飛ひ沫まつが羽根となり、磁力によって俺の下もとへと飛ひ翔しようする。

　それらすべてを【緊きん急きゆう回かい避ひ】でかわした俺は、やむを得ないとばかりに黒騎士を背中から蹴けり倒した。

「お前、本気で意味が分からんぞ。俺に恨うらみでもあるのか？」

　うつ伏ぶせに倒れた黒騎士の背中、それをしっかりと踏みつけて、俺は厳しい声で問いかけていった。徐じよ々じよに足に力を込めていく。それでも黒騎士は何も答えず、ただもがくばかりだった。

「ほら、何が目的なんだ。言わないと、このまま監かん獄ごくに直送するぞ」

　俺は、徐々に、徐々に、踏みつける力を強めていく。

　もうこいつも眠らせてしまおうか。俺がそんな風に思ったところで──。

『【ボム】』

「なにっ!?」

　突とつ然ぜん、近くの床ゆかが爆ばく発はつし、その勢いで俺は大きく後退させられた。

　この爆発はどうやら誤爆じゃなかったようだ。脱だつ出しゆつのための一手だったらしく、黒騎士はすっくと起き上がっていた。

（小細工が上手うまいな）

　思った以上に強敵かもしれない。

（多少は本気で戦わないと、まずいかもな）

　まさか同レベルってことはなさそうだけど──。

　いや、油断はいつも大敵だ。俺も剣を構えると、静かに呼吸を整えた。

「ふうぅ……！」

　長く息を吐はき、ぴたりと止める。

　勝負は一瞬だ。一瞬で決めてやる。俺の意志を読み取ったのか、黒騎士もわずかに緊きん張ちようしている。向こうもその気だ。大おお技わざをしかけてくるはず。それを見切ってカウンターを決め、【スリープ・ニードル】で眠らせてやる！

　静かな闘とう志しがぶつかり合う空間。街の片かた隅すみの貸し倉庫で、俺たち黒騎士は弓の弦つるのように意識を引き絞しぼって──。

　ボトッ。

「あっ」

「ん？」

　不意に間ま抜ぬけな音がして、黒騎士の頭から兜が脱ぬげた。

　さっきの爆発で緩ゆるんでいたんだろうか？　俺は落ちた兜から顔を上げ、何気なく黒騎士の顔を見てみた。

　するとそこにあったのは、思いもしなかった顔で──。

（レオン、先生？）

　黒騎士の正体とは、二年Ｓ組の新担任、レオン先生だった。

　いかにも厳格そうな顔、白っぽい金きん髪ぱつの学園教きよう諭ゆは、しばらく固まっていたかと思うとドッと汗あせを吹ふき出し始めた。

「見たな。私の顔を見てしまったな。混こん沌とん龍りゆう戦で少年心が甦よみがえり、正義の黒騎士として夜を駆かけていた私の素す顔がおを見てしまったな」

　ぽたりぽたりと汗を垂らし、聞いてもいないことをベラベラと話し始めるレオン先生。その目の焦しよう点てんは定まっておらず、そのくせ、体は微び動どうだにしていない。まるで口だけが動いているかのような先生の様子に、俺はただならぬものを感じていた。

「勇者イリス、赤しやつ光こう騎士ブラッド。大だい英えい雄ゆうモンテストリに、稀き代たいの怪かい盗とうグルムリン。どの英雄譚たんも素す晴ばらしかった。心が弾はずみ、夢が広がった。英雄譚は最高だ。私は今でも彼らの物語が大好きだ」

　ガバッ！　と大きく手を広げ、天てん井じようを見上げる先生。

　その視線の先に、彼は無数の英雄たちを投とう影えいしているのだろう。

　対する俺は呆ぼう然ぜんとしたままで、ただ黙って彼の話を聞いていて──。

「だが、実在の英雄こそが素晴らしい！　ブレスを吐く混沌龍。地に伏ふせる無数の人々。そして単身、龍へと挑いどみかかる黒色の騎士。枯かれかけていた心がじいんと痺しびれた。童話にかじりついていた、幼い日の自分が甦るようだった」

　今度はギュッと縮こまり、大事なものを抱かかえるかのように胸を抱だいた。その目はどこか子どものようで、俺はもうドン引きですよ。

（なんなのこの人、なんなの？）

　まだベラベラしゃべってるし──。

「私はたまらず筆を執とった。そうして想おもいを書き殴なぐった。それを整えてできたのが黒騎士物語、貴方を書いた物語だ」

「あれを書いたの、お前かよっ!?」

「そう。ちなみにペンネームは『ライオン先生』だ」

「本名隠かくす気ねえだろ!?」

　彼の本名はレオン・ド・ヴィルバン。

　立派な名前を持ちながら、何がライオンだ、何が！

（もうこいつは手て遅おくれだな）

　次々とツッコミを入れながら、俺は彼についてそんな風に思っていた。

「本を書くだけじゃない。気がつくと私は黒騎士の姿で、夜の街を飛び回っていた。そこかしこにいる悪党を、黒騎士として成敗するあの瞬間！　その時だけは、胸に爽そう快かい感かんが満ちていた……」

「はあ」

「偽者とはいえ、英雄になれた喜びで全身がうち震ふるえたよ。しかし、人間の欲よく望ぼうは尽きないものだ。次し第だいにそれだけでは飽あき足らなくなり、いつしか本物の黒騎士になりたいという、そんな願望すら抱いだくようになった！」

　レオンの持つロングソードが、やにわに青い光を帯び始める。

　彼はそれを俺に向けて、必殺の一いち撃げきを放とうとしていた。

「顔を見られてしまっては、もう後には引けない。君を倒たおし、私の夢、私の願望を、果たさせてもらうぞぉぉぉーーーっ！」

「はいはい、【スリープ・ニードル】」

「はうっ」

　純粋な願いに突つき動かされ、本物の黒騎士へと斬りかかっていくレオン。

　だけどまあ、兜がなくなれば楽なもんだ。露あらわになった顔、その眉み間けんに眠ねむり針を撃うち込んで、俺はさっさと自宅に帰っていった。
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　あれから数日、事態は無事に収束していた。

　レオン先生は無事に逃にげおおせたみたいだけど──。

　黒くろ騎き士しに化けた犯罪組織は、全員、お縄なわになったからな。

　愉ゆ快かい犯はんも警けい邏ら隊や冒ぼう険けん者ギルドがバンバン取り締しまってるようだし、街には無事、平へい穏おんが戻もどってきたようだ。

「黒騎士の真似まねをすると黒騎士に捕つかまる」

　そんな噂うわさもあるらしいからな。

　目もく論ろ見み通りに事が進んで、充じゆう足そく感さえ覚える俺だった。

（これで心置きなくバカンスへ行ける！）

　残った仕事も全部終わり、俺は休きゆう暇かのことを考えていたんだが──。




「……ご主人さま。黒騎士が増えたようです」

「はあっ!?」

「……以前の倍近い数だとか」

「なんでだよ!!」

　思わぬ報告にのけぞりそうになった。

　は？　増えた？　黒騎士が？　なんで!?

「……黒騎士の真似をすると黒騎士に会える。そんな噂があるようです」

「え？　え？　捕まるって話じゃなくて？」

「……はい。会えるという噂の方が人気のようでした」

　その証しよう拠こにと、ユミエルは俺を大通りへと連れていった。

　そこには多くの人が集まっていて、中には黒騎士姿が結構あって──。

「お、おおお……!?」

　まさに増ぞう殖しよくした黒騎士だ！

　ハロウィンのごとき光景に、警邏隊もどうしたものか困り果てているようだ。

「……ご主人さま」

「な、なんだ？」

「……また捕ほ縛ばくに向かわれますか？」

「知らん知らん！　俺はさっさとバカンスに行く！」

　さすがにこの数が相手だと身が持たない！

　どうせここにいるのはミーハーなやつらだ！　ガチな犯罪組織への警告は、もう先日の件で済んでいると思いたい！

「行くぞ！　もうさっさとバカンスに行くぞ！」

「……はい」

「バカンスに行くぞーっ！」

　まるで逃げるように予定を決める。

　そんな男が真の黒騎士だとは、きっと神様でも分かるまいと思った。
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　夏の風が吹ふいていた。

　見み渡わたす限かぎりの大草原、そこを一台の馬車が進んでいく。

　箱馬車なんて上等なものじゃない。年季の入った幌ほろ馬ば車しやで、それは地面の凹おう凸とつに合わせてガタピシと揺ゆれた。

「大だい丈じよう夫ぶか？」

　エアクッションの上、隣となりのユミエルの肩かたを支える。

　慣れない馬車旅、体調を崩くずす者も多いが──。

　うちのメイドは平気のようで、こくりと小さくうなずいていた。

「ふう……」

　回していた手を放し、幌にもたれて遠くを眺ながめた。

　馬車の後方、開けた部分から、流れていく雲と飛ぶ鳥の姿が見える。

　どちらも自由でゆとりがあった。ゆったりと自然で、見ていて心が和なごむようだ。

　そういったものを視界に映しながら、俺はしみじみとこう思った。

　ああ、街を飛び出して良かったなあ、と。




　バカンスの始まりは突とつ然ぜんだった。

　いや、突然にせざるを得なかったというか──。

　なんせ黒くろ騎き士し大発生、黒騎士カーニバル、君も黒騎士になって黒騎士と握あく手しゆ！　みたいなノリだったからな。またぞろ飛び込みの依い頼らいがあって、それがトラブルに繫つながるのだけは避さけたかった。

　だから俺は思い切って、何かが起きる前に王都を出てしまうことにした。休きゆう暇か期間だけを貼はり紙に書いて、あとは誰だれにも何も言わずに王都を出る。まるで夜よ逃にげのような出立だったが、これが功を奏して、あの白黒コンビにも見つからずに済んだ。

（街に戻もどってからが大変そうだけど）

　なに、その苦労も織り込み済みだ。その分たっぷり楽しんでくればいい。

　俺たちを待っているのは自由！　楽園！　何週間分もの休暇！　うんざりするまで休みを取れば、大たい抵ていのことは苦にもならなくなるだろう。

（ふふ、そのためのバカンス。そのための長期休暇か）

　世の中上手うまく出来ているものである。

　命の洗せん濯たくとはよく言ったもので、俺はこれから数週間、バカンスを楽しみ尽くすつもりでいた。

「お前もちゃんと休まないとな？」

「……？」

「いや、バカンスのことだよ。旅に出るのだって初めてなんだろ？」

「……以前、何度か街の外には出ましたが」

「あれはレベリング目的だったろ？　観光とはまた別だ」

　苦く笑しようしながら思い出す。

　確かに一年くらい前に、こいつを街の外へと連れ出したけどな。

　あれは魔ま物ものを倒たおして倒して倒しまくるレベリングレベル上げのためであり、バカンスだとか休暇だとか、そんな余よ裕ゆうは一いつ切さいなかったように思う。

（こいつも今ほど感情豊かじゃなかったしな）

　いやまあ、今でも無表情、鉄仮面なやつではあるけれど──。

　情じよう緒ちよ面では結構変化しているはずだ。これまでの付き合いの中で、それくらいのことは俺にも理解出来ていた。

「……ところでご主人さま」

「ん？」

「……わたしたちは今、どこへ向かっているのでしょうか？」

「ああ、言ってなかったか」

　用意もそこそこに家を出て、朝一番の乗り合い馬車に飛び乗ったからな。

　そこから人が乗ったり降りたり、乗ったり降りたりで、ようやく人も減り、話す余裕が出てきたところだ。聖女様メリツサの地じ獄ごく耳みみも、まさかここまでは届かないだろう。俺はこほんと咳せき払ばらいし、ユミエルに向かって今回の目的地を告げた。

「俺たちはな、今、エールシルトに向かってるんだ」

「……エールシルト？」

「そう、エールシルト。王国南部の観光地だ」

　イースィンドは地理的に言えば、元いた世界のフランスに位置する王国だ。

　そして王都グランフェリアは北の港町。そこから国内をググッと南下し、地中海沿岸まで下がったところにエールシルトはある。

「あの街はいいぞ。なんてったって海が青くてなー。それも寒々とした青さじゃないんだよ。太陽に照らされて、なんかこう、キラキラと輝かがやいて見えてな」

「……キラキラと」

「しかも料理も美味うまいんだぞ？　新しん鮮せんな魚を炭火で焼いて、レモンやオイルをサッとかけて食うの。もちろん魚だけじゃないぞ？　子羊のパイ包み焼きとか、ハーブを練り込んだソーセージとか、トリュフをたっぷり入れたオムレツとかさ」

「……オムレツ」

「まあ、期待してていいぞ。お前も絶対、気に入るから」

　俺の話を聞いたからか、微び妙みように目が輝いているな。

　そんなユミエルの頭をぽんぽんと撫なで、俺は南方、エールシルトの方を見た。

（前に行ったのはいつだったか）

　冒険者時代、男三人で訪おとずれたことがある。あの時は微妙にシーズンオフだったが、今回はちょうどいい時季、夏も盛さかりの七月下げ旬じゆんだ。思いっきり泳ぐも良し、思いっきり食べるも良し、自由自在のサマーバカンス。エールシルトに近づくごとに、俺の胸は段々と高鳴ってくるようだった。

「……ですが」

「うん？」

「……だとしたら、おかしいのでは？」

「何が？」

　興奮気味だったユミエルが、なぜか今は疑問で首を傾かしげていた。

　何か問題でもあったんだろうか？　口を閉じて続きを待つ。

「……わたしたちはエールシルトへ向かっているのですよね？」

「ああ」

「……エールシルトは地中海沿岸、遠い場所にあるのですよね？」

「そうだけど？」

「……馬車の速度で、間に合うのですか？」

　ユミエルの目に、今度は不安と困惑の色が浮うかんだ。

　確かにそうだ。馬車に揺られて南部へ旅行だなんて、往復だけでも何週間かかるか分かったものじゃない。この馬車は別段速いってわけでもないし、ユミエルが不安に思うのは仕方がないことだと思う。

　だけど俺にはちゃんと考えがあった。南部へ行きたい。さっさと行きたい。そんな時に便利なものは──。

　そう、空飛ぶ乗り物だ！




「……っ！」

　数時間後、俺たちは空の上にいた。

　手た綱づなを握にぎるのは俺。その後ろにはユミエル。

　さすがに緊きん張ちようしているのか、腰こしに回された手に力が入っている。

「飛ひ竜りゆうに乗るのは初めてか～!?」

「……もちろんです」

「そうか！　高いところは怖こわいか？」

「……いえ、驚おどろきの方がはるかに大きくて」

「なるべく遠くを見てろ～！　気が紛まぎれるし、その方が楽しいぞ！」

　そう大声で叫び、俺はゴーグルをキュッと拭ぬぐった。

　あれから俺たちは馬車を降り、貸し飛竜の発着場までやってきたんだ。そこで手続きなどを手早く済ませ、飛竜に跨またがってエールシルトへと向かっている。
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　ちんたら馬車になど乗っていられない。出来れば今日中に南部に着きたい。となれば飛竜に乗るしか選せん択たく肢しはなく、俺たちはこうして空の上にいるというわけだ。

「もう少しゆっくり飛ぼうか!?」

「……いえ、お構いなく」

「なんだ、余裕があるじゃないか！」

「……そこまでは」

　ごうごうと鳴る風の音、過ぎ去っていく風景の中、俺は後ろを振ふり返りつつ笑った。

　おっかなびっくり下の景色を見ていたやつが、早くも空の旅、普ふ段だんは味わえない体験を楽しんでいる。片手で風の抵てい抗こうを感じたり、広がる田園をまじまじと見たり、飛竜の滑なめらかな鱗うろこを触さわってみたりと──。

（まあ、やりたい放題だな）

　ベルトや魔法で守られて、落っこちないし、仮に落ちても怪け我がにはならない。

　それくらい安全ではあるんだけど、意外と順応するのが早かったな。「自分も操縦してみたい」とか、そんなことまで言い出しそうな雰ふん囲い気きだ。

「……あれはブドウ畑でしょうか？」

「そうだろうな～！」

　答えながら口元で笑う。やっぱり余裕で、そのうえ状じよう況きようを楽しんでいる。

　牧歌的な農村、ブドウの畑、古こ街かい道どうに緑の山々。そういったものを目に収め、ユミエルは逐ちく一いち何かをつぶやいていた。いつもの三割増しで饒じよう舌ぜつなくらいだ。もしかしてこいつの子どもっぽいところなのかもしれない。

「……ご主人さま。あれは」

　向こうから話しかけてくることも増えた。

　そんなユミエルに答えながら──。

「残念！　時間切れだ！」

「……え？」

　楽しい時間はすぐに過ぎ去る。

　発着場を出て数時間、俺たちは今、目的地の前まで来ていた。

「そろそろだ！　あの丘おかを越こえると……」

「……！」

「そう、ここが！」

　エールシルトだ！

　そう答える代わりに、俺は飛竜の手綱を引いた。

「…………!!」

　制動をかけられ、ホバリング状態に移行した飛竜。

　その上から俺たちは南国の楽園、エールシルトの全ぜん貌ぼうを見み渡わたしていた。

「これが……」

　呆ほうけたようにユミエルがつぶやく。

　青く透すき通る海。緩ゆるやかに弧こを描えがく海岸線。高さの揃そろった石造りの家々と、砂すな浜はまで遊ぶ男女や老人、子どもたちの姿。

　それら一切を受け止めて、俺たちはただ、得も言われぬ感動に浸ひたっていた。




　　　　‐２‐




　結局、その日は早々に床とこに就ついた。

　時間がなかったのもあるが、経験上、移動だけでも結構疲つかれると分かっていたからな。

　それに加えて、空から見た絶景過ぎる絶景だ。さすがのユミエルもキャパオーバーだったのか、宿に着くなりふらふらと自分の部屋に向かっていった。

　そしてたっぷり眠ねむって翌日の朝だ。目をしょぼしょぼとさせながら、俺たちは宿の食堂で落ち合っていた。

「……おはようございます」

「おー、おはよう。どうだ？　しっかり寝ねられたか？」

「……はい。シャワーだけ浴びて、あとは泥どろのように眠りました」

「俺もそんな感じだったな」

　笑いながら昨夜ゆうべのことを思い出す。

　飛竜を発着場で引き渡し、空いている宿を探して、チェックインして──。

　その時点でもう相当眠かったもんな。食事もせずに部屋に引っ込んで、汗あせを流してそのまま「バターン！」だ。むしろベッドまでたどり着いた自分を褒ほめてやりたかった。

「まあ、日ごろの疲れもあったのかもな」

「……かもしれませんね」

「なんだかんだでよく働いたもんな」

「……はい」

　俺もそうだし、俺以上にユミエルはよく働いていた。

　本人は苦にもならない、仕事が好きだと言っていたが、やっぱり見えない疲れが溜たまっていたんだろう。そういったものがドッと表に出たのかもしれない。

「なんならもう一日、ゆっくり休むか？」

　バカンスは遊ぶだけが肝きもじゃない。

　骨休めのためにも、ここはしっかり休んでおくかと提案したんだが──。

　意外にも、返ってきた答えは「ノー」だった。

「……いえ、予定通りに出かけましょう」

「いいのか？」

「……はい。この街を見て回りたいです」

　積極的な意見だった。いつもなら俺の意思が優先で、「これがしたい」とか「あそこに行きたい」とか、そんなことはあまり言わないようなやつだ。そんなユミエルが前向きな姿勢を見せて、俺はなんだか微笑ほほえましい気持ちになってしまう。

「よし！　それじゃ、その辺を歩いてみるか！」

「……はい」

「でもその前に」

「……？」

　首を傾げるユミエルの前で、席を離はなれてカウンターへと向かう。

　ここの朝食はセルフ方式らしい。いくつも並んだ大皿の上から、パンやら魚やらマッシュポテトやらを自分の皿へと盛りつけていく。それを二人分持って、ついでに果くだ物ものやジュースも取って、ふらふらしながら元の席へと向かう。まだ不思議そうな顔をしているユミエルに、俺は腹をさすって笑ってみせた。

「まずは腹ごしらえだな」

「あっ……」

　お互たがいのお腹なかがクウッと鳴った。

　疲れが取れて眠気も去って、そろそろ腹も空すく頃ころだ。昨夜の分まで食ってやろうと、俺たちは山盛りのプレートの前でフォークを構えた。




「はー、食った食ったー！」

　朝食後、俺たちは街の中を歩いていた。

　隣となりに並んでてくてくと、何とはなしに住宅街を進んでいく。

　白く綺き麗れいな石造りの街で、思い出すのは先ほどの食事のことだ。思った以上にクオリティが高く、おかわりしてまで朝からがっつり食べてしまった。

「なかなか良かったな？」

「……そうですね」

「食べ過ぎたか？　って思ったけど、これっぽっちももたれてないし」

「……食材が新しん鮮せんなのでしょうね。オイルにも癖くせや臭くさみがありませんでした」

　淡たん々たんとした顔で、しかし、何やら熱心に語るユミエル。

　趣しゆ味みでも料理を作るタイプだからな。きっと俺以上に刺し激げきや興奮を感じているんだろう。適当に選んだ宿だったけど、どうやら幸さい先さきのいいスタートを切れたようだ。

（今夜もあそこに泊とまってもいいかもな）

　そんなことを思いながら、俺は路地の中を歩き続けた。

　そして──。

（ふむ）

　気がつくと、いつの間にかお互い静かになっていた。

　嫌いやな雰囲気ではない。のんびりゆっくり路地を歩き、見慣れない街並みに、時おり足を止めては見入っている。希望通りの街歩きになったわけだ。俺も散歩は嫌きらいじゃないし、ユミエルに合わせてゆったりと歩いた。

（しかし、エールシルトか）

　また来ることになるとは思わなかった。

　あれはもう二年も前の出来事か。男三人、遊びも兼かねて来たんだよな。

　だけど微び妙みようにシーズンオフで、水着のお姉さんだとか、ひと夏の恋こいだとか、そういったものは全然なくて──。

（あの時の優ゆう介すけはヤバかったな）

　あまりの絶望に浅あさ瀬せや砂浜を転がり回っていた。

　それをどうにか二人で鎮しずめて、慰なぐさめるように波打ち際ぎわで遊んだんだ。

　男だけでキャッキャとはしゃぎ、それはもう周りに白い目で見られたもんだが、

（楽しかったよな）

　あの日のことを思い出し、俺はしばらく遠くの空を見つめていた。

「……ご主人さま」

「ん？」

「……どうかなさいましたか？」

「ああ、いや。ちょっとな」

「……そうですか？」

　怪け訝げんそうな目で見られた。

　いかんいかん。こいつのことを放ほうっておいたら駄だ目めだよな。

　思い出に浸るのは後にして、俺は改めてユミエルの方へと向き直った。

「それよりどうだ？　この街は？　グランフェリアとはだいぶ違ちがうだろ？」

「……はい。同じようで違っていて、なんだか不思議な気分です」

「この辺はロマリアの文化が入ってるからな。おまけに南方で日差しも強いし、北の王都とは色々と違ってくるよな」

「……なるほど」

　そう言って路地の塀へいをなぞるユミエル。

　こいつが触っている石材だって、熱や湿しつ気けがこもらないよう、考えられて使われているんだろう。観光地だから見み栄ばえや景観もあるかもしれない。白い街並み、鮮あざやかなオレンジの屋根は、ある種の統一感があるようだった。

「さて、またぶらぶら歩くか」

「……はい」

「今度は海の方でも歩いてみるか？」

「……いいですね」

　ユミエルを誘さそい、俺は今度は南へ向かった。

　閑かん静せいな住宅街もいいが、エールシルトと言えばやっぱり海。見渡す限かぎりの大おお海うな原ばらだ。

　そこでボートに乗るのもいいんだけど、今日のところはやっぱり散歩かな。リゾート地の海岸線を、こいつと二人でゆっくり歩こう。

「そろそろ日も照ってきたな」

「……ええ」

「どっかでアイスでも買うか。それともカフェで一休みするか」

「……先にアイスを求めましょう」

「だな。じゃあ商店街でも探すか」

　話しながら路地を抜ぬける。

　目め抜ぬき通りの端はしを歩き、商店街らしき場所へと向かう。

　さすが国内有数のリゾート地、シーズン中は大にぎわいだ。人の波からユミエルをかばいつつ、俺は前へと歩き続けて、

「……ん？」

「……ご主人さま？」

「い、いや。まさかな」

　首を横に振ふって否定する。

　先ほどちらりと見えたもの、聞こえた声は、絶対、ここにはないものだ。

「な、なんか、フランソワがいたように思えたんだけど」

「……気のせいでは？　修学旅行だとうかがっていますし」

「だ、だよな!?　はははっ！」

　そうそう、ないない。ここでばったり出くわすはずがない。

　いや、しかし、だけど──。

（そういやあいつら、どこに行ったんだっけ？）

　旅行の行き先はどこだったか。まさかこのエールシルトじゃないだろうな？

　ゾッとする予想に、俺は慌あわてて頭をぶるぶると振った。

（ないない！　あり得ない！　気のせい気のせい！）

　そう自分に言い聞かせて、俺は早足でその場を去った。

　それが功を奏したのか、幸いにして「生徒と遭そう遇ぐう、トラブル発生」みたいないつものパターンは避さけられたんだが──。

　今度は別の形で、少し困った事態になるのだった。




「部屋がない!?」

　二日目は散歩で観光、カフェや土産みやげ屋、美術館などを回ってきた。

　何だかんだで大満足、満たされた気持ちで宿に帰ってきたんだが──。

「連れん泊ぱくだとはうかがっておりませんので……」

「そういやそうだった……!!」

　チェックアウトの際、それを伝えるのを忘れていた。

　いや、その必要すらないと考えていたんだ。チェックインの際に部屋を決めればいいやとか、そんな舐なめた考えしか頭になかった。

（シーズン中なんだよ、シーズン中！）

　閑かん散さん期きじゃあるまいし、望めばポンと空き部屋が出てくるわけでもない。

　俺は頭を抱かかえながら、「どうするどうする」とつぶやいていた。

「仕方ない。他ほかの宿を探せば」

「ど、どこも同じ状じよう況きようだと思います」

「ですよね！」

　フロントのお兄さんにアドバイスを受けた。

　どこへ行っても無む駄だなこと、部屋を得られずさ迷う羽目に──。

　なるんだろうな。くそっ！　さあ、どうする俺！　どうする自分！

「ええと、ですね」

「はいっ！」

「一部屋なら、その、空いているのですが」

「一部屋なら……？」

　お兄さんがおずおずと申し出てくれた。

　渡わたりに船とはこのことで、本当にありがたいことだと思うんだが──。

　何か問題でもあるのだろうか？

「昨夜ゆうべは別々の部屋に泊まられたので……」

「あ、ああ～！　はいはい、はい」

「不都合があるのかと、その、思ったのですが」

「いやあ、特に何もないですよ。お前も同じ部屋でいいよな？」

「……はい」

　こくりとうなずくユミエル。

　家でも別々に寝ねてるから、宿でも別室にしようと思っただけだ。

　一部屋しかないならそれでいい。恥はずかしがるような仲でもなし、今日のところはこいつと同室でいいだろう。

「では、ご宿泊ということで……？」

「はい。お願いします」

「かしこまりました」

　不思議そうにしながらも、お兄さんは鍵かぎを渡してくれた。

（これでどうにか二日目の夜も、屋根のあるところで眠ねむれそうだな）

　俺はほっと胸を撫なで下ろし、ユミエルを連れて部屋へと向かった。

　そして順番にシャワーを浴びて、いざ寝る段階になったんだが──。




「…………」

「…………」

「………………」

「………………」

（き、気まずい……っ！）

　隣となりに並んだベッドの上で、なぜか俺たちは寝ね間ま着き姿で向かい合っていた。

　さっきまで「いいお湯だった」とか「昼間は楽しかった」とか言っていたんだが、ふと会話が途と切ぎれた瞬しゆん間かんからこれだ。

　俺は無駄に緊きん張ちようし、変に咳せき払ばらいをしてそっぽを向いた。

「さ、さーて。もう寝ようかな」

　これも不自然な言動だ。言う必要のない言葉だろう。

　何をそんなに焦あせっているのか、俺は自分でも分からないままに横になった。

「それじゃ、お休み」

　タオルケットをかけて目を閉じる。

　しかし近くにユミエルの息いき遣づかい、気配を感じ、眠気はちっとも訪おとずれなかった。

（考えてみたら……）

　ひとつ屋根の下で暮らしちゃいるが、これまで部屋は別々だった。ユミエルはメイドとして俺に接し、プライベートな姿を見せたことはほとんどなかった。

　そこに来てこれだ。リラックスした態度、濡ぬれた髪かみに寝間着姿。メイドじゃない、従業員でもない、女の子のユミエルを、俺は妙みように意識してしまって──。

「……ご主人さま」

「……っ！」

　思わず声が出そうになった。

　すんでのところで食い止めて、俺は静かに体を起こす。

「ど、どうした？」

　やっぱり硬かたいな。自分でも分かる。そんな態度の俺に対し、ユミエルはどこまでも自然体だ。涼すずやかな目で俺を見ると、あいつは突とつ然ぜん、頭を下げてきた。

「え？」

（なんで？）

　俺が目で問いかけると、ユミエルはそっと口を開いた。

「……この度たびはバカンスに連れて来ていただき、ありがとうございました」

「あ、ああ、そのことか」

「……はい。言おう言おうと思っていましたが、なかなか機会がなく」

「いや、そりゃまあ、仕方ないって」

　夜よ逃にげのように連れ出して、飛ひ竜りゆうでぶん回してすぐ就しゆう寝しんだったもんな。

　今日は今日ですぐに観光に出かけたし、街中ではなかなか切り出す機会もなかっただろう。事情を理解して、俺は頭を上げるように言った。

「お礼なんて別にいいって。お前は一いつ生しよう懸けん命めい働いてくれているからな。どこかでしっかり休んでもらおうとは、前からずっと思ってたんだ」

「……ただ休ませるだけなら、休日を与あたえるだけで良かったはずです。それなのにここまで連れて来ていただいたことは、ご主人さまの配はい慮りよだと考えています」

「うっ……！」

　仰ぎよう々ぎようしく言われると焦るな。

　だけどまあ、違ちがわないこともないか。こいつにはもっと人生の楽しみというか、色んなものを知って欲しいと思っていた。

　なぜそんな風に思うのかは分からない。だけど今回のバカンスも、自分一人で遊びに行くことは考えられなかった。

「……この度のことだけではありません。わたしはご主人さまに会えて、本当に良かったと思っています」

「それは俺も同じだな。あそこでお前と会えて……うん、良かったと思う」

「……そうであれば、幸いです」

「ああ」

「……これからもよろしくお願いしますね」

「うん、こっちこそよろしく」

　話していると、次し第だいに心が落ち着いてきた。

　そうだ、変に意識することもない。俺は俺、ユミエルはユミエルだ。

　出会ってから一年半、こう言うと変な風に思われるかもしれないが──。

　今では家族のように思っている。

（うん……これまでありがとう。これからもよろしく、だな）

　今回のバカンスは、それを確かく認にんするいいきっかけだったのかもしれない。

　ユミエルと向かい合いながら、俺は穏おだやかな気持ちになっていた。

「それじゃ今度こそ寝るわ」

「……はい。お休みなさいませ」

「ああ、お休み」

　軽く笑って横になる。

　今度はすぐに眠気を感じ、俺は気持ちよく意識を手放していった。
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　初めに感じたのは波の音だった。

　遠くで響ひびくさざ波の音。それに優やさしく揺ゆられながら、俺はそっとまぶたを上げる。

「すぅ……すぅ……」

　隣のベッドにはユミエルがいた。

　可愛かわいらしい寝ね顔がおだ。胸むな元もとに朝日が差して、少し神こう々ごうしいようにも思える。

（そういえば）

　こいつの寝顔を見たのは初めてだったな。

　いつも淡たん々たんと無表情で、人形のようだとも言われるようなやつだった。

　それがこんなにも無む邪じや気きな顔で、歳とし相応な寝顔を見せているなんて──。

「ふふっ」

　なんだか無む性しようにおかしくなって、俺はユミエルを起こさないよう、あくまでそっと、静かに笑った。

（さて、バカンスも三日目か）

　昨日は穏やかに過ごしたから、今日は派手に遊びたいな。

　具体的に言うと海で盛大に泳ぎたい。ボート遊びや海うみ釣づりもよく、俺は子どものようにワクワクと、胸が高鳴っていくのを感じていた。

（ちょっと早いけど）

　もう起きて、準備を始めておこうかな？

　そんなことを思いながら、グッと体を起こそうとしたところで、

「…………ん？」

　両りよう腕うでに違い和わ感かんを覚えた。重い。なぜか腕が上がらない。

　まるで誰だれかにしがみつかれているかのようだ。

「って!?」

　冗じよう談だん半分で予想を立てたら、まさかの的中、大正解だった。

　俺の右腕にメリッサが、俺の左腕にルートゥーが、それぞれコアラのようにしがみついて眠っている。

「むにゃむにゃ～」

「わはは～」

　楽しい夢でも見ているのだろう。

　微笑ほほえむ白黒コンビに、俺は「しょうがないなあ」などと思うと、

「ていっ」

　窓の外へと、少女二人を放ほうり捨てた。

「きゃああああっ!?」

「な、な、なんだー!?」

　宿の庭をころころ転がる姿が見えた。

　それを最後まで確認せずに、俺は黙だまって窓を閉める。

　ちゃんとカーテンまで閉めた。このまま何も見なかったことにしたい。

「こらっ！　タカヒロ、何をするのだ！」

「ひどいよ～！　ちょっと切なかったよ！」

「お前らさぁ……」

　こういうところが厄やつ介かいなんだよ！

　力ちから尽ずくで窓を開け、あるいはワープしてくる人外どもに、俺は額を押さえてギュッと目を閉じた。

「どこからツッコんでいいのやら……」

「うん？　どうした？」

「何かおかしいところ、あったかな？」

「全部だよ、全部ぅ！　お前らなんでここにいるんだ!?」

　色々言いたいことはあったけど、結局のところはその一言に尽つきた。

「今回の旅行、プライベートなんですけどね？」

「我われもそうだ！　お前が移動する気配を感じ、合流しに来たぞ！」

「わたしもそうだよ～。ちょっと手間取ったけど、ちゃんと会えたね？」

「怖こわいよ～！　怖いよ～！」

　話が通じないところも怖いし、化け物じみた追つい跡せき能力も怖い。

　アルティのストーキングなんてかわいいものだったな。カンストレベルの追跡者どもに、俺はシーツを被かぶって大いに震ふるえる。

「今回は出来れば帰っていただく方向で……」

「な、なぜだ!?　バカンスと聞いて、喜び勇んで来たというのに！」

「ダメ、かな？　わたしもできれば、一いつ緒しよにいたいんだけど……」

　涙なみだ目めと上うわ目め遣づかいで見られ、ちょっとひるんでしまう。

　い、いや、しかし！　ここは断固としてだな！

「……構わないのでは？」

「ユ、ユミィ？」

「……思い切って受け入れれば、かえって楽しめると思いますよ」

　あれだけ騒さわげば目も覚めるか。

　いつの間にやらユミエルが、ベッドサイドから俺を見つめていた。

「……ここで無む理り矢や理り追い返しても、ただ消しよう耗もうするだけかと」

「そりゃまあ、そうだけど」

「……どうしても負担になるというのなら、期日を絞しぼって相談してみては？」

「うーーーん……」

　腕を組んで考え込む。

　確かに、無理矢理追い返しても疲つかれるだけか。どうせ素す直なおに帰らないだろうし、ここまで来られたら諦あきらめるべきかもしれない。

「分かった！　合流を許す！」

「おお！」

「やった♪」

「ただし、ここにいる間だけだ！　それ以上の同行は許さん！　それでいいな？」

「うむうむ、それでいいぞ」

「ありがと～！　ユミィちゃんもありがと～！」

（ほんとに大だい丈じよう夫ぶか？）

　一いち抹まつの不安があるものの、言って聞かせれば分かるやつらだ。白黒コンビの理性を信じ、俺は今日から数日間、二人も入れて行動することを決めた。




「わーーはははははっ！」

「やっほー♪　タカヒロくーん！」

　青い海で大いにはしゃぐ少女たち。イルカに乗った彼女らは、なんてことはない、今朝方合流した白黒の二人だ。
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　水着に着き替がえた聖女とドラゴンは、先ほどからずっとイルカに乗って楽しんでいる。それを浅あさ瀬せのところからぼんやり見ながら、俺は「元気なもんだね」とつぶやいた。

「さて、こっちはこっちで楽しむか」

「……はい」

「とは言っても、半分練習なんだけどな」

　視線を戻もどして手元に集中。そこには同じく水着姿のユミエルがいた。

　こちらは胴どうに浮うき輪を通して、俺の手を取り、一生懸命バタ足をしている。

　実はユミエルはカナヅチのようで、水に浮くにも一苦労といった有り様だった。それではボートにも乗れないと、こうして練習に励はげんでいるわけだ。

「……申し訳ありません。お手を煩わずらわせて」

「いやなに、新しん鮮せんでいいよ。ユミィもアヒルみたいで可愛いしな」

「……頑がん張ばります」

　ちょっと恥はずかしかったんだろうか？

　うつむき、真しん剣けんな表情を見せるユミエルに、俺は笑って付き合った。




　ここはエールシルトが誇ほこる海水浴場、その一つである「青の泉」だ。

　透とう明めい度が高く、青く輝かがやく三日月形の入り江え。ここから海が生まれ出る、なんて与よ太た話もあるくらいで、それゆえに泉なんて名前を持っていた。

（本当かどうかは知らないけどさ）

　さすがに綺き麗れいだと、水の中からそう思う。

　こうして泳いでいると、どこか怖いような、だけどずっとこうしていたいような──。

　不思議な気分になってきて、俺は一度、水面みなもへと上がった。

「ぷはっ！」

　浅瀬に戻って顔を拭ぬぐう。そのままそこに腰こしを下ろすと、沖おきからぱちゃぱちゃとバタ足のユミエルがやってきた。

「……お見事です」

「いや、お前もなかなか上達したよ」

　付き添そいは必ひつ須すながらも、何とか一人で泳げるようになっている。

　そばにいるメリッサも微笑みながら、ユミエルの浮き輪をそっと押した。

「もう浮き輪がなくても大丈夫かもね？」

「……いえ、まだそこまでは」

「ちょっと怖いか」

　三人で波打ち際ぎわまでやってきて、そこで座り直して沖合を見る。

　どこまでも続く大おお海うな原ばら、この入り江もその一部だ。浅瀬で死ぬ人もいるそうだし、ちょっとの油断が命取りになることもある。今年は練習、泳ぐのは来年からだ。そんな想おもいでユミエルを見つめ、ユミエルも真しん摯しな目をしてうなずき返し──。

「タカヒロ～♪」

「ぐえーっ!?」

　ちょっと真面目まじめにしたらこれだ！

　後ろから大きな衝しよう撃げき、ルートゥーが俺へと飛びついてきていた。

「タカヒロ、言われた通りにイルカを返してきたぞ？」

「あ、ああ。偉えらいな」

「そうであろう、そうであろう！　我われはお使いもこなせるのだ！」

「ふふーん！」と胸を張るドラゴンさん。

　そんなルートゥーをさらりと流し、「しかし」と区切って話を続ける。

「どうなることかと思ったけどさ」

「うん？」

「お前らがいて良かったかもな」

「え？　そ、それって……！」

「ああ。結構楽しんでるよ」

　それは噓うそ偽いつわりのない本心だった。

「俺とユミィだけだと、のんびり泳ぐだけで終わりそうだったからな」

「……ですね」

「それはそれでゆっくりできていいんだけど、やっぱり海ははしゃぎたいというか」

「そうだよ！　その気持ち、分かる！」

「夏の海は男も女も熱くさせるからな！」

　前から後ろから同意の言葉が飛んできた。

　ユミエルも同じように感じていたんだろうか？　静かにうんうんとうなずいているが、いつもより力が入っているように見えなくもない。

「……早くわたしも魚のように泳ぎたいです」

「おおっ！」

　やっぱり燃えていたな！

　ユミエルが見せた情熱に、俺の体まで熱くなってくるみたいだった。

「それなら早さつ速そく、練習だな」

「……はい」

「バタ足ばかりじゃ芸がないな。今度は水に潜もぐる練習でもするか？」

「……死ぬ気で挑いどみます」

「世界が終わったかのような顔をすんな」

　そんな悲痛な覚かく悟ごで挑むことでもない。

　世の中には便利なアイテムもあることだし、

「って、そうだよ！　あれだあれ、あれがあった！」

「……？」

「ちょっと待ってろよ。いいもの出してやるからな、っと」

　アイテム欄らんを素早く操作し、目当てのブツをさっと取り出す。

《人魚の秘薬》。水中で呼吸が出来るようになる薬品だ。これさえあれば溺おぼれる心配は皆かい無む！　たとえ潮に流されたって、俺なら十分に救助できる自信があった。

「はい、こいつをフラスコからぐいっといって！」

「……ぐいっと」

「そうそう！　それじゃ続いて俺たちも」

「「ぐいっと！」」

　水色の薬を一気にあおる。ブルーハワイっぽい薬の味は、これが《人魚の秘薬》であることの証明みたいなものだった。

「ふー、さてと。行くぞ！」

「……えっと。その、どちらへ？」

「海の中だ！　そんな浮き輪もしまえしまえ！」

「……は、はい」

　浮き輪はすぽーん！　と引っこ抜ぬいて、空いた瓶びんとまとめてアイテム欄にしまう。

　ユミエルは少し不安そうだったが、なに、すぐに気づくだろう。

「大丈夫。水の中でも息が出来るようになってるから」

「……それは」

　まだ半信半疑といったところか。そんなユミエルの手を引いて、俺は深い方へと近づいていく。ユミエルのお腹なかが、胸が、あごが、少しずつ水に浸つかっていって──。

「……！」

　あいつがキュッと目を閉じたところで、俺たちは海の中へと潜っていった。

　ふわっと髪かみの毛が浮かび上がる感かん触しよく。ユミエルはおずおずと目を開いて──。

　そして、見た。

「あ……」

　揺ゆらめく陽光。水色の世界。海底の砂はなだらかに波打ち、まばらに生えた海かい藻そうの横を、小魚の群れがサーッと通り過ぎていく。

　息苦しさはなかった。それはきっとユミエルも同じだ。だけど呼吸も忘れたように、ユミエルは白く、青く、明るい世界に見入っていた。

「ほら、行くぞ」

「あ、え？」

「バタ足。練習しただろ？」

「は、はい」

　遠浅ではないが、ここは平へい坦たんな地形が続く海域だ。

　そこを沖の方まで泳いでいこうと、俺は誘さそうようにユミエルの手を引いた。

　釣つられてあいつは足を動かし、ゆっくりと、俺と並ぶように進んでいく。

「苦しくはないか？」

「それは……その、はい。大だい丈じよう夫ぶです」

「なら良かった。じゃあ効果が切れるまでの一時間、じっくり楽しんでくれ」

「はい……」

　言われるまでもないみたいだ。

　俺と手を繫つなぎ合ったまま、気もそぞろに辺りを見つめ、ぼんやりとしてはまた視線をどこかへ巡めぐらせて──。

　気持ちは分からないでもない。普ふ通つうに泳ぐよりもずっと自由に、自然体のままで海の中を漂ただよえるからな。息いき継つぎの必要もなければ、急いでどこかへ向かう必要もない。マンタのようにゆったりと、俺たちはどこへともなく泳いでいく。

「……ご主人さま」

「うん？」

「その……あの……」

「いいよ、言わなくて。だいたい分かる」

「……はい」

　感動で胸がいっぱいになっているんだろうな。ユミエルには表情らしい表情がないが、感極まったということくらいは俺にも分かる。

　いつもより強く握にぎられる手、そしていつもより近い距きよ離りに、俺はまたしてもユミエルの新しい一面を見たような気がして、

「すっ」

「すすすっ」

「……ん？」

　一いつ瞬しゆん、影かげが差したと思ったら、俺の背中と腹に白黒コンビが抱だき着いてきた。

　なんだ？　コバンザメごっこか？　微笑ほほえむふたりは、しかし、挙動が何だかおかしい。

「水中なら……」

「これくらいの接近は……」

「「大丈夫！」」

「じゃないっての」

　水中でピシパシとでこぴんをするものの、ふたりはひるむことなく俺に抱き着いてくる。

　それどころかますます力を強くして、なんだかテンションがおかしなことになっているようだった。

「さすがはタカヒロだ。ロマンというものを理解しておる」

「素す敵てきだよね～。わたしも一いつ緒しよに泳ぎたいな～」

「今、まさに泳いでるだろうが！」

「ふたりきりがいいの！」

「せめて順番にしてくれ！　順番！」

「三番目でもいいから！　ちょっとだけでもいいから！」

「なんだか怖こわいぞ！」

　ふんふんと鼻息荒あらく迫せまってくるコンビ。

　そしてまだぼんやりとしているユミエルを連れて──。

「なにこれ～……」

　コバンザメというよりは団子のような状態で、俺は美しい海を流されていった。
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「無人島、上陸！」

　海中遊泳、水中散歩、諸もろ々もろを楽しんだあとはお昼ご飯だ！

　ただの昼食じゃない。せっかくのバカンスだし、ここはＢＢＱバーベキユーでもやろうかという話になった。するとメリッサのやつが「いい場所を知っている」というので、転移魔ま法ほうで連れてきてもらったが──。

　そこがなんと無人島！　周りに島影もないような無人島オブ無人島だった！

「いやー、よくやった！　ナイスアイデアだ！」

「えへへ～」

「浜はま辺べのバーベキュー場とかめちゃくちゃ混こんでるもんなあ」

　人混みが苦手とか言う前に、そもそも場所が取れるかどうかが問題だった。

　そうした問題に出した答えが無人島。周りを気にせず騒さわげるし、スペースも十分、広々と使うことが出来る。斜ななめ上の答えではあったが、俺にとっては満点以上の答えだった。

「しかし、よくこんなとこ知ってたな」

「あっ、うん。ここね、航路からも遠くてね？」

「うん」

「いざという時の隠かくれ家に使えるなって、ずっと思ってたの」

「はい」

　そういえばメリッサはそういうやつだった。

　まさか刺し客かくもここまでは追って来ないだろうし、そういった意味でもこいつには楽しんでもらおう。

「さて、気を取り直してだ！」

「うん！」

「うむ！」

「バーベキュー、やるぞ！　まずは火起こしからだ！」

「……はい」

　金かな網あみや燃料、食材だけは買ってある。

　簡易的なコンロはパパッと作れるし、火起こし自体もそんなに時間はかからない。

　こうやって声かけをしながら進めれば、二十分もしないうちにメシの準備が整うはずだった。

「俺は枯かれ枝とか拾ってくるからさ。お前らは食材とコンロの方を頼たのむ」

「「「はーい」」」

　ついでに水も探してこようか？

　いや、四人だけなら手持ちのものだけで十分か。

　そんなことを考えながら、俺が森の中へと入っていくと──。

「ん？」

「え？」

「あれ？」

「あ、あら？」

　ちょっと進んだところで、何やら見慣れた顔を見た。

　これって誰だれだ？　金きん髪ぱつ縦ロールのお嬢じよう様さま？　フランソワっぽいけど、まさかフランソワじゃないだろう。

　後ろには生徒たちの姿も見えるが、多分きっと、俺の幻げん覚かく──。

「あっ!?」

「フランソワ様!?」

「フランソワ様ーっ!?」

　金髪の少女がどさりと倒たおれ、後ろにいる生徒たちが駆かけ寄っていた。

　彼ら、彼女らは口々に「フランソワ」と叫さけんでいるが、

（ど、どういうことだ？）

　見知らぬ島、それも無人島での遭そう遇ぐうに、俺は言葉もなくして混乱していた。
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「つまり、お前らは漂ひよう流りゆうしてきたと？」

「はい……」

　名前もない無人島、その砂浜で俺は三十人もの生徒たちと向き合っていた。

　どれも見慣れた顔だな。二年Ｓ組の生徒たちだ。フランソワを筆頭に、彼らはみな、水着にパーカー、サンダルと、やたらとラフな格好をしていた。

「話せば長くなるのですが……」

「手短に」

「はい。私わたくしたちは修学旅行でエールシルトを訪おとずれて……」

　そこからの話は、耳を疑うようなものばかりだった。

　実はこいつらは俺のすぐ近くにいて、同じ日にプライベートビーチでヨット遊びをしていたという。優ゆう雅がに船を浮うかべての貴族の遊び、それは危険のきの字もないようなもののはずだったが──。

「なぜか潮に狂くるいが生じ、こんなところまで流されてきたと」

「はい。あの不自然な潮流……恐おそらくは大だい海かい獣じゆう、クラーケンの仕し業わざです」

「また出たのか？　今年はもう、勇者に倒たおされたのに？」

「つがいがいたのかもしれません。過去にもそういった例はありました」

「そっか……」

　一通り聞いて後ろを振り返る。

　水平線の向こう、そこにはうねる触しよく腕わんがあり──。

　ここからもはっきり見える時点でお察しくださいだ。あれは大海獣クラーケン。地中海を荒あらす恐きよう怖ふの巨きよ大だいモンスターだった。

「ほー、烏賊いかか。我われが倒してこようか？」

「止やめろ！　無む駄だな騒さわぎになる！」

　小声でルートゥーをたしなめる。混こん沌とん龍りゆうなら巨大烏賊クラーケンぐらい倒せるだろうが、そんなことをしたらかえって騒ぎが大きくなる。

　こっそり倒せば「一体地中海で何が起きているんだ……!?」となり、大々的に倒せば「混沌龍の襲しゆう来らいだあああああああっーっ!!」となる。どちらに転んでも救助や救きゆう援えんが遅おそくなりそうで、かえって問題を複雑化させる恐おそれがあった。

（大人しく救助を待つしかないか）

　仮にもここにいるのは王おう侯こう貴族や大商人の子息、子女たち。

　そこに隣りん国ごくの王女まで交ざっているんだ。可か及きゆう的てき速すみやかに勇者が呼ばれ、クラーケンを駆く除じよして救助隊がくるはずだった。

（しかし、今日明日には無理だろうから）

　何日か、あるいは一週間以上、ここで耐たえ忍しのぶ必要がある。

　海に出れば大海獣の餌え食じきだ。海流で引き寄せられて海のもくず、そうでなくともまともに陸地には向かえない。それがクラーケンの厄やつ介かいなところで、毎年夏に律りち儀ぎに駆除されている理由なんだが──。

（ああああああ、もおおおおっ！）

　諦あきらめろ。思考を逸そらすな、俺！

　この場で大人は俺しかいない。そして仮にも俺は実技担当の講師だ。

　俺が何とかしなくちゃいけないんだ。そんな責任はどこにもないけど、仮に見捨てたらこの事故の元げん凶きよう扱あつかいされかねない。

「じゃあ……サバイバル、するしかないな」

「はい……」

「この島で、みんなで生き残ろう」

「は、はい」

「課外授業を、始めます……っ!!」

「はいっ！」

　振ふり絞しぼるように言った言葉。

　それを受けて、フランソワは向日葵ひまわりのように明るく笑った。

　生徒たちも声を上げて喜んでいる。九死に一生を得た思いなんだろうな。まさにその通りではあるのだけど。

（くそっ！　クラーケン、いつか殺す!!）

　そう胸に誓ちかいながら、俺はすっくと立ち上がった。

「まあ、遭そう難なんしたのはしょうがない。運が悪かったと思って、俺みたいにさっさと気持ちを切り替かえていけ」

「先生も遭難されたのですか？」

「あ、ああ、うん。お前らみたいに流されてきたんだ」

　そういうことにしてある。

　ここは偶ぐう然ぜんということにして──。

（なんかドロテアがすごい目で俺を疑っているっぽいけど……）

　まあいい。これも気がつかないふりをしておこう。

「さて、改めて授業の開始だ。今、俺たちが置かれているのは、水もない、食料もない、ないない尽づくしの危機的状じよう況きようだな」

「はい……」

「ないものはないからしょうがない。だから、あるものをうまく利用して、必要なものは新しく作って、この島でしぶとく生き残るぞ。生きて、生きて、生き延びたら、勇者があれを始末してくれるだろ」

　俺が指差すはるか先には、孤こ島とうからの脱だつ出しゆつを拒こばむ最大の障害が見えた。

　夏の地中海に現れるユニークモンスター。八本の足と二本の触腕を振り回す白い悪あく魔ま。クラーケンは一層元気に、飛ぶ鳥にまで水すい弾だんを撃うって叩たたき落としていた。

「ほら、いつまでも見てないで気持ちを切り替えていくぞ」

「「「は、はいっ！」」」

「俺が持つサバイバル・テクニックをお前らに叩き込んでやる。全員ちゃんと覚えて、鼻歌交じりで生き残れるようになれよ」

「「「はい！」」」

　大きな返事。萎なえかけていた気力がよみがえりつつある。

（うん、これなら何とかなるか）

　だけど油断はできない。ここは街じゃなくて島だ。当然のように魔物が出て、危険な動物も潜ひそんでいそうな野生の中だ。

　果たして、総勢三十名の少年少女たちは、この無人島で生き残ることができるのか。

　それは、これからの俺の教えにかかっていた──。




「ねえねえ、ユミィちゃん。先生してるタカヒロくん、かっこいいね」

「……ですね。ご主人さま、凛り々りしいですよ」

「ふふふ、さすが未来の我が夫だ。群れを率いる姿も、決まっておるぞ！」

「……お前らさあ」

「な～に～？」

「気が抜ぬけるから、どっか行っててくんない？」

　恥はずかしさも手伝って、ユミエルたちにつれない言葉をぶつける俺だった。
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　人が生きるにあたって、最も必要なものとは何か。

　それは水だ。汗あせとなって流れ落ちる水。尿にようとなって排はい泄せつされる水。吐と息いきに混じって蒸発していく水。人の体は乾かわいていたとしても、水分を積極的に排出するようにできている。

　だから人は、何よりもまず水のことを考えなくちゃいけない。出ていった分だけ、水分を取り込まなくちゃいけないんだ。人は飢うえよりも早く渇かわきで死ぬ。水だけで数週間の断だん食じきを成し遂とげた者はいるが、乾ひ物ものだけで同じ偉い業ぎようを達成した者はいない。

　体重の６０％近くが、水分で構成されている人間。食べ物よりもまず、水を飲まなければ死んでしまうというのは、よくよく考えれば当然のことではあった。

「と、いうわけで、これから水を探しに行くぞー」

「「「おー！」」」

　サバイバルの第一歩、水の調達を俺たちは始めた。

　水は大事、超ちよう大事だからな。それは冒ぼう険けん者時代に十分思い知っている。

　水の補給を怠おこたって、迷めい宮きゆうのド真ん中で脱だつ水すい症しよう状じように陥おちいったことがあった。そういった苦い経験から、俺は今でも瓶びん詰づめの水を１０リットル、必ずアイテム欄らんに入れている。

　これだけの量の水でも、人体に必要な量として考えると、五日分にしかならないというのだから驚おどろきだ。切り詰めて飲んだとしても、ギリギリ二週間もつかどうかだ。おまけに無理をすればするだけ、体は不調を訴うつたえ始める。

　俺は島の外周をぐるりと回りながら、こういった水の話を続けている。それを生徒は熱心に聞きながら、辺りをきょろきょろとうかがっていた。幸いにして目的のものはすぐに見つかった。先を歩いていた生徒がひとり、嬉うれしそうな顔で前方を指差す。

「先生！　川です！」

「おお、あったか」

「はい！」

「じゃあ、上流を目指すぞー」

「「「ええええええ!?」」」

　生徒が一いつ斉せいに俺の方を向いた。

　その顔には「そんなご無体な」「水を飲ませて」「この悪魔」と書いてある。

「川の水では駄だ目めなのですか？　見たところ、澄すんだ水のようですが」

　フランソワがおずおずとたずねてくるが、駄目なものは駄目だった。

「海水が混じっているから駄目だな。それにパッと見綺き麗れいでも、ここまで下流に来ると、細かい砂や泥どろが浮いているもんだ。水辺には魔物や動物も寄ってくるから、糞ふん尿にようも垂れ流されているかもな。と、いうわけで、胃腸が貧弱な人間様は、上流を目指さなきゃいけないわけだ。分かったか？」

「塩や砂はまだしも、糞尿は嫌いやですね、糞尿は……ははは」

　苦笑いを浮かべた男子は、小川からそっと離はなれ、上流を目指す俺のあとに続いた。

（ふむ。だいたいこんな感じか）

　俺たちが今いる島は、俯ふ瞰かんして見ると歪いびつな楕だ円えんの形をしている。その中心には小高い山がそびえ立っていて、その周囲を森が囲っていた。

　島の半径は南北に２キロ、東西に３キロほどだろう。なかなか広い島だ。面積に比例して緑は深く生おい茂しげり、上流を目指すといっても、街を歩くようにはいかなかった。

「ふっ、ふっ……」

　俺が枝葉をナイフで払はらい、続く生徒たちが道を広げ、踏ふみ固めていく。西海岸から出発し、島の中心部に向けて、なだらかな斜しや面めんを進んでいく。

　そして出発から一時間後、俺はようやく足を止めた。海岸線では太かった川の幅はばは、今は跨またげるほどに細くなっていた。その分、水の透とう明めい度が増している。微び細さいな土も汚よごれもなく、水面みなもから清せい浄じような空気が湧わき上がるようだ。

「よし。お前ら、ここの水なら飲んでいいぞ」

　俺の言葉にわっと沸わいて、生徒たちは両手で清水をすくい上げた。

　砂地からこんこんと湧き出る湧わき水みずは、渇いたのどには甘かん露ろのように甘く、その気がなくともいくらでも飲めそうだった。俺もお相しよう伴ばんに与あずかりつつ、夢中で水を飲む生徒たちを微笑ほほえましい気持ちで見守っていた。

「湧水ってこんなに美味おいしいんですね！」

「この味欲しさに、山通いしてしまいそうですよ」

「いやいや、いくら湧水でも、飲んでいいものと飲んじゃいけないものがあるんだぞ。土ど壌じようが汚お染せんされていた場合、湧水を飲んだら腹を下すんだ」

「ええっ!?　で、では、ここのはどうなんでしょう……？」

「ここは大だい丈じよう夫ぶだ。だってさ」

「清水しみずの花が咲さいているから、ですわよね、先生？」

　俺と男子の会話に割って入ったのは、案の定、フランソワだった。

　さすがによく勉強しているな。フランソワは水辺に咲いている、白く小さな花を撫なでて、にっこりと笑った。

「そうだ。この白いのが咲いていたら、そこの水は飲めるってことだ。この花は汚染に敏びん感かんだからな。いくら見た目が綺麗でも、毒水が湧いているところには絶対に咲かないんだ。都会暮らしのお前らが世話になる機会は少ないだろうが、まあ、覚えておけ」

「「「はい！」」」

　小さく可か憐れんな花を心に刻んで、生徒たちは大きくうなずいた。

　そして十分後、水分補給を終え、空き瓶びんや空の容器に水を詰めた俺たちは、来た道を引き返していた。

「これから助けが来るまでは、毎日これの繰くり返しだ。水を汲くんで拠きよ点てんに戻もどる。水を汲んで拠点に戻る。これをめんどくさがるようなやつは、冒険者でも早死にしてたな。水源の確保と、新しん鮮せんな水の常備は怠るなよ？」

「「「はい、先生！」」」

　いくらか通りやすくなった道を辿たどり、俺たちは森の中を進んでいく。

　清水が湧き出る場所を知り、水だけはあると確信した生徒たちの顔は明るい。だけど人間は現金なもので、一つの欲よくを満たすと、もう一つの欲が湧いてくるものだった。

「あ……」

　盛大な腹の音。大きな虫が鳴いているな。

　ひとりの生徒が恥ずかしそうに腹を押さえたが、こればかりは仕方がない。

「腹が減ったよな。それじゃ、食料を探そうか」

「おおっ！」

　興奮する男子たち。なんだ？　食しよく欲よく以上のやる気を感じる。

「いや、先生。実はですね？」

「上流階級では『南海冒険譚たん』なる絵本が流行はやっていたのですよ」

「はあ」

「かくいう私も幼い頃ころは憧あこがれました」

「主人公のようにパンの実を採り、野鳥と共に焼いて食すシチュエーションに！」

　生徒たちの鼻息が荒あらい。なんか無む駄だにテンション高いな。

　そんなやつらを落らく胆たんさせるのは趣しゆ味みじゃないが──。

「先生、実は僕、狩かりの腕うでには自信がありましてね」

「俺は、一日で三頭の鹿しかを仕留めたことがあります。その時、父上から譲ゆずり受けた家宝の弓がこれですよ」

「どっから取り出した、どっから」

　自信たっぷりに、弓の弦つるをびょんびょんと鳴らす男子たち。貴族のたしなみとして、武器ぐらいは常時身につけているんだろう。気づけば一部の女子たちも、ポシェット型のマジックアイテムから見事なあつらえの弓を取り出していた。

　気分はすっかり狩かりゆう人どだな。遭そう難なんでへこんでいた気持ちはどこへやら、やつらは早くも今の状じよう況きようを楽しんでいる。

（それを油断と言うんだけどな）

　俺は短く嘆たん息そくし、自分も懐ふところからサバイバルナイフを取り出した。

「分かった。じゃあ、狩るぞ」

「「「はい！」」」

「果くだ物ものを」

「「「はい！」」」

「「「……え？」」」

　俺は【ハイジャンプ】で跳とび上がり、右手に持ったナイフを横よこ薙なぎに振ふった。

　着地して、ナイフを鞘さやに仕し舞まい、呆あきれたように両手を広げてみせる。その手の上に、オレンジのような果実が、ボトッ、ボトッと落ちてきた。

「あー、うんうん。美味うまい美味い」

　手で皮をむき、果肉を口の中に放ほうり込みながら、俺は生徒たちに声をかけた。

「ほら、腹が減ってんだろ。あれ、取ってこい」

「……釈しやく然ぜんとしないっ！」

　獣けものを狩るとばかり考えていた生徒たちは、予想外の状況にがっくりと肩かたを落とし、名残なごり惜おしそうに弓と矢をしまった。

　まあ、こうなると思ってたんだよ。サバイバルとか案外地味なもんだからな。

「おお、これも食えるな。ほら、この草、生で食えるぞ」

　清流沿いに生えるセリのような植物の茎くきをかじり、俺はずんずんと進んでいった。

　その後ろを亡ぼう霊れいのような生徒たちが続く。彼らは果物を、あるいは野草をかじりながら、無表情にぞろぞろと歩いてきていた。

（しかし……）

　思ったよりも食えるものがないな。

　十人くらいなら賄まかなえるが、相手は食べ盛ざかりの三十人だ。

（木の実とか野草はちょこちょこ見つかるけど）

　やっぱり量がな。ボリュームが足りない。

「もう少し探たん索さく範はん囲いを広げてみるか？　あー、でも、奥の方には魔ま物ものがいるっぽいんだよな。俺とメリッサで、一度、島中を探索してみるかな……」

「呼んだ？」

「うおおっ!?　メリッサァァァ!?」

　森の木こ陰かげからひょっこりと顔をのぞかせた少女。桃もも色いろのシスターに、その場にいた全員が飛び跳はねて驚いていた。

　桃色のワンピースに着き替がえたメリッサは、同色のサンダルをぱこぱこ鳴らして近づいてくる。その無む邪じや気きな姿に、生徒たちはまだ胸を押さえて引いていた。

「こら、驚かすなよ」

　俺はこつんとメリッサを小こ突づいた。

　しかし彼女はえへへと笑い、俺にそっと顔を寄せる。

「ごめんね？　でも、タカヒロくんがピンチそうだったから、急いで来たんだよ。タカヒロくん、何を困っているの？」

「ん？　ああ、思ったより食べ物がなくてさ。栄養、足りるかなーって思って」

　道すがら集めていたものをメリッサに見せる。

　果物や木の実、野草の若葉や茎が少しだけある。やっぱり足りないよな。絶対足りないよな。そう思いながらメリッサを見ると、

「え？　食べ物って……これとこれ、食べられるよ？」

　嘆なげく俺に対し、メリッサはあっけらかんと答えてみせた。

　桃色のシスターは、手近に咲いていた赤い花と、枝なりに生なっていた小こ粒つぶの黒い果実をおもむろに摘つんだ。差し出されたそれを、俺は意外に思って見つめる。

「え、それ、食えたっけ？」

「うん、食べられるよ。あれと、あれも食べられるし、あれも大丈夫」

「ええっ!?　マ、マジか」

　俺たちがいた森、そのあちこちに指を伸のばすメリッサ。

（冒ぼう険けん者時代に、食べられる野草については結構勉強したんだけどな……）

　自分のサバイバル能力に、俺は少なからず自信を持っていた。

　しかし、世界は広く、俺は井いの中の蛙かわずに過ぎなかったということだ。なおも「食べられるもの」を指差すメリッサに、俺は両手を上げて完敗の意を示した。

「にしても、食料の宝庫だな、この島は。食えるもんだらけだ。このまだら色の紫むらさきキノコとか、絶対に食えそうにないんだけど、食えるんだな」

「うん、食べられるよ」

「これ、焼いて食うのか？」

「ううん、生で食べるんだよ。焼いたらダメ」

「生かぁー……俺、キノコを生で食ったことねえんだけど、腹壊こわさないかな……なあ、メリッサ。このキノコ、どうしても焼いちゃ駄だ目めか？」

「うん、焼いたらダメだよ。焚たき火なんてしたら、追っ手に見つかっちゃうよ」

「え？」

　ここでようやく、俺は異変に気がついた。

「食べられるもの」が多過ぎる。

　メリッサは、子どもでも知っているような有名な毒キノコさえ指差して、「食べられる。生で食べる」と口にする。メリッサの目からは光が失うせ、暗あん澹たんとした雰ふん囲い気きが彼女の周囲に漂ただよい始めた。

「この世に食べられないものなんてないよ。お腹なかを壊しても、治ち癒ゆの法術があるから大丈夫。でも、採り過ぎたらダメ。足あし跡あとを残してもダメ。焚き火なんて絶対にダメ。痕こん跡せきを残したら、怖こわい人たちがやってくるよ。一度気がつかれたら、何人でもやってくるよ。だから、何でも好き嫌きらいなく、生で食べるの。お腹を壊したら治癒の法術。お腹を壊したら治癒の法術。お腹を壊したら治癒の……」

[image: ]

「戻れ！　も、戻ってきてくれ、ハイライトさーん！」

　暗い笑えみを顔に浮うかべたまま、ぼそぼそと呟つぶやき続けるシスター。

　彼女を前に、生徒たちは生まれたての小こ鹿じかのように、足をカクカクと震ふるわせていた。
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　王立グランフェリア学園、高等部二年Ｓ組の生徒たちが、地中海に浮かぶ名もなき島へと漂ひよう着ちやくしてから夜が明けた。

　海流の狂くるい。着の身着のままの漂流。大だい海かい獣じゆうクラーケンの復活。

　さあ、絶望しろと言わんばかりの出来事が、若者たちへと襲おそいかかった。温室で育った子どもたちは、予期せぬ災さい禍かに巻き込まれた。

　着替えの服さえ持たぬ彼らに、無人島での一日は長い。夜よ闇やみが、乾かわきが、飢うえが、太陽が、彼らの心を疲ひ弊へいさせていく。

　救助が来る前に、必ず、脱だつ落らく者が現れる。

　彼ら自身、そう考えていたのだろうが──。

「タカヒロ、このサマードレスはどうだ？　燃えるような赤と模様が情熱的であろう？」

「はいはい、そうだな」

「……ご主人さま。競泳用水着とパーカー、ビーチサンダルです」

「はいはい、お前も似合ってるよ」

「タカヒロくん、これ、美味おいしいよ？　はい、あーん」

「はいは……ひいっ!?　毒キノコォ!?」

　無人島の西海岸、生徒たちの前で、四人の男女がいちゃついていた。

　砂すな浜はまに座り込み、木の棒の先せん端たんをナイフで削けずる。そんな俺にまとわりつき、キノコを差し出してくるメリッサ。ファッションショーに興じているのは、俺と共に暮らしているユミエルと、お隣となりさんのルートゥーだ。

　真夏のビーチを桃色に染め上げていく俺たちを前にして、生徒たちは悲ひ愴そう感になど浸ひたれるはずがない。いちゃつきながら作業を進めていく俺に対し、生徒たちはみな、「夏の地中海は綺き麗れいだなあ」などと、思考を明後日あさつての方向に飛ばしていた。

「よし、できた。おい、お前ら、集合ー」

「いよっ、タカヒロくん先生！」

「……ひゅーひゅー」

　囃はやしたてる少女たちの尻しりをぼいんと蹴け飛とばした俺は、集まってきた生徒たちの前にばらばらと数本の木の枝を放った。

「今日は、こいつを使って魚を獲とるぞ」

　俺がせっせと作っていたのはこの道具だ。

　長さにして１メートル。ほぼ直線に近い枝は見るからに硬かたく、先端は鋭するどく尖とがっている。持ち手となる部分には蔓つるが巻かれ、余計な枝はすべて払はらっておいた。

「それは、槍やり……いや、銛もり、ですか？」

　一人の生徒が、しげしげと枝を見つめながら質問をする。

「そうだ、銛だ。返しもついていないし、射出装置もないけど、まあ、お前らぐらいのレベルなら力ちから業わざで何とかなるだろ」

　拾い上げた銛を何度か回し、持ち手を相手に向けて差し出す。

　俺はもう一方の手で浜を指して、にっこりと微笑ほほえんだ。

「んじゃ、獲ってこい」

「「「ええええええええええっ!?」」」

　てっきり、手取り足取り教えてもらえるとばかり考えていたんだろう。

　しかし甘い、甘すぎる！　こういうのは実際にやってみるしかないんだ！

「んだよ、お前ら、泳ぎは得意なんだろ？　海に潜もぐって、銛で突つく。簡単じゃねえか」

「で、ですが……」

　王都が海に面しているだけあって、イースィンドは水に関するスキルも豊富だ。【水中呼吸】のスキル。【水上歩行】のスキル。【水流操作】のスキル。およそ水に関して考えられるだけのスキルを、イースィンドは開発、保有している。

　加えて、王立学園では水練にも力を入れている。夏場になると、週に三度も四度も行われる水練の授業。そこで生徒たちは類たぐい稀まれなる水泳技術を身に付けるんだ。海を、川を、そして池を泳ぐ生徒の姿は、しばしば、流れる水のようだとも讃たたえられる。

　水のスキルと水泳技術。二つが組み合わされば、余よ程ほどのことがない限り、溺おぼれるということはない。溺れる心配がなければ、魚の一いつ匹ぴきや二匹、すぐに獲れるはずだ。

　俺はそう考えて、渋しぶる生徒の内、数人を海へと放り込んだ。

「ヴァレリー。お前、槍が得意だったよな？　じゃあ、銛も扱あつかえるって。頑がん張ばれよ」

　そう言い残した俺は、砂浜でじっと動向を見守る。遠浅の海に腰こしを下ろした生徒たちは、赤毛のヴァレリーを中心に集まって、相談を始めていた。

「どうする……やるのか？」

「やるしかないだろう。やらなければ、今日も食事は果くだ物ものと草だけだ」

「でも、やれるのか？　僕は魚を棒で突くなんて野や蛮ばんなこと、したことがないぞ」

　男子たちが不安げに銛を持ち上げてみせる。

　この原始的な道具はなんだろう？　こんなもの本当に役に立つのか？　って顔だ。

　しかしヴァレリーは指名された手前、何やらやる気を見せていた。やつはぐるぐると銛を回すと、ビシッ！　とかっこよくポーズを決めてみせた。

「俺に任せろ。俺の槍やり捌さばきは水中であっても鈍にぶらない。父直伝の【アクア・ランス】を見せてやる」

「「「おおー！」」」

　ヴァレリーの頼たのもしい言葉に、周りの男子たちはわっと沸わいた。彼らの眼まな差ざしから尊敬の念でも感じたんだろう。赤あか髪がみの少年は、気を良くして勢いよく立ち上がった。

「見てろ。今からあの魚を突いてくる」

　前方を銛でヒュッ、ヒュッと二度薙ないだヴァレリーは、【水上歩行】、【水中呼吸】、【クイック・スイム】のスキルを発動し、いくらかの助走の後、華か麗れいなフォームで海の中へと飛び込んだ。

　まさに流れる水が如ごとく、海でゆったりと泳いでいる魚へと高速で迫せまるヴァレリー。

　どこまでも透すき通った地中海の水の中では、その姿は飛んでいるようにも見えて、華麗さに加え、たくましさ、力強さを感じさせた。

「くらえっ！　【アクア・ランス】！」

　目標に接近したヴァレリーが、青く輝かがやく銛を突き出す。【アクア・ランス】の効果で水の抵てい抗こうをなくした銛は、目にも留まらぬ速さで、灰色の大魚へと突き刺ささった！

　そして、大魚は木こつ端ぱ微み塵じんに弾はじけ飛んだ。

「……よし、次！」

「ちょっと待とうか、ヴァレリー君」

　何事もなかったかのように振ふる舞まうヴァレリー。

　そんな彼へと、仲間から容よう赦しやのない魔ま法ほうの水すい弾だんが放たれた。




　ヴァレリーたちはすぐにも魚突きに慣れていった。

　なかなかの大物を次々と仕留め、自じ慢まんげに銛を掲かかげる男子生徒たち。

　そんな彼らに「毒のある魚は獲らないこと」「トゲのある魚も避さけること」「沖には絶対に出ないこと」を言い含ふくめ、ついでにメリッサをお守もりにつけてその場を離はなれた。

（森での一件から、生徒たちはメリッサを怖がっているみたいだけど）

　安全面で言えばあれほど頼たよりになるお守りはいない。なんてったってカンストレベルだ。相手が半分死んでても生き返らせるヒーラーでもある。そんな聖女がそばにいれば、たとえ魔物が襲ってきたところで──。

（……大だい丈じよう夫ぶだよな？）

　笑顔で魔物をミンチにする聖女。生徒の怪け我がを逆再生のように元に戻もどす聖女。

　そんな場面がありありと思い浮かんで、ちょっと心配になったが──。

（まあ、大丈夫、大丈夫）

　そう自分に言い聞かせ、俺は次の漁を始めることにした。

「さて、と。ここらへんでいいだろ」

　西海岸から歩くことしばし。俺たちは島の南側へと移動していた。

　三日月形の入り江えとなった海岸は、西側とは違ちがってだいぶ深い。海に踏ふみ込めばすぐにでも胸まで沈しずむような、そんな極きよく端たんな地形となっている。代わりに波は穏おだやかで、群れをなした色とりどりの魚が、舞い踊おどるように入り江を彩いろどっていた。

「わあ……」

　幻げん想そう的な光景に、女子生徒たちがうっとりとした顔を見せた。

　男子たちは男子たちで、あごに手を当て、目を細めている。

「願いが叶かなうならば……」

「この入り江を切り取って、永遠に保存しておきたいですね……」

　生徒たちがそう思うほどに、無人島の南海岸は、一つの美として完成していた。

　そのうえヨットから運んできたボートがある。救命用の武骨なものだが、さすが貴族のものは品がある。

「まさかこれを、浮かべるんですか？」

　これから、この素す敵てきな入り江で何が始まるのだろうか。私たちは、一体、何をさせられるのだろうか。生徒たちの期待は高まっているようだ。

「もしかして釣つりでも……？」

　そっと手を挙げる生徒たち。

　うーん、釣りっちゃあ釣りだけど──。

「まあ、やってみりゃ早いか。弓を持ってるやつ、ボートに乗り込みな」

「ほほう。ようやく僕らの出番ですか」

「私、弓の腕うでには少々、自信がありましてよ？」

　またも弓を取り出して、びょんびょんと弦つるを弾はじく少年少女たち。

　やつらはボートに乗り込んで、もう待ち切れないとばかりに俺の方を向いた。

　しかし──。

「あれ？」

「先生、弓など何に使うのですか？」

　乗り込んでから気がついたのか、生徒たちはきょろきょろと辺りを見ている。

　鳥でも探しているんだろうか？　中にはしきりに空を見上げるやつまでいた。

　だけど違う。やることはさっきと同じだ。無む警けい戒かいに泳ぐ魚どもを、今ある道具で獲ろうとするならば！

「こうだ！」

　ヒュッ！　と鋭くナイフを放つ。

　それは優ゆう雅がに泳いでいた魚に突き刺さり、ぷかりと水面に浮うかび上がってきた。

「ええ……!?」

　情じよう緒ちよもへったくれもない漁法、それはボウフィッシング！

　文字通り弓で魚を射るやり方は、これがなかなか味わい深い。下手をすると釣りよりよほど効率的で、そういった点でも弓が得意な生徒に勧すすめられた。

「やり方は分かったな？　さあ、やってみろ」

「いえ……」

「ですが……」

「魚を弓で射るのですか……？」

「なんだよ。キツネやウサギはよくて、魚は駄だ目めな理由でもあるのか？」

「そういうわけでは……」

「ありませんが……」

　いまいちハッキリしないやつらだ。上流階級なりのこだわりか何かがあるんだろう。

　だけど魚を獲らないと食料がない。食料がないと生きてはいけない。それも分かっている生徒たちは、渋しぶ々しぶながらも弓を構え始めた。

「う～ん……」

　釈しやく然ぜんとしない顔で魚を射っていく生徒たち。

　回収は【水流操作】のスキルにお任せだ。ゆるゆると魚が流されてきて、それを生徒たちは引き上げていく。

「う～ん……？」

　なおも首を捻ひねりながら、次々と矢を放つ生徒たち。

　水面近くをたゆたっていた魚は、頭を矢で貫つらぬかれ、矢ごと水面へと浮かんでくる。それをまた引き寄せた男子生徒は──。

「意外に面おも白しろいな……」

　なんてつぶやいていた。

　あとは単純なもんだ。生徒たちは無言で海をじっと見つめ、大物を見つけては静かに矢を放っている。そんなやつらのお守りをルートゥーに任せ、俺は残った生徒たちと西海岸へと引き返していく。この調子なら、今日の釣ちよう果かには期待できるはずだった。




　これまでの授業の仕上げに入った。

　水の確保と食料の確保、それぞれのやり方は全部教えた。

　あとは火を起こして料理をしてって段階だ。ここまで来たら消化試合のようなもので、流れ作業のように終えることができる──はずだったが、

「げほーっ！　げほげほおっ！」

「おええ！　煙けむりが！　煙があ！」

「きゃあ!?　石の間に変な虫がっ!?」

「ああ、あああ！　枯かれ木の中にも虫がーっ!?」

　阿あ鼻び叫きよう喚かんの地じ獄ごくですか。たかが煮に炊たきで、なんでこうも混乱するのか。

「仕方ありませんよ、先生。みんなこういったことに慣れていませんから」

「お前は慣れてるみたいだけど？」

「私は領地でキャンプなどをよくしますので」

　照れたように笑うベルベット、スポーツ少女はアウトドアにも詳くわしかったか。

　揺ゆれるポニーテールを何とはなしに見つめ、それから視線を横へと移す。

「シスター!?　そのおぞましい生き物はなんですか!?」

「え？　タコだよ？　美味おいしいよ？」

「いやっ！　いやああああっ!?」

「悪魔の魚……！　悪魔の魚……!!」

　これですよ。気き丈じようなドロテアまで声を上げて逃にげ惑まどっている。

　最初はいい感じに進んでいたんだけどな。石を組んでかまどを作って、そこで火を起こして獲とってきた魚を焼いて食う。このような体験は初めてのようで、おっかなびっくりとしながらも、みんな期待で目を輝かせていたんだが──。

「……魚はこのように捌さばきます」

「ほ、ほ、本気ですか!?」

「内臓をかき出すなど、私にはとても……!!」

「ああっ……！」

　とうとう失神したやつまで出たよ。

　そいつの介かい護ごはユミエルに任せ、俺はかまどの間を回っていく。

「薪たきぎは燃えやすいものから順に、網あみ目め状に組んでいくのが基本だ。木と木は重ねずに、こうやって互たがい違いに置いていくんだ」

「それはどうしてですの？」

「空気の通りが悪くなるからな。火は酸素がないと燃えないんだよ」

「魔法で燃やしてはいけないのですか？」

「うん？」

「【フレイム・スフィア】で一気に着火してしまいましょう！」

「名案ですわ！」

「そうしましょう、そうしましょう！」

「は？」

「いきます！　【フレイム・スフィア】！」

「ちょっ……!?」

　カッ！　至近距きよ離りで炸さく裂れつする火球。

　その灼しやく熱ねつの炎ほのおを浴びながら、俺はサバイバルの難しさと、生徒たちを導く困難さを、これでもかってくらいに感じていた。
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「先生、服を作りましょう」

「何だいきなり」

　漂ひよう流りゆう四日目の朝、フランソワが燃えていた。

　服を作らなくてはならない。服を手に入れなくてはならない。彼女の目はやる気の炎で燃え盛さかっている。

　こういった熱意を感ずるや否いなや、即そく座ざに了りよう承しようするのが良い教師なんだろうが──あいにく俺は一いつ介かいの講師だ。あまり熱心な方でもない。三日かけて基き礎そ的な技術、知識を叩たたき込んだ今、もう俺に一いつ片ぺんのやる気も残っていなかった。

（ようやく生徒だけで煮炊きができるようになったのに）

　そのうえ服？　面めん倒どう臭くさいにもほどがあった。

「なんで服なんだ？」

「なにぶん急な事態でしたので、私わたくしたちには着き替がえがないのです。水着と、学園指定のパーカーと、ビーチサンダルのみ。私たち学生は、基本的にこの三つしか持っていません」

「そうか、大変だな」

「水浴びをする際に洗って乾かわかせば、衛生面では問題ないのでしょうが……着替えがないと落ち着かない、日に一度は着替えたいのが、年とし頃ごろの少年、少女というものなのです」

「まあ、そうだろうな」

「そこで先生の出番です！　森に果実を採りに出かけた者から連れん絡らくが入りました。『絹のような糸を吐はき出す魔ま虫ちゆうを見つけた』とのことです。彼らが持ち帰ってくる魔物素材の加工方法を、私たちにご教授くださいませ」

「は？」

「さあ、採取班がもうすぐ帰ってきますわ。先生、よろしくお願いします！」

「え？　えええええええ!?」

　輝かがやくような金きん髪ぱつ縦ロールのお嬢じよう様さまに、俺はずるずると引きずられていく。

　助けを求めて伸のばした手の先では、うちのメイドさんが、パタパタと小さな応おう援えん旗を振ふっていた。

（ドナドナかっ!!）

　そうは思うものの、俺を引っ張る生徒は増えるばかりで──。

　結局、抵てい抗こうらしい抵抗もできず、俺は森の中へと引きずられていった。




「先生、見てください！」

「シルク・ワームの糸がこんなに！」

　拠きよ点てんのある西海岸から、中心部に向かって歩くこと五分。

　鬱うつ蒼そうと茂しげった森の中に、ぽっかりと穴が開いたような広場があった。

　バスケットコートぐらいならば、かろうじて収まるだろうか。所々に切り株が生えた小さな広場は、島に比べたら虫食いの穴のようなものだ。その広場に、人の頭ほどもある繭まゆ玉だまを掲かかげた生徒たちがいた。スポーティーな少女ベルベットを中心に、銀髪の王女ドロテアなど、主だった女生徒たちがずらり。食料調達がてら、森の奥まで探検に出かけた者たちだ。そいつらはみんな、思わぬ収しゆう穫かくに浮かれていた。

（シルク・ワームなあ）

　存在自体は知っている。この目で何度も見たこともあった。

　大男の腕うでほどもある芋いも虫むし型の魔物だ。この魔物が落とす繭状の素材は、加工することで上等な絹となり、それは貴族社会においても高く評価されていると聞く。フランソワが普ふ段だん着ている服もシルク・ワームの絹だ。着き心ごこ地ちは折り紙つき、確かルートゥーも好んでそれを使っていたはずだ。

　そのような糸を吐き出す魔物が、この島にいるとは幸いだ。これぞ神の加護に違ちがいないと、生徒たちは喜んでいるみたいだったが、

（そういやこの島にもいたなあ）

　実はこの島にワームがいるのを、俺はすでに知っていた。

　それどころか、この島のどこに何があるのかすら、事細かに把は握あくしている。

　全部調査済みなんだ。生徒たちが眠ねむっている間、危険なものはないか、危あやうい地形はないか、全部全部調べて回った。王おう侯こう貴族の子し弟ていに傷でもつけようものなら、その場にいた俺にまで責任が及およぶからな。最悪、イースィンドから追放されるかもしれない。強きよう迫はく観かん念ねんにも似た思いから、俺は持てる力のすべてを使って無人島を駆かけ巡めぐった。

　島全体のマッピングを済ませ、滑かつ落らくしそうな岩を落とし、目につく魔物を駆く除じよしておいた。その結果として、ここは安全だと判断したんだ。そうでなきゃ生徒だけで食料調達に行かせたりはしない。

　安全の確かく認にん。水源の確保。食料調達方法の伝授。ここにはもう飢うえはなく、渇かわきもなく、危険すらもほとんどない。ここまでやれば、後は救助を寝ねて待つだけでいい。そうなるように整えたというのに──。

「先生、まずは下着を作りましょう」

「シャツの方が汎はん用よう性があると思うわ」

「一枚、大きな布があると便利ですよ！」

　見た目は子どもでも、こいつらも王おう侯こう貴族ということか。

　衣食住の内、食と住だけでは満足できず、貪どん欲よくに衣まで求めようとしている。

（まったく……サバイバル中だってこと、忘れてないか？）

　必要なのは、水と食料、安全な寝ね床どこ！　衣服などは二の次で、とにかく飲み物、食べ物、眠る場所の心配をしなければならない。遭そう難なん先で余よ裕ゆうがあるのはいいことだが、余計なことに興味を持つのはいただけない。それに何より、あの繭玉は──。

「あのな、お前ら。その繭玉、それだけだと糸にもならんぞ」

「「「ええっ!?」」」

　糸が絡からみ合い形成された繭玉は、煮にて解ほどけば絹糸になる。

　それは確かなんだけど、シルク・ワームの繭玉は少し特とく殊しゆな薬やく剤ざいがいる。

　ただの湯で煮ても柔やわらかくなることはなく、力任せに解こうとしても千切れるだけ。そんな繭玉を山ほど抱かかえて、一体こいつらはどうしようというのか。

「ポーションならまだしも、絹だぞ、絹。道具もいるし、煮るための薬剤もいるし、それなりに熟練した技わざもいる。お前ら、『ここに鉄があるから、今すぐロングソードを作ってみせろ』とか言われても困るだろ？　つまり、まあ、そういうことだ」

「そう、ですか……」

　浮うかれていたフランソワたちは、俺の言葉にしゅんとうなだれた。

　よほど期待していたんだろう。その落らく胆たんっぷりは見ていて痛々しいものがある。

　放ほうっておいても別に構わないし、すぐに立ち直るんだろうけど──。

（なんだかなあ）

　俺は頭をガリガリとかいて、ひょいと繭玉をつかんでみせた。

「裏技がある」

「えっ？」

「これを布にする方法はある。シンプルでいいなら服も作れるぞ」

「ど、どうするのですか？」

「【クラフト】を使うんだよ。製作系スキルで素材を糸に、糸を布に変えていく」

「あれは……職人でなければ使えないのでは？」

「実は誰だれでも使える」

「「「えええええ～～～っ!?」」」

　驚おどろきの声が上がった。まあ、そりゃあ驚くよな。

　製作系スキルは職人たちの専売特許。それがこの世界の常識みたいなものだ。

　だけど、

「使うだけなら誰でもできるんだよ。使いこなすのが難しいだけで」

「そういえば、【クラフト】は汎用スキルだと聞いた覚えが……」

「そう。簡単なものづくり程度なら、孤こ児じ院いんのガキでもやってるぞ」

「は～……そうなのですね……」

　これが【エンハンスメント】とか【アジャスト】とかの専門スキルになってくると、さすがに職人たちの独どく壇だん場じようになるんだがな。初歩中の初歩、【クラフト】程度ならば、理論上では幼児にも使えるはずだった。

「そうと決まったら【クラフト】の習得だ」

「お、お待ちください。繭の加工には薬剤が必要なのでは？」

「あれは一級品を作る場合の話だ。スキルを使わないやり方でもあるな」

「【クラフト】ひとつですべて加工できるのですか？」

「だから裏技なんだよ。やってる人はほとんどいないけどな」

　貴重な素材を、わざわざ質の落ちるやり方で絹にするやつはいない。

　だけど今は緊きん急きゆう事態だ。多少色つやが落ちたところで、何の問題もないだろう。

　大事なのは機能性。替えの下着や服ができる、その一点こそが重要だ。俺は改めて繭をつかむと、両手に力を込めて短く言った。

「【クラフト】」

　大事なのはイメージだ。繭が解け、一本の糸へと紡つむがれていくイメージ。

　しゅるしゅると音を立て、イメージ通りに繭玉が解け始める。同時にそれは回転し、わずかに膨ふくらんではまた回った。

「まずはこうやって解ほぐすんだ。繭玉をゆっくり回して、端はしの方から糸を出す。糸が出る度たびにちょっとずつ繭玉を小さくしていく。焦あせらず慎しん重ちように、だけど途と切ぎれなく紡いでいく」

「はい」

「急いだら糸が絡まる。さもなきゃ千切れてそこで終わる。慎重にやれよ。製作系スキルはイメージと慎重さが重要だ」

「はい」

「やり方はもう分かるはずだ。見せた時点で【クラフト】は伝わる。お前らもそろそろ準備を始めろ」

「はい」

「こうやって、最後に回転を速くして……！」

「……っ！」

「よし。出来上がりだ！」

　一いつ瞬しゆん、白く光ったかと思うと、次の瞬間には繭玉はすべて解けていた。

　一級品のような、真しん珠じゆのごとき輝きはない。しかし紛まぎれもない絹糸で、これを加工することでシルクの布が出来上がるはずだった。

「まあ、こんなところか」

　出来上がった糸を掲げてみせる。

　それを前にしたフランソワらは、目を輝かせて俺に拍はく手しゆを送ってきた。

「素す晴ばらしいです！」

「さすがですわ、先生！」

「いや、久しぶりだったから微び妙みようだな。もうちょい早くできたはず」

「またまた！　謙けん遜そんですわよ！」

「そのようなことを言われては、これから試ためす私たちが不安になります！」

　きゃいきゃいとはしゃぐ少女たち。学園ではツンと澄すましているけれど、やっぱり歳とし相応の無む邪じや気きさもあるんだよな。ドロテアなんかは変わらずむっつりしているが、いつも感じる敵意のような殺気のような、そういったとげとげしいものは感じられなかった。

「それじゃ、頑がん張ばれ。俺は一足先に布を作ってみる」

「きゃあ!?　ま、待ってください！」

「私たちも急いで糸を紡ぎますので……!!」

　途と端たんにドタバタと場が慌あわただしくなってきた。そこでのんびり糸から布を作りながら、俺は少女たちの【クラフト】を指導していった。

　何はともあれ、こうして無人島での服作りは進んでいく。糸を紡ぎ、布を織り、そこから下着やシャツを作り出していく女生徒たち。執しゆう念ねんとは恐おそろしいもので、その日のうちに着き替がえを一式揃そろえる者まで出てきたが──。

　逆にイメージが追いつかず、簡素すぎる服を作り上げる者までいた。

　ただまあ、いい経験にはなったのだろう。

　総じて彼女らの顔には、笑いと希望とが浮かんでいた。




　さて、その一方で、男子生徒はというと──。

「先生、余計なことをしてくれましたね……」

「一日中水着で、肌はだも露あらわな天国でしたのに……」

「そこにやつは服を与あたえた！　パーカー以上の覆おおいを作ってしまった！」

「許すまじ！　許すまじサヤマタカヒロ！」

「我われらが怒いかり、思い知るがいい！」

　なんか、決起集会みたいなものを開き──。

　それがカルト扱あつかいされて、桃もも色いろ聖女に全ぜん滅めつさせられたとか。

　合がつ掌しよう──。




　　　　‐５‐




「先生、魔ま物ものを狩かりたいと思います」

「またお前か」

　漂ひよう流りゆう六日目の朝、ヤシの実を食ってた俺に、またお嬢じよう様さまが声をかけてきた。

「今度はどうしたよ。服は全員分、出来たんだろ？」

「ええ、おかげさまで。服らしい服を作ることができたのですが……」

「うん」

「今度は、家やベッドを作ろうという声が上がっていまして」

「ごめん。俺、貴族を舐なめてたわ」

　服の次はアクセサリーかな～？

　なんて考えていた俺がアホだった。

　予想を上回る答えに、なんか目め眩まいすら感じてしまう。

「あのー、フランソワさん？」

「はい」

「ここ、無人島ですよ？　んで、俺たちは遭難中」

「はい、それは重々承知しているのですが……」

「うん」

「その、羽う毛もうの布ふ団とんでなければ体調を崩くずしてしまう子が、何人かいまして」

「は？」

「他ほかにも、砂すな浜はまになど寝ね転ころがれるか、屋根がないと眠ねむれない、と騒さわぐ者がいまして」

「よし、分かった。ちょっとメリッサを連れて、そいつらを説教してくる」

「んー？　呼んだ？」

　幸いにして聖女様がすぐ近くにいた。俺の真似まねをして、ヤシの実を採ってちゅーちゅー中身を吸っているやつ。そのにこやかな表情の奥に、何やら底知れない狂きよう気きを感じたんだろう。フランソワは慌てて俺を制止してきた。

「ま、待ってください！　待ってください、先生。彼ら、彼女らの言い分はもっともなのです。私わたくしたちは野宿はもちろんのこと、遭そう難なんなど初めての経験。大地をベッドに、夜空を天幕にと言えば聞こえはよいのですが、実質的には野ざらしそのものです。そのような状じよう況きようでは、心を休めることもままならず……せめて屋根が欲しい、ベッドが欲しいというのは、無用の贅ぜい沢たくではなく、切実な願いなのです」

　生徒たちの苦く悩のうを語るフランソワも、温室育ちの貴族である。こいつの説明には、決して他人ひと事ごとではない、切せつ迫ぱくした響ひびきがあった。

「いや、だけどさ。屋根や壁かべが欲しいなら、船に乗ればいいじゃねえか。何のために座ざ礁しようしていた船を引き上げて、係留したと思ってるんだ？」

　俺が指差した先には、生徒たちが乗ってきたヨットが、岸部にロープで繫つなぎ止められていた。流されてきたとはいえ、船としての機能は失っていないのか、ヨットはどっしりと海の上に浮かんでいる。

　客船とはいかないまでも、何隻せきかに分散すれば、三十人が乗って余よ裕ゆうのある船体だ。そこに布でも重ねて寝ねころべば、十分、家やベッドの代わりになるはずだった。

　俺はそう言いたかったんだが──。

「私たちは、あれに乗って流されてきたのです。しっかりと繫ぎ止めてはいますが、あれに乗っていては、また流されてしまう。そのような恐おそれが、私たちにはあるのです」

「五日や六日じゃ、やっぱり無理か」

　沖おきに流されたというトラウマがなくても、海には未いまだクラーケンが潜ひそんでいるんだ。砂浜や入り江えならまだしも、船を浮うかべている場所は、島の岸辺の中でも一ひと際きわ深い部分だ。

　おぼろげに揺ゆれる海の底から、烏賊いかの化け物が迫せまってくるかもしれない。そう考えると夜も眠れない生徒たちに、「あそこに泊とまれ」は酷こくな提案だったか。

「しょうがない。家とベッドを作るの、手伝ってやるか」

「えっ!?　よ、よろしいのですか？」

「どうせ材料の当てもあるんだろ。フランソワ、案内しろ」

「は、はいっ、先生！」

　重たい腰こしを上げた俺は、持っていたヤシの実をぽんと放ほうり、フランソワと共に森の広場へと向かっていった。

　その背中に向かって、今度はメリッサが、パタパタと小さな応おう援えん旗を振ふっていた。




「さて、家を造るわけだが……正直、俺は家造りなんてしたことないぞ」

　一昨日おととい、女子たちが集まっていた広場に、今日は２Ｓの全員が集合していた。まるで青空教室であるかのように、三列となって座る生徒たち。そんなやつらに対し、俺は我ながら頼たよりないことを言う。

「簡易式のテントなら……まあ、それで不満が出たんだもんな」

　枝と大きな葉を使って、風と日差しを遮さえぎれるテントは作った。

　俺はそれで十分だったが、やはりそれじゃ嫌いやなんだろうな。

「【クラフト】じゃ家まで造れないし」

　さてどうしたものかと考え込んだところで──。

　立ち上がり、ドンと胸を叩たたく者がいた。

「簡易的な小屋なら自分が造れます。騎き士し団の遠えん征せいにくっついて出かけては、よく野営の準備を手伝いました」

「おお、そうか」

「本格的なテントなら私が。大きなものも作れますよ」

「頼たのもしいな！」

　先に発言したのはヴァレリーだ。続けて立ち上がったのはベルベットだな。

　どちらも活動的な少年少女だ。思えば遭難初期段階から頼りになった。

「それじゃ頼もうか。任せたぞ、ふたりとも！」

「はい！」

「任されました！」

　にこっと笑うふたり。いやー、本当に頼もしい！

　これでこの案件も解決だな。と、思ったところで、新しい疑問が湧わいてきた。

「あれ？　家はお前らが建てるんだよな？　じゃあ、俺、いらないじゃん」

　家を建てる、ベッドを作る。そのために俺は呼ばれたはずだ。それなのに俺は必要ないようで、その意図が分からず困ってしまった。

「ベッドだけ作っていればいいのか？」

　それくらいなら、まあ、何とか。

　納なつ得とくしようとした俺に、しかし、フランソワは首を横に振った。

「いいえ、先生。先生には他の役割があります」

「それってなんだ？」

「先生、あちらをごらんください。見えますか？」

「あちら？　んー……もしかして、あれか？」

「ええ、あれです」

　島の中央には小高い山があり、森の広場からは頂上と、ほんの少しの斜しや面めんが見えた。山やま肌はだをすっかり覆い隠かくした木々は、天に向かって枝葉を広げ、夏の日差しを余すところなく受け止めている。

　ざわざわと揺れ、きらりと煌きらめく鮮あざやかな緑は、夏、そのものだ。これぞ盛夏、夏の山だと呼ぶに相応ふさわしい光景が、そこにはあった。

　ただし、いくつかの木々に顔がなければ、だが。

「ウッド・ゴーレム……いや、オーク・ゴーレムか」

　樫かしの木にも見える巨きよ木ぼくは、よくよく見れば目鼻や耳、口がある。木の洞うろや模様と言うには余りにも生物めいた顔面には、時おり、表情すら見て取ることができた。

　オーク・ゴーレム。樫の木に擬ぎ態たいし人々を襲おそう魔物だな。レベルは低いが、それに見合わない高い腕わん力りよくを備えた強敵でもある。

　とはいえ、このゴーレムは根を張った場所からほとんど動くことができない。近づかなければ危険はないし、生徒たちでも十分対処できる相手だった。

「ふんふん、オーク・ゴーレムね。あれがどうかしたのか？」

「オーク・ゴーレムは、良い建材を落とすのです」

「うん。それで？」

「それで家を建てましょう！」

「お前、馬ば鹿かだろ？　前々から思ってたけど、お前ら馬鹿だろ？」

　両手を広げ、にこやかにマイホーム計画を語るフランソワに、俺は全力でツッコミを入れた。否いな、ツッコまざるをえなかった。

　ここは孤こ立りつ無む援えんの無人島であり、慣れ親しんだ学園迷めい宮きゆうの中ではない。一度死ねばそこで終わり。学園迷宮のように復活することはできない。ぬるま湯に浸ひたり過ぎて、こいつらは死ねばそれまでという当たり前の理り屈くつを忘れてしまったんだろうか。不安以上に憤いきどおりの方が多く、俺はなおも言葉を続ける。

「いいか、いくらお前の方がレベルが高いっつっても、魔物は魔物だ。相手は問答無用で殺しにかかるし、命いのち乞ごいなんて聞いてくれない。君子危あやうきに近寄らずって言葉があるけど、その通りだ。諦あきらめて適当な木でも切ってろ」

　お坊ぼつちゃま、お嬢様とは思ってはいたが、まさかここまでだとは思わなかった。俺は苛いら立だちを隠そうともせずに生徒たちを叱しかりつけた。

「冒ぼう険けん者でも、欲よくを見せたやつから死ぬもんだ。しなくてもいいことをやったやつは、高確率でくたばった。お前らも、そいつらの後に続く気か？」

「いいえ、先生。私たちは、その人たちとは違ちがいます」

「ああ？」

　じろりと生徒たちをにらみつける俺。

　しかし、やつらは縮こまるどころか、逆に堂々と胸を張っていた。

「私たちはオーク・ゴーレムの強さを知っています。図ず鑑かんにも載のっていますし、課外授業で戦ったこともあります。彼らの力は、身をもって知っているのです」

「じゃあ、近づかなきゃいいだろ。しなくていい苦労は、しなくていいんだよ。気になるようなら、俺が片付けておくからさ。お前らは安全に家を建てて……」

「いいえ。それではいけないのです。私たちは、先生に頼りきりではいけないのです。遭難先であるからこそ、苦難を乗り越こえねばならないのです」

「は？　どういうことだよ」

　ここでようやく、俺はフランソワの目の奥に宿る、一つの決意に気がついた。

　いや、フランソワだけじゃない。生徒たちはほとんどみんな、決意を秘ひめた瞳ひとみを俺の方へと向けている。

（まさか……まさか、これは……）

　嫌な予感が湧いてくる。夏なのに冷たい汗あせを背中に感じる。

　そんなことには気づかずに、フランソワはなおも俺に演説をぶっていた。

「幸いにも、私たちはこの島で先生に出会いました。元冒険者である先生は、野外で生きる術すべを私たちに教えてくださり、安全面でも気を配ってくださいました。食べるもの、着るもの、寝ね床どこでさえも先生のお世話になり、私たちは遭難先では望外の生活を送ることができました。しかし、一昨日、先生に服の作製を手伝っていただいている時に、ふと、思ったのです。私たちは先生に頼り切っていると」

　フランソワが浮かべた侮ぶ蔑べつの表情は、甘ったれた自分に向けてのものだろう。

　人がいなければ、大人がいなければ、着るものの調達すらままならない。そんな自分に対して、彼女は屈くつ辱じよくを感じているんだ。

「苦難にあってこそ、人の本質が出る。夏季休きゆう暇かに入る前に、学園長は私たちにそう言いました。その言葉の通りならば、人に頼ることが私たちの本質なのです。人がいなければ何もできないのが、本当の私たちなのです。事実、島に漂ひよう着ちやくした私たちは立つこともままならず、先生に会うまでは、私自身、不安に押し潰つぶされそうでした」

　悔くやしそうに唇くちびるを嚙かむフランソワ。グッと奥歯を嚙みしめるドロテア。握にぎり拳こぶしを更さらに握りしめるヴァレリーに、眉まゆ根ねを寄せるベルベット。

　人一倍のプライドは、過度の甘えを許さない。王おう侯こう貴族である彼らは、王侯貴族であるがゆえに、俺に頼り切ることをよしとしなかった。

「打たれない鉄は脆もろく柔やわらかい。苦難が人を強くして、困難が人を鍛きたえ上げるのです。今がその鍛たん錬れんの時。私たちはあえて先生の庇ひ護ごから離はなれ、壁にぶつかり、乗り越えようというのです」

　フランソワが鞘さやから剣けんを抜ぬき放つと同時に、生徒たち全員が同じように武器を構えてみせた。剣が、斧おのが、槍やりが、杖つえが、次々と現れては、彼らの手に収まっていく。

「群れているとはいえ、レベルが下の魔ま物もの。それも力ばかりの愚ぐ鈍どんを相手に、何をいきがっているのかと、先生は笑うかもしれません。しかし、これは私わたくしたちの第一歩。子どもから大人になるための、大切な第一歩なのです。それを見届けてもらうため、先生をここにお呼びしました」

　列を崩くずし、新たに隊を組んだ生徒たちが、山に向かって進んでいく。規則正しい足音を響ひびかせ、彼らはオーク・ゴーレム討とう伐ばつに向かう。

「先生、どうか手は出さず、ただ、ここから見守っていてください。それが私たちの力となるのです」

　そう言ってフランソワは、最後に広場から出て行った。

　残されたのは俺だけだ。生徒の後ろ姿を見送った俺は、教え子の言葉通りに、やつらが去って行った方向を黙だまったまま見つめていた。

　そして、一分、二分が過ぎた頃ころ。俺は緩かん慢まんな動作で耳に手を当て、短く【コール】とつぶやいた。

「おい、お前ら、大変だ」

『なんだ、どうした？』

「生徒たちがとち狂くるって、自分たちだけで魔物の群れを狩かるとか言ってる。成長するんだーとかぬかしてる」

『わー、青春だー』

『うむ、雛ひな鳥どりの羽ばたきは好ましいものだな』

「家を建てるよりもめんどくさい事態になった……うう、あいつら、自分に酔よってる。めんどくさいよう、めんどくさいよう」

『……ご主人さま。彼らに死傷者が出た場合は』

「俺の責任になるんだろうなーっ！　ええい、くそっ！　お前ら、あいつらのサポートを頼んだぞ！」

『……はい』

『らじゃー！』

『うむ！　任せるがよい！』

「じゃあ、行くぞ！　あいつらの自尊心を傷つけず、背せ伸のび欲よつ求きゆうを満たすため、こっそり手助け大作戦だ！」

『『『おー！』』』

　こうして、生徒たちのサポートをするべく、俺たちは島の各地へと散って行った。




　　　　‐６‐




　迷宮外で遭そう遇ぐうする魔物のうち、ウッド・ゴーレム種は強敵の部類に入る。

　鬼おにのような腕力。巨木のごとき防ぼう御ぎよ力。植物の生命力に加え、伐きられた部分から枝葉を生やす再生力に、森の木々に紛まぎれる擬態能力を持つ。

　人造ではない迷宮に入り浸びたり、とうの昔に『レベル１００の壁かべ』を突とつ破ぱした強者たちも、ウッド・ゴーレム種と当たる時は集団で、短時間で討伐しようとする。

　上級者ほどレベルではなく、その能力で魔物を見る。熟練の戦士にとっては、ウッド・ゴーレム種は決して侮あなどれない強敵だった。

　逆に言えば、レベルや動きだけで魔物を測る素人しろうとたちにとっては、ウッド・ゴーレム種は格好の獲え物ものに見える。力ばかりが達者であり、歩くこともままならない鈍どん重じゆうな魔物など、取るに足らない相手だ。このように彼らは判断してしまうのである。

　しかし、彼らは知らない。ウッド・ゴーレム種は、森の中においてはこの上ない脅きよう威いと化すことを。再生能力を持つ敵を、まとめて狩ろうとする愚おろかさを。そして、いついかなる時も、『腕力だけ』は特筆して語られている意味を。

　２Ｓの生徒たちは、まだ、知らなかった。

「やっぱりしぶといだけだな。俺たちの敵じゃない」

　右手に槍を、左手に盾たてを構えるヴァレリー。２Ｓにおいて三番目の実力者である彼は、オーク・ゴーレムが落とした丸太を蹴けって、余よ裕ゆうたっぷりに言い放った。

「よく言うよ。一回、盾を弾はじき飛ばされたくせに。あれは見ていて冷や冷やしたね」

　ヴァレリーに対して憎にくまれ口を叩たたいてみせるのは、彼の親友であるアベルだ。海パンとパーカーの上からマントをまとい、指揮棒にも似た短たん杖じようをつまむようにして持っている彼は、皮肉たっぷりに相棒をからかう。

「へー、そんなこと言うのか。自じ慢まんの魔法が通用しなかったのは、どこのどいつかな？」

「ウッド・ゴーレム種には氷や水、雷かみなりは効きにくいだけだ。山火事を気にせず炎ほのおが使えれば、僕だけでも十分だね」

「と言っても、この島は森と浜はましかないからなあ。オーク・ゴーレムを砂浜まで連れていって、じゃんじゃん炎の魔法でも使ってみるか？」

「馬鹿言え。そんなことをしていたら、日が暮れてしまうよ」

「いやいや、キャンプ・ファイアー代わりになって、かえっていいかもしれないぞ。何より丸太を運ぶ手間が省けていい」

　アベルが吐はいた毒にも慣れたもので、ヴァレリーは笑いながらツッコミを返す。それをアベルが打ち返し、キャッチしたヴァレリーがまたまた相棒をからかってみせる。

　打てば響くような言葉の応おう酬しゆうに、残る八人の生徒たちはくすくすと笑っていた。

　バカンスを楽しんでいる生徒たち特有の、姦かしましいとも言える賑にぎやかさ。三つに分かれた組のうち、ヴァレリー班は魔物討伐も順調で、彼らの心は夏空のように晴れやかだった。

　だが、そこには確かに油断があった。

「ぐっ、ああああああっ!?」

「アベルッ!?」

　一いつ瞬しゆん前まで、それは木のはずだった。

　恐おそろしいオーク・ゴーレムではなく、どこから見ても樫かしの木だった。この島ではそこかしこで見られる、何の変へん哲てつもない木のはずだった。

　それがどうだ。樫の木は根元を通りかかった栗くり毛げの少年に枝を伸のばし、凄すさまじい勢いで叩き潰したではないか。胸を押さえつけられ、力の限りに押し潰されたアベルは、口から血の泡あわを吹ふいている。

「くそっ！　こいつ、オーク・ゴーレムだっ！」

　叫さけんだヴァレリーは、槍をゴーレムに何度も叩きつけた。

　さしもの樫の木の巨きよ人じんも、その猛もう攻こうの前では一たまりもない。ほどなくして息絶えて、魔物は紫むらさき色いろの粒りゆう子しへと変わっていった。だが──。

「アベルッ！　おい、大だい丈じよう夫ぶか、アベルッ！」

「かっ、は、あ」

　地面にめり込むように倒たおれている少年。彼の胸部は、クレーターができたかのように浅く陥かん没ぼつしており、口からはよだれのように血があふれ出していた。

　重傷だ。それも、すぐにでも治ち療りようしなければ、命に関かかわるほどの重傷だ。

「【ハイ・ヒール】！」

「ハ、ハイ・ポーションを……！」

　数人の生徒が、急いでアベルに回復魔法をかけ、回復薬をふりかけた。だが、へこんだ胸は元には戻もどらず、流れ出す血は止まらなかった。

「おい、どうなってる！　もっと【ヒール】だ！　【ヒール】をかけろ！」

「だ、駄だ目めだっ！　こんな致ち命めい傷しよう、【ハイ・ヒール】じゃ治せない！」

　悲鳴のような生徒たちの声。ヴァレリーの怒ど号ごうにも悲ひ愴そう感が混ざっている。

　このままでは、アベルは死ぬ。降って湧わいたかのような緊きん急きゆう事態に、しかしヴァレリー班の生徒たちは何もできず、ただただ戸と惑まどうばかりだった。

　もう一、二分もすれば、間ま違ちがいなくアベルは死ぬはずだった。致命傷を受けた栗毛の少年は、致命傷という言葉の通りに命を落とすはずだった。

　だが、ヴァレリー班にはすご腕うでの聖女がついていた！

　死人すら甦よみがえらせると言われる桃もも色いろのホーリー・ガール！　それがしっかりと彼らを見守っていたのだ！

「むむむっ！　ピンチだ！　頑がん張ばって治すぞ～！」

「さーあ、痛いの、痛いの、飛んでいけー！」

「【ミラクル・ヒール】！」

　ヴァレリー班の頭上、枝葉に紛れて姿を隠かくしていたメリッサの手から、神秘的な白色の輝かがやきが放たれる。それは暗雲から差し込む日差しのようにアベルを照らし、傷ついた彼の体を癒いやしていった。

「おお、これは……!?」

　生徒たちが見守る中、アベルの肉体は、正常な状態へと戻っていく──。

　ただし、いささか無理やりに。

「ミ、ミンチより酷ひどいっ！」

「うっ、おえええっ！」

　陥没した胸は内部から突つき上げられたかのように逆に膨ふくらみ、すぐさま破は裂れつする。壊え死しした細さい胞ぼうを外に絞しぼり出すかのように肉と骨とが飛び散って、辺り一面は血の海と化した。

「な、なあ、どうなっているんだ？　ぼ、僕、どうなったんだ？」

「ひ、ひいいっ!?」

「首から下の感覚がないんだ。痛くもないし、暑くもないんだぁぁぁっ!!」

「よ、寄るなっ！　寄るな化け物ぉ！」

　むくりと起き上がったアベルの胸部で、ぐじゅぐじゅと音を立てて肉が蠢うごめいている。生き物でしか出し得ない、鮮せん烈れつな赤とピンク、白の三色が、狂きよう気きの共演を奏かなでている。

「なあ、僕はどうなったんだ？　な、なあぁぁぁ」

「助けてくれ！　助けてくれー！」

　トラウマものの光景に悲鳴を上げる生徒たち。しかし、彼らを見守る桃色の聖女様は、

「大丈夫。その子はもう助かっているよ」

　と、いささかピントのずれたことを言っていた。




　さて、このようにヴァレリー班は阿あ鼻び叫きよう喚かんの地じ獄ごくに突とつ入にゆうしてしまったが、他ほかの二班はおおむね順調に事を進めていた。

「ベルベットはいったん下がって。私が代わりに出るわ。他の者は拘こう束そく魔ま法ほうで離り脱だつを援えん護ご。回復が終しゆう了りよう次し第だい、再度交代」

「了りよう解かいっ！」

　異国の出身ながら、一学期のうちに２Ｓの次席へと上り詰つめたドロテア。彼女の実力は本物であり、その中でも、指揮能力に関してはフランソワに勝っている、というのが一いつ般ぱん的な評価だった。だからこそ緊きん張ちよう気味だった第二班も、ドロテアの指揮の下もとであれば訓練通りに動くことができた。

　戸惑いもなく、焦あせりもなく、何より無む茶ちやをしない優ゆう秀しゆうな指揮官がいれば、新兵でさえも大物を倒せる。生徒のひとりは、授業で聞いた一文を思い出していた。

「さあ、畳たたみかけるわよ！」

「「「了解！」」」

　戦士と戦士が助け合う。回復は小まめに行われる。多をもって個にあたり、そこには決して油断がない。彼女に任せておけば安心だと、付き従う生徒たちは自信を高め、彼らに頼たよられるドロテアも、これはいい経験だと、有意義な時間を過ごしていた。
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　まったく危あやうげがないドロテア班。

　そこに不満を抱いだく者はいなかったが──。

「むうう」

　外部にはいた。彼らをサポートするべく遣つかわされたルートゥーだ。

　小鳥に姿を変えて、悠ゆう々ゆうとドロテア班を追いかけていたルートゥーは、堅けん実じつな戦いを進める生徒たちに不満と苛いら立だちを募つのらせていた。

（何だ、あのちまちまとした戦い方は。女ならば一対多。集団戦せん闘とうこそが戦いくさの華はなだぞ。それをあの銀ぎん髪ぱつの小こ娘むすめは、一体ずつ誘おびき寄せて、袋ふくろ叩だたきにするようなせこい戦いをしおってからに……ええい、まだるっこしい。これでは我われの出番がないではないか）

　可愛かわいらしい少女や、無む垢くな小鳥の姿をしていても、ルートゥーの本ほん性しようは魔物の王、ドラゴンだ。強大な存在であるがゆえに、彼女は強者や豪ごう快かいな戦いを好む。ドロテアたちがしているような『小さな戦い』を何より嫌きらうのだ。

　言ってみれば、英えい雄ゆう的な行こう為いこそがルートゥーの好物なのだ。一いつ騎き当とう千せん、万ばん夫ぷ不ふ当とうの大だい奮ふん闘とう。それが彼女の求めるものであり、堅実さや慎しん重ちようさは彼女の心を燃やさなかった。

　それに危機がないということは、今回、ルートゥーの出番もないということだ。カオスドラゴンである自分が、わざわざお守もりをしているのだ。それならば、ピンチの一つや二つ、陥おちいってみせるのが礼れい儀ぎだろう。

　などと、自分勝手な苛立ちを募らせていくルートゥー。王者は我が慢まんなどしないと言うが、彼女の場合も例外ではなく、ドロテアたちが五体目のオーク・ゴーレムを倒した時、彼女はとうとう限界を迎むかえた。

「ええい、臆おく病びような子ネズミどもがっ！」

（その腐くさった性根、我が直々に叩き直してくれるっ！）

　カオスドラゴンは、どのような姿にもなれる魔物だ。龍りゆう人じんの少女にもなれるし、妙みよう齢れいの女性になることもできる。今のように小鳥に化けることもできるし、やろうと思えば無機物にさえ化けることができた。

　その力を利用して、ルートゥーは一体のオーク・ゴーレムと化した。

　樫の木のような肉体と、人のようにも見える腕と顔面。能力や特性なども寸分違たがわぬオーク・ゴーレムとして、ルートゥーはドロテアたちの前に立ち塞ふさがった。

「擬ぎ態たいしていた個体ね。発見が遅おくれたけど、さしたる問題ではないわ」

　突とつ然ぜん現れた巨人を前にしても、ドロテアは驚おどろきや動どう揺ようを見せず、素す早ばやく班を指揮していった。前衛を三人。交代用の中衛を三人。後衛を三人。そして指揮のドロテアと、四段構えの陣じん形けいをとって、ルートゥーに相対するドロテア班。

　レベルが低く、数でも劣おとる相手にも、彼女は微み塵じんの隙すきも見せない。しかしルートゥーはそれを臆病だと鼻で笑い、かかってこいと言わんばかりに両手を大きく天へと向けた。

「【パワフル・オーラ】！」

「【チェーン・バインド】！」

「【クレッセント・キャリバー】！」

「【メタル・アクス】！」

《エンチャンター》が腕わん力りよく上じよう昇しようのバフをかける。《ソーサレス》が敵を拘束魔法で縛しばり上げる。《ソード・ダンサー》は踊おどるように三日月形の光波を放ち、《ヘビー・ファイター》は渾こん身しんの力で大おお斧おのを叩たたきつける。

　一いつ斉せいに攻こう撃げきをするのではなく、役割を活いかした戦い方。それは貴たか大ひろに教わったやり方でもあり、合理主義を信しん奉ぽうするバルトロアの得意とするところでもあった。

　敵を効率的に倒す。その目的を果たすために、それぞれが持てる力を結集した最初の一撃。しかし、それらは敵にかすり傷一つ負わせることなく、逆に打ち付けた勢いのまま、すべて弾はじき返されてしまった。

「「「……え？」」」

　ドロテア班の全員が、目を丸くして固まった。

　戦いの最さ中なかであるにも拘かかわらず、彼女らは驚きのあまり、硬こう直ちよくしてしまったのだ。

　仕方のないことではある。魚が水で泳ぐように、鳥が空を飛ぶように、魔法や刃やいばがオーク・ゴーレムに通用するというのは、彼女らにとっては当たり前のことだった。

　五度繰くり返して、五度通用した事実。それは実証された真実のはずだ。それが頭から否定されたのだ。あり得ない出来事は、度が過ぎると人の思考を停止させる。考えが及およばなくなると、人の頭脳は凍こおりついてしまうのだ。

　今のドロテアたちは、まさしく、その状態にあった。

『つまらぬっ！　貴様ら、何だその体ていたらくはっ！　もっと我を楽しませてみせろ！　力の限りにあがいてみせろ！』

「「「っ!?」」」

　ドロテアたちを凍りつかせたのがルートゥーならば、解かい凍とうしたのもまたルートゥーだった。オーク・ゴーレムの体に見合う恐おそろしげな声を出したルートゥーが、ずんと片腕で地じ響ひびきを起こす。それだけで、弾かれたように生徒たちは動き出して、樫かしの木の巨人との距きよ離りを取った。

『なんだ、逃にげるのか。情けなく逃げるつもりか。だが、そうはさせんぞ。何なん人ぴとたりとも、この場からは生かして帰さん！』

「オ、オーク・ゴーレムがしゃべっている……!?」

「何だ、この威い圧あつ感かんはっ!?」

　ずしり、ずしりと枝葉を伸のばすオーク・ゴーレムから、じりじりと遠ざかりながら生徒たちがうめく。声から伝わる強者の気配に、生物としての本能が、最大限の危険信号を発し始めた。

　あいつは違う。あいつはどこか、普ふ通つうじゃない。漠ばく然ぜんとした違い和わ感かん。それは、目には見えない恐きよう怖ふとして、生徒たちを包み込もうとしていた。

「ひっ!?　レ、レ、レベル２５０っ!?」

　オーク・ゴーレムが放つ不可視の恐怖。それは、ひとりの生徒の上ずった声によって、目に見える恐怖と化した。

「２５０!?　に、２５０だとっ!?」

「ほ、本当だ……！　２５０だ……！」

　その言葉が信じられないのか、はたまた信じたくないのか。その場にいた全員が魔物のレベルを確かく認にんした。

　魔物のレベルを調べるスキル【アナライズ】。

　それを使った結果、彼らは見てしまった。オーク・ゴーレムに重なるように浮うかび上がる、２５０という超ちよう常じようの数値を。

　平地ならば５０前後。魔素が濃こい場所では１００。霊れい山ざんや迷めい宮きゆう内でも１５０程度。これが一般的な魔物のレベルだ。それなのに目の前のゴーレムはレベル２５０。地中海全域の交通を麻ま痺ひさせる、あのクラーケンと同じレベルといえば、彼らにも理解しやすいだろうか。真っ先にそのことに思い至った生徒などは、すでに白目をむいて気絶していた。

「ひ、ひぃ……！」

　生徒たちは涙なみだを浮かべ、ガタガタと体を震ふるわせた。対照的に、オーク・ゴーレムに化けたルートゥーは、威い風ふう堂どう々どうといった態ていでゆったりと歩を進めていた。

『さあ、あの世へ旅立つ準備はできたか！　この巨きよ腕わんで、貴様ら一人一人を、丹たん念ねんに叩き潰つぶしてくれるわっ！』

　森に響ひびき渡わたる化け物の声。

　そして、ルートゥーが拳こぶしを握にぎりしめた時──。

『……うむ？　こやつら、気絶しておるではないか』

　生徒たちはみな、意識をどこかへ飛ばしてしまった。

「失禁までしておる。うーむ、汚きたないのう」

　龍人少女の姿に戻もどったルートゥーは、辺りに立ち込める尿にようの臭においに、あからさまに顔をしかめた。

「それでも、タカヒロに頼たのまれたからには、我が面めん倒どうを見ないといけないわけか。なるほど、これは確かに面めん倒どう臭くさい」

　地面に倒たおれた生徒たちを、汚お物ぶつにでも触さわるかのように、つま先で転がすルートゥー。

　彼女はそのまま、気絶した生徒たちをころころと転がしながら、そう高くもない山を下って行った。




「……さっきの声。ルートゥーに任せた方面か」

（まあ、あいつがいれば命の危険はないだろうが）

　三つ目の班であるフランソワ班。これを担当するのは、立場上、責任者にならざるをえなかった貴大だ。彼は怪け訝げんそうな顔で、もう一度システムメニューを確認する。

「さっきから、助けてー、だの、ひいー、だの聞こえてくるけど、ＭＡＰに映るアイコンは一つも減ってない。大だい丈じよう夫ぶだろ、多分」

　高い聴ちよう力りよくを持つ貴大は、否いや応おうなしに悲鳴や怒ど声せいを耳にしてしまうが、この島にはメリッサやルートゥーの脅きよう威いとなり得る存在はいないと判断し、あえてそれらの声を無視することにした。

　なぜならば、彼はフランソワ班の面倒を見るだけで手て一いつ杯ぱいだったからだ。

「それでは、先に進みましょう」

（ひいっ！　そっちには群れがいるんだぞーっ!?）

　先せん陣じんをきって歩くフランソワが向かう先、２００メートル前方には、樫の木に擬態したゴーレムの群れがいた。

　斥せつ候こうを務める生徒は、まだオーク・ゴーレムの擬態に気がついていない。フランソワが選ぶルートによっては、彼女らが群れに取り囲まれるという事態もあり得た。

　そうなってしまえば、班の危険度は跳はね上がる。最悪、死人が出るかもしれない。

（魔ま物ものだぞ？　野外だぞ？　学園迷宮じゃないんだぞ？　これ以上ないほどに慎重を重ねるのが当然だろ？　くそっ、あいつらを舐なめていたっ！）

　わずかな勝利で気をよくして、無む駄だに自信をつけた者ほど扱あつかいにくい者はいない。効率を求めようとするのがイースィンド貴族流の悪い癖くせで、彼女らは余よ裕ゆうで勝てたのだからと、敵の数を増やそうとしていた。

　自分たちの敗北を疑わず、勝利が永遠に続くものと信じて疑わなくなる。一度勝てた相手ならば、絶対に負けはしないと高をくくるようになる。そして自分たちは死なないと、心のどこかで思ってしまう。未熟さゆえの万能感が、生徒たちには確かにあった。

（うおおおっ！　【首狩がり】！　【心臓貫ぬき】っ！　【ミラージュ・ボディ】で【ミラージュ・ダガー】！）

　貴大は必死だった。いくら未熟だからといって彼らを見殺しにした場合、貴大にはとてつもない罪が背負わされることになる。漂ひよう流りゆう先の話とはいえ、王おう侯こう貴族や大商人のご子息、子女様についていながら、救助すらままならなかったとなると──彼らの親は、行き場のない怒いかりを貴大に向けるだろう。投とう獄ごく、拷ごう問もん、断頭にさらし首。逃げた場合も、暗殺者が放たれるかもしれない。そのような面倒臭い事態になってはごめんだと、貴大は必死になってフランソワ班の援えん護ごに回った。

　オーク・ゴーレムの群れに飛び込み、両手に持ったナイフを力の限り振ふり回した。首を狩り、急所を貫つらぬき、体もナイフも分ぶん裂れつさせた。持てる力のすべてを発揮し、考えられる限り最速でオーク・ゴーレムを片付けた貴大。彼が汗あせだくになってしまうのは、仕方のないことだと言えた。

「あら、丸太がこんなに。オーク・ゴーレムの巣だったのかしら？」

「もしかすると、共食いをしたのかもしれませんね。ははは」

　森の木々の影かげに溶とけ込み、荒あらい息を吐はき出している貴大の横を、どやどやと生徒たちが通り過ぎていく。彼らは、魔物の森にいるとは思えないほどのん気な会話をしたかと思うと、丸太を拾うことすらせず、山の上へと向かった。

（はあーっ!?　何で!?　これだけあれば、テントの四つや五つぐらいは組めるだろ!?　豪ごう邸ていでも建てるつもりかっ！）

　あくまで、自分たちの手で丸太を入手したいのであろうか。生徒たちは、後ろを振り返ることすらせずに進んでいく。

　仕方なく、貴大はその後ろを付いていくのだが──。

「でええいっ！」

　やはりフランソワたちは、

「ぐやあああっ！」

　わざととしか思えないほど、

「どわああああ！」

　オーク・ゴーレムの群れへと突つき進み、

「うにゃーっ！」

　貴大の体力を、ごりごりと削けずっていった。

「はあっ！　はあっ！　はあっ！　こ、これで、最後の群れだっ！　もうこの島には、ほとんど魔物がいねーぞ！」

　最後のオーク・ゴーレムにナイフを突き刺さした貴大は、消えゆく巨体にもたれかかりながら、精せい根こん尽つき果てたとばかりに、がくりと両りよう膝ひざをついた。

「い、いや、まだだ。最後に一つ、フランソワに文句でも言わなきゃ、休むのもままならん。ちょっと、あいつを叱しかってから、思いっきり寝ねよう」

　ふらふらと体を揺ゆらしながら立ち上がった貴大は、思いきりだるそうにフランソワ班がいる方へ向かう。脳みそにお花を咲さかせている生徒たちに、一言何か言ってやろうと、必死に歩を進めていく。

「くそっ、こんなことなら、最初に止めとくべきだった。青空教室でも何でもやって、実戦の危険性を教え込むべきだった。やっぱ人間、横着するもんじゃないな……」

　貴大はぶつくさと文句を垂らしながら、えっちらおっちらと山を下りていく。生徒たちがいるであろう場所に向かって、機械的に手足を動かし続ける。

　すると、ほどなくして、特とく徴ちよう的な金きん髪ぱつが、森の木々の向こうに見え始めて──。

「……ん？　ありゃ、何だ？　紫むらさき色いろの……霧きり？　って、まずいっ！」

　フランソワ班の真横の大木。彼女らからは死角となる位置に、紫色の粒りゆう子し、すなわち魔素が集まっていた。

　渦うずを巻くようにして集まった魔素は、卵のようにつるりとした紫色の玉となり、すぐさま醜みにくくひび割れていく。

　側面を突き破って、鱗うろこに覆おおわれた腕が飛び出した。底を抜ぬくようにして、両足と尻しつ尾ぽが大地を突いた。そして殻からの天てつ辺ぺんを吹ふき飛ばして、大おお蜥蜴とかげの顔が現れた。

　全身に青色の鱗をまとった大蜥蜴は、四つん這ばいにはならず、直立したまま、ぎょろりと金色の瞳ひとみを動かした。そして銀色の大おお槌つちと鎧よろいを実体化させ、何度か嗚お咽えつしたかと思うと、泣き声のような咆ほう哮こうを上げた。

『アアアアアアアアアアアアアッ!!』

　この魔物こそ、大陸西部で恐おそれられているユニークモンスター、嘆なげきのリザードマンである。レベルにして１００。俊しゆん敏びんな動きと、ボロボロと垂れ流す毒の涙が特徴であるリザードマンは、その泣き顔に似合わず、執しつ拗ように人間を攻せめ立てる。

　この魔物に襲おそわれたが最後、被ひ害がい者しやは嘆きのリザードマンと同じ顔、すなわち涙でくしゃくしゃになった顔になると言われている。それほどまでに残ざん忍にんなユニークモンスターは、たとえ子どもが相手であっても、微み塵じんも容よう赦しやすることはない。

　それが、フランソワたちのすぐそばに現れた。

　理論上は、ユニークモンスターはどこにでも現れる。それこそ街かい道どうにも現れるし、花畑の中にさえ現れる。しかし、

「なにも、こんな場所に出なくていいだろうがっ！」

　まさか、こんな小さな島に。それも生徒たちのすぐそばに現れるとは、貴大でさえも予想できないことだった。

「フランソワ、逃にげろぉぉぉぉぉっ！」

『アアアアアアアアアアアアアアッ！』

　貴大の叫さけびと、嘆きのリザードマンが木こ陰かげから現れたのは、ほとんど同時だった。気がついた時にはすでに遅おそく、大槌を両手に構えた２メートル大の蜥蜴は、無防備な少女に突とつ進しんをしかけ──。

　そして、力の限り、フランソワの頭に大槌を振り下ろした。

「がっ！」

「せ、ん、せい……？」

　少女の頭を西すい瓜かのように砕くだくはずだった銀の槌。

　それは、飛び込んできた黒くろ髪かみの青年に直ちよく撃げきし、彼の脳天をしたたかに揺らした。

「き、【気絶】効果、が。まず、い」

　その言葉を最後に、貴大は意識を失った。




「む、うう……う？」

　暗転した意識が、暗くら闇やみの中からゆっくりと浮ふ上じようしていく。

　ぼやけた視界が、段々と像を結んでいく。そして、自分が見ているのが満天の星であると認にん識しきした頃ころ──貴大は、勢いよく飛び起きた。

「リザードマンはっ!?　フ、フランソワはどうなった!?」

　慌あわてて辺りを見回した貴大は、日が沈しずんでいること、自分が浜はま辺べに移動していることに気がついた。ユニークモンスターの気配もしないことから、とりあえずの危機は脱だつしたことが分かる。

　しかし、犠ぎ牲せい者しやがどれほど出たかは分からない。最悪、フランソワ班が全ぜん滅めつしたというのも考えられた。

（フランソワたちが、死んだかもしれない）

　その「もしかすると」の考えに、貴大の体からはどっと冷や汗が噴ふき出した。

　だが、

「先生、急に頭を起こしては、体に悪いですわよ」

「フランソワっ!?」

　安否を心配した相手は、何のことはない、自分の背後に座っていた。

「お、おいっ！　あれからどうなったんだ!?　あいつら、どうなった!?」

　森と砂浜の境目で、正座のような形で座っている少女は、詰つめ寄る貴大の肩かたを撫なでて、にこりと笑う。

「大だい丈じよう夫ぶです。全員無事です。嘆きのリザードマンは、私わたくしたちが討とう伐ばつしました」

「そ……そう、か、ぁ」

　へなへなと腰こしを抜かして座り込んだ貴大を引き寄せ、フランソワは彼の頭を膝ひざの上に乗せた。そして、

「大丈夫です。大丈夫でしたから」

　と語りかけながら、貴大の頭を何度か撫でた。

　そのまま二人とも何も言わず、五分、十分と時が流れていく。月と星とが照らす砂浜で、二人はただ、そこにいた。

　誰だれも何も言わず、波の音しか聞こえない静せい寂じやくの中。

　口を開いたのは、フランソワの方が先だった。

「先生、申し訳ありませんでした」

「……あ、ああ？　何のことだ？」

　疲つかれと安あん堵どからぼんやりとしていた貴大は、思考がうまく回らず、すぐには返事ができなかった。申し訳ないと言われても、何のことなのか、すぐには思いつかなかった。

　そんな彼に、フランソワは懺ざん悔げをするように、ぽつり、ぽつりと言葉を落とす。

「私たちは、調子に乗っておりました。散々訓練を重ねたのだから、実戦もうまくいくと、勘かん違ちがいしておりました。その結果、先生に怪け我がを負わせてしまいました」

「ああ、そのことか」

　それは、貴大が叱ろうとしていたことだった。訓練と実戦は違う、危険に自ら飛び込むなと、叱ろうと思っていたことだ。

　図はからずも先手を打たれた形となり、貴大は吐き出す言葉もなくなって、黙だまってフランソワの話に耳を傾かたむける。

「先生の尽じん力りよくによって、遭そう難なん中とは思えないほど、私たちは快適に過ごすことができました。飢うえは満ち、渇かわきは癒いえ、夜は安心して眠ねむることができました。まるで修学旅行の一いつ環かんであるかのように、孤こ島とうでの生活は過ぎていったのです。だからといっては失礼でしょうが、私たちはそれで、危機感を薄うすれさせてしまったのです」

「まあ、そうだよな。そうだったよ」

　気がついてくれたのかと、貴大は寝ね転ころがったまま、うんうんとうなずいた。彼の首しゆ肯こうに、フランソワは辛つらそうに顔を歪ゆがめ、それでも言葉は決して詰まらせず、話を続ける。

「わざわざ魔物の討伐に行こうなどと、あれは私たちの傲ごう慢まんさ、愚おろかさの表れでした。まるで狐きつね狩がりにでも出かけるかのように、魔物を狩ろうなどと考えてしまいました。魔物は狐と違って、私たちの命を脅おびやかすというのに……自分たちならば大丈夫だと、先生に相談なく、すべてを決めてしまいました。それで、先生に助けられ、先生に怪我を負わせるなど、私には申し訳なくて……」

「あー、まあ、気にすんな。次からは気をつけろよ、ってことで」

　フランソワの辛そうな顔に、貴大はきつい言葉も出せなくなってしまう。だが、それがかえって辛いのだとばかりに、フランソワはとうとう泣き出してしまった。

「お、おい。泣くなよ。おいってば。気にしてねえからさ」

「違うのです。先生、違うのです」

　立ち上がった貴大が慰なぐさめても、フランソワはおいおいと泣くばかり。貴大はどうしたらいいのかも分からず、あー、だの、うー、だのと呟つぶやいている。

　その態度に、フランソワはとうとう耐たえ切れなくなったのだろう。ここからが本当の懺悔だとばかりに、涙なみだを零こぼしながら一つの真実を語り始めた。

「わ、私は、本当はあさましい女なのです。もっともらしい話で、自分を偽いつわる下げ劣れつな女なのです。本当は、私は、狩りがしたかったのではなく、先生に、先生に、褒ほめてもらいたかっただけなのですっ」

「はっ？　え？　そ、それはどういう」

「島に漂ひよう着ちやくした時、先生に出会えた私は、運命を感じました。このような辺境でも、先生は私の前に現れてくださるのだと、胸がいっぱいになりました。しかし、すぐに、私は嫉しつ妬とを感じ始めました。私が会いに行く度たびに、メリッサさんやルートゥーさんが、先生にべたべたと密着していました。ユミエルさんだって、片時も離はなれずに先生のそばにいました。その仲なか睦むつまじい姿に、いつもは微笑ほほえましさを感じるのですが……先生は、私たちを、私を助けるためにこの島にいたのだと思い込んでいたためか、私は醜い嫉妬を感じてしまったのです」

　ぽろぽろと涙を零すフランソワの告白を、貴大は黙って聞いている。

「以前にも言いましたが、私は先生が好きです。一人の男性として、先生を愛しています。ですが、先生の周りにはいつも魅み力りよく的な女性がいて、彼女らと先生は、和なごやかに過ごしています。いつもならば、その輪に溶とけ込むことこそすれ、崩くずそうなどとは決して思わないのですが、私はどうかしていたのでしょう。先生にいいところを見せることによって、先生の気を引こうと考えてしまったのです。私は子どもじゃない。私は、このようなことができる、一人前の大人だと、先生に見てもらいたかったのです。それで、私は、もっともらしい理由をつけて、狩りをしようと誘さそうクラスメイトの言葉に賛同してしまいました……こ、これが、私の真実です。これが本当の私です」

　最後まで言い切って、わっと泣き崩れてしまったフランソワに、かける言葉も見つからなくなり、貴大はただ黙りこんで、彼女の隣となりにどすんと腰を下ろした。

　そのまま時間が過ぎていき、やがてフランソワが泣き止やんでも、貴大は黙って、暗い海を見つめていた。

　彼は何を思っているのか。次に自分はどのような言葉をかけられるのか。不安に思ったフランソワが、赤くなった目で貴大をのぞき見た時、ようやく、貴大は口を開いた。

「俺はさ、学生の頃、アホなことばっかりやってたよ」

「えっ？」

　唐とう突とつな貴大の話に、今度はフランソワが疑問の声を上げた。

「ポーション一気飲み大会や、馬ば糞ふん投げ合戦。敵対チームの旗に落書きしたり、女装して馬ば鹿かな男を引っかけたりしてた。それこそ人の迷めい惑わくも考えずに、やりたい放題やってたよ」

「先生が、ですか？　そんな……」

　戸と惑まどうフランソワに、貴大はにやりと笑った。

「ガキなんてそんなもんだ。人のことなんて考えもしねーし、やたらとかっこつけたがる。人から見れば馬鹿みたいなこともするし、後先考えずに思いつきで動いたりする。なんせ、ガキだからな」

　理想の教師と見ていた貴大の過去に、啞あ然ぜんとするフランソワ。泣くことも忘れ、ぽかんと口を開いた彼女に向かって、貴大は悪ガキそのものの顔を向けた。

「でも、不思議なもんで、大人になれば自然とそういうことをしなくなるんだよな。自分のアホさに自分で気づいたり、誰かに叱しかられたり、若さをなくしたりして、みんな大人になっていくんだ。まあ、中にはいつまでも悪さをしてるやつもいるけどさ。自分で気づけたお前なら、背せ伸のびしなくても、気がついたら大人になってるよ」

「先生……」

　ぽんと頭に置かれた手から言葉がしみ込んでくるようで、フランソワはそれだけのことで、心が癒いやされていくのを感じた。

「俺はさ。ちょっとややこしい立場の人間でさ。問題もいっぱい抱かかえてるし、お前に秘密にしていることもたくさんある。だから、好きだ何だと言われても、じゃあ恋こい人びとになろうとかは考えられねーし、考えたくないんだ。でも、背負ってるものすべてがなくなって、すっからかんの自由になれたら、その先のことを考えて……いいのかもな」

　最後まで語るのが面めん倒どう臭くさいのか、はたまた途と中ちゆうで照れ臭くさくなったのか。砂浜に寝転がった貴大は、もうフランソワを見ることはせず、口をへの字に結んで、じっと星空を見つめていた。

「では、私が大人になって、先生が自由になれたら、その時は……」

「ん？　何か言ったか？」

「いいえ、何でもありませんわ」

　笑顔を取り戻もどした、金きん髪ぱつの少女。

　彼女の呟きは、波の音に紛まぎれて消えていった。




　　　　‐７‐




　王立グランフェリア学園、高等部二年Ｓ組の生徒たちが漂ひよう流りゆうしてから二週間が経過した。

　遥はるか北方へと旅立っていた勇者を呼び戻し、クラーケンを討伐する。関係者は最速で行ったのだが、これだけで二週間という時間が過ぎてしまった。

　クラーケンの討伐を確認した騎き士したちは、急いで竜りゆう籠かごや戦せん艦かんへと飛び乗った。二週間。手持ちの食料だけでは生き残ることができない日数。命を繫つなぐためには、自力で水を集め、食料を狩らねばならない。
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　魔ま物ものや野生動物からも身を守り、病気や怪我にも気をつけなければならない。寝ね床どこを確保し、着るものも洗せん濯たく、調達しなければならない。

　それが生徒たちにできるかどうかとなると──。

　はなはだ、疑問であった。

「急げっ！　事は急を要する！　外交問題にも繫がるのだぞ！」

　竜籠に乗り込んだ近衛騎士団の団長が、珍めずらしく金切り声を上げていた。

　有力な貴族や、大商人の子息、子女だけではない。生徒たちの中には、イースィンドに隣りん接せつする大国、バルトロアの第三王女がいる。

　バルトロアとイースィンドは、何十年も前には領土を切り取り、争っていた仲だ。それが名目上とはいえ、友好のために遣つかわされた王女を死なせたとなると──大陸西部を二分する戦争が、また始まるだろう。

　それだけは防がねばならないと、騎士団の団員たちは、竜を、船を走らせた。

　そして地中海に浮うかぶ島々を見て回り、やがて一つの無人島にたどり着いた時──。

　彼らは、見た。

「ブリっぽい魚、獲とったぞーっ！」

「おおおおおおおおおおおおっ！」

　健康的に日に焼けて、筋肉をてかてかと光らせている若者たち！

　輝かがやく白い歯、飛び散るしぶきと真夏のビーチ！

「増設だ！　増設を重ねるのだ！」

「この地にも、国王陛下のご威い光こうを！」

　内陸部には巨きよ大だいな木造家屋が建てられようとしていた。

　それにあれはなんだろうか？　岸辺に繫がれたヨットの上では、何やら焚たき火を燃やして踊おどる集団がいて──。

「うんばば……！　うんばば……！」

　原始的なリズム。宗教性のあるビート。豊漁を願い捧ささげられる真言は、若者たちの心の底から自然と湧わき上がってくるものだった。

「……どうやら、俺たちは無用の心配をしていたようだ」

「帰ろう」

「そうだな」

　飛び去っていく飛ひ竜りゆうの群れを、砂すな浜はまに寝転がっている五人の男女が、眩まぶしそうに見つめていた。

「何だったんだろうな？　あれ」

「さあ、どうでもいいですわ。それより先生、あーん」

「あん。うん、美味うまい」

「ふふっ、よかったですわ」

　日に焼けた少年少女＋αが暮らす名もなき島。この地に生きる彼らは、この先、何年も、何十年も、生き続けるのだろう。

　やがて子を産み、育はぐくんで、一つの王国を発展させていく。それがイースィンドと交わる日は、いつになるのか。

　それはまだ、誰だれも知らない。

「って、Ｕターン！　Ｕターン！」

「俺たち救助隊！　俺たち救助隊ー！」

「って、あれ、救助隊だろーっ!?」

「カムバーック！」

「へるぷみー！　へるぷみー！」

　名もなき島に暮らす住民がイースィンドの地を踏ふむ日は、案外、近いようだった。
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「あ～……しんどかった……」

　あの事件のあと、俺たちはエールシルトの街に戻ってきていた。

　無事にクラーケンは討とう伐ばつされたとのことで、街は変わらず、活気と喧けん騒そうに満ちている。

　変わったのは日付ぐらいか。七月は終わり、もう八月に突とつ入にゆうしている。俺のバカンスはおよそ三分の二が終しゆう了りようし、そろそろ王都に帰らなくちゃいけない時期だった。

「やり直しを要求したい……」

　なんて思いながらも、それが叶かなわない夢だとは分かっていた。

（いや、だけど、一週間くらいなら！）

　延長戦ができるといいな。ロスタイムとかさ。駄だ目めか。

「あら、先生」

「んあ？」

「どうなさいましたの？　このようなところで」

「あー、フランソワか」

　用意されたホテルのラウンジ、そこで俺はフランソワに声をかけられた。

　フランソワはすっかり元のフランソワに戻っていた。学園指定の制服を着て、焼けていた肌はだも魔ま法ほうか何かで元に戻している。そんなお嬢じよう様さまは俺の向かいに座り、ぐずつく俺を心配そうに見つめていた。

「やはりお疲つかれのようですね？」

「そりゃあ、なあ」

「本当にお疲れさまでした。島では大変、お世話になりました」

「お前もお疲れ。二週間、よく頑がん張ばったよ」

　互たがいに労ねぎらう俺たち。本当にあれは大変だった。

　最後の方は、まあ、なんか変なテンションになってはいたが──。

「しかし、二週間もかかるとは思いませんでしたね？」

「クラーケンの野や郎ろうがなあ。飛行物体も叩たたき落とす魔物じゃなけりゃなあ」

「あればかりは天災のようなものです。一部の生徒たちは、それと等しいレベルの魔物と遭あったと言っていましたが……」

「い、いや、それは多分、気のせいじゃないか？」

「ですわよね！」

　今度はからからと笑う俺たち。

　ルートゥーのことにはなるべく触ふれず、俺はさっさと次の話題に移ることにした。

「それで？　お前らはこれからどうするんだ？」

「これから、ですか？」

「修学旅行はもう終わりだろ？　予定は色々あったみたいだけど」

「ええ、そうですわね。ただ……」

「ただ？」

「闘とう技ぎ大会だけは見たい、それだけ見て帰りたいと言う生徒が多くてですね。先生方も調整に手間取っているようです」

「闘技大会……って、ああ、ここの近くでやるやつか」

「はい」

　俺の脳のう裏りに、かつての光景が甦よみがえる。

　蒼そう天てんで輝かがやく太陽。果てしなく広がる大平原。街かい道どうを行く人々に、運河から連なる馬車の群れ。石造りの街では荒あらくれどもが闊かつ歩ぽし、至る所に鍛冶かじ屋やが点在していた。

　その中でも特に印象に残っているのが、街の中央で圧あつ倒とう的な存在感を示していた闘技場コロツセオだ。そこで毎年八月に開かい催さいされる闘技大会。かつて仲間と一いつ緒しよに参加した伝統ある大会に、俺は懐なつかしさを感じていた。

「二年前に行ったきりだけど、あれは面おも白しろかったな」

「まあ！　先生も参加されていたのですか？」

「ああ、うん。若気の至りだけどな」

「今年は参加されないのですか……？」

「勘かん弁べんしてくれ。俺はもう、さっさと家うちに帰って寝たいよ」

「そうですか……」

　しゅんと気落ちするフランソワ。彼女はいつから持っていたのか、一枚のチラシをテーブルの上に載のせて言った。

「先生の勇姿を見てみたかったのですが……」

「まあ、残念だったな。この先も参加するつもりはないから、諦あきらめて……」

　そこで言葉が止まった。フランソワが持ってきたチラシ、そこから目が離はなせなくなる。

　正確にはチラシの一部分だ。優勝賞品について書かれた項こう目もく、そこにはきっと俺にしか分からない、とんでもないものが載せられていた。

「おいおいおい……やべえだろ、これ……!?」

　食い入るようにして、俺は賞品リストの一点を見つめた。

　しかし間ま違ちがいない。この世界にあるはずのない、ひとつのアイテムの名前がある。

「先生……？」

　フランソワの心配そうな声が聞こえる。

　しかし俺はそれさえ遠く感じ、頰ほおには一筋の汗あせが伝っていた。








あとがき






「貴たか大ひろは、一体、どうなってしまうのか……!?」

「彼が見たものとは!?　知ってしまった情報とは!?」

「次回、コロッセオ編！　灼しやく熱ねつの戦いが君を待つ！」

　なんて盛り上げたところで、ＷＥＢを開けば続きが読めてしまう悲しさ！

　いや、読者にとっては喜びでしょうか。いずれにしても、ネット小説ならではの事情と言えますね。書しよ籍せきにしかない章、書籍にしかない展開もありますので、どちらも楽しんでいただければ幸いです。

　さてさて、本題に入りますが──。

　夏の水着回、７巻はいかがだったでしょうか？

　これが発売される月は７月！　夏真っ盛さかりとは言えませんが、すでに暑くなっていることと思います。学校では水泳の授業が行われ、同じ時期に海開きも始まります。そんな７月という時期に、夏の水着回を出せるのはありがたい！　夏らしいエピソードを読み、バカンスへの欲よつ求きゆうを高め、ぜひぜひ、海やプールに出かけてみてください。




　ここからは関係者の方への謝辞を。

　まずは担当編集Ｋさん！　的確なアドバイスの結果、７巻はブラッシュアップが出来たと思います。特に３章バカンス編は、Ｋさんの指し摘てきがなければ生まれませんでした。その編集力、行動力を、これからも頼たよりにさせていただきます。

　次はイラストレーターのかにビームさん。今回の水着のイラスト、大変素晴らしいものでした……！　「きっといいものを描えがいてくれる」という信しん頼らいはあったのですが、予想以上のクオリティで大満足の出来でした。続く８巻も、どうぞよろしくお願いします。

　コミカライズ担当の森もりあいりさん。今月号の少年エースも楽しく読ませていただきました。ネームの時点で楽しみなのですが、完成品はやはり違ちがいますね……！　６月末に単行本３巻が発売されるそうなので、そちらも楽しみにお待ちしております。

　装そう丁ていや校正、この本に関わったすべての人。それに何より、この本を手に取ってくださったあなたへ。本当にありがとうございました。これからも楽しんでいただけるよう、精しよう進じんしていきますね。

　それでは、次は８巻でお会いしましょう。ではでは。
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